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学校法人加計学園　　　

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　　　　当該番号を記載してください。

　　担当部局（課）名

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

注３

注2
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ カケ　コウタロウ ）

加計　晃太郎

（平成１３年１月）

（ヤナギサワ　ヤスノブ） （ヒラノ　ヒロユキ）

柳澤　康信 平野　博之

（平成２８年４月） （令和４年４月）

（ヨシカワ　ヤスヒロ）

吉川　泰弘

（平成３０年４月）

（カワミナミ　ミツモリ） （サイトウ　シンヤ）

汾陽　光盛 斉藤　真也

（平成３０年４月） （令和４年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和３年度に報告済の内容　→（３）

　　　　　　令和４年度に報告する内容　→（４）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

任期満了に伴う変更
令和４年４月１日（４）

任期満了に伴う変更
令和４年４月１日（４）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人加計学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　岡山理科大学

　　　　愛媛県今治市いこいの丘１－３（岡山県岡山市北区理大町１－１）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒７９４－８５５５（７００－０００５）

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　区分ごとではありません）。

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください（作成方法は、事務連絡「令和４年度の履行状況報告書の提出について（依頼）を

　　　　確認してください）。

　　　・　様式は、平成３０年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和４年度までの５年間）ですが、

　　　　完成年度を越えている場合は別途ご連絡ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　獣医学部

　　獣医学科

　学士（獣医学）

年 人 人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

2080 - 1791 - 1638 - 2027 - 2137 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ 14 ] [  -  ] [ 40 ] [  -  ] [ 46 ] [  -  ] [ 12 ] [  -  ] [ 0 ] [  -  ]

1962 - 1669 - 1488 - 1896 - 2041 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ 14 ] [  -  ] [ 40 ] [  -  ] [ 41 ] [  -  ] [ 10 ] [  -  ] [ 0 ] [  -  ]

334 - 301 - 279 - 301 - 478 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ 10 ] [  -  ] [ 12 ] [  -  ] [ 6 ] [  -  ] [ 6 ] [  -  ] [ 0 ] [  -  ]

147 - 172 - 151 - 140 - 143 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ 9 ] [  -  ] [ 6 ] [  -  ] [ 4 ] [  -  ] [ 0 ] [  -  ] [ 0 ] [  -  ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出

　　　　してください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

1.02

140

(　 - 　)

[ 　20　 ]

1.001.05

[ 　20　 ]

6 140 － 840

1.07倍 －倍

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

(　 - 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

140

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和３年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

獣医学関係

年次

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

140

(　 - 　) (　 - 　)

1.22 1.07

(　 - 　)

[ 　20　 ] [ 　20　 ] [ 　20　 ]

140 140
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

147 － 174 － 158 － 145 － 149 －

[ 9 ] [ － ] [ 6 ] [ － ] [ 4 ] [ － ] [ 1 ] [ － ] [ － ] [ － ]

（－） （－） （ 2 ） （－） （ 7 ） （－） （ 5 ） （－） （ 6 ） （－）

144 － 164 － 156 － 153 －

[ 9 ] [ － ] [ 8 ] [ － ] [ 6 ] [ － ] [ 5 ] [ － ]

（－） （－） （ 4 ） （－） （ 8 ） （－） （ 16 ） （－）

139 － 155 － 139 －

[ 6 ] [ － ] [ 3 ] [ － ] [ 1 ] [ － ]

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

139 － 165 －

[ 6 ] [ － ] [ 7 ] [ － ]

（－） （－） （ 10 ） （－）

129 －

[ 2 ] [ － ]

（－） （－）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

５年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和４年度令和３年度

（ － ） （ 2 ） （ 11 ）

平成３０年度 令和元年度

計

備　　　　　考

147 318 461 735

[ 9 ] [ 15 ] [　18　] [　15　][　16　]

４年次

１年次

２年次

３年次

（ 32 ）

令和２年度

（ 13 ）

595
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

147 人 1 人 平成３０年度 1 人 0 人 他大学に入学（1名）

平成３０年度 2 人 1 人 就職（1名）、［経済的困難（1名）］

令和元年度 6 人 0 人 他大学に入学（4名）、海外留学（1名）、一身上の都合（1名）

平成３０年度 2 人 0 人 他大学に入学（1名）、進路変更（1名）

令和元年度 1 人 0 人 一身上の都合（1名）

令和２年度 3 人 2 人 就学意欲の低下（1名）、[他大学に入学（2名）]

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 1 人 0 人 他大学に入学（1名）

令和２年度 1 人 1 人 [一身上の都合（1名）]

令和３年度 1 人 0 人 他大学に入学（1名）

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

18 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 1
平成３０年度の在学者数（ｂ） 147

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 8
令和元年度の在学者数（ｂ） 318

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 6
令和２年度の在学者数（ｂ） 461

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 3
令和３年度の在学者数（ｂ） 595

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 735

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

0.68 ％

2.51 ％

1.3 ％

= = 0 ％

0.5 ％=

=

=

=

=

=

=

=

318 人

6

合　　計

人

令和３年度 595 人 3 人

人令和４年度 735 人 0

人令和２年度 461

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

8人
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【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1① 1 12 5 兼1 1① 1 11 4 2 兼2

生命倫理学 1② 1 1 生命倫理学 1② 1 1

人間・動物関係学 1③ 2 1 人間・動物関係学 1③ 2 1

獣医事法規 3② 1 1 獣医事法規 3② 1 1

- 3 2 0 13 5 0 0 0 兼1 - 3 2 0 12 4 2 0 0 兼2

生命科学 1① 1 1 生命科学 1① 1 1

獣医分子生物学 1① 1 1 獣医分子生物学 1① 1 1

生命科学実習 1① 1 4 4 1 7 生命科学実習 1① 1 5 2 3 5

化学 1① 1 1 化学 1① 1 1

生物物理学 1③ 1 1 生物物理学 1③ 1 1

放射線生物学 3② 1 1 兼1 放射線生物学 3② 1 1

情報リテラシー 2① 2 1 情報リテラシー 2① 2 1

生物統計 2③ 1 1 生物統計 2③ 1 1

動物福祉論 1① 1 兼1 動物福祉論 1① 1 兼1

科学倫理学 4① 1 兼1 科学倫理学 4① 1 兼1

- 10 1 0 7 4 1 7 0 兼3 - 10 1 0 9 3 3 5 0 兼2

獣医生化学 1② 2 1 獣医生化学 1② 2 1

獣医生化学実習 1② 1 1 2 1 2 獣医生化学実習 1② 1 1 2 1 2

獣医生理学 1③ 2 1 獣医生理学 1③ 2 1

獣医生理学実習 1④ 1 2 3 1 1 獣医生理学実習 1④ 1 2 1 1 2

獣医形態機能学Ⅰ 1② 1 1 獣医形態機能学Ⅰ 1② 1 1

獣医形態機能学Ⅱ 1③ 2 1 獣医形態機能学Ⅱ 1③ 2 1

獣医解剖学実習 2④ 2 2 1 2 獣医解剖学実習 2④ 2 2 1 2

獣医組織学実習 1③ 1 1 2 1 獣医組織学実習 1③ 1 1 1 1 1

獣医薬理学総論 2① 1 1 獣医薬理学総論 2① 1 1

獣医薬理学各論 2② 2 1 獣医薬理学各論 2② 2 1

獣医薬理学実習 2② 1 3 1 1 2 獣医薬理学実習 2② 1 3 1 2 1

- 16 0 0 7 7 2 6 0 兼0 - 16 0 0 7 4 4 5 0 兼0

獣医微生物学 2① 2 1 1 1 獣医微生物学 2① 2 1 1 1

獣医微生物学実習 2① 2 6 2 1 兼1 獣医微生物学実習 2① 2 5 2 1 兼2

獣医毒性学 2④ 2 1 獣医毒性学 2④ 2 1

獣医毒性学実習 2④ 1 3 1 1 2 獣医毒性学実習 2④ 1 3 1 2 1

動物実験学 2② 2 1 1 動物実験学 2② 2 1 1

2② 1 1 1 1 4 2② 1 1 1 1 4

獣医病理学総論 2① 1 1 獣医病理学総論 2① 1 1

獣医病理学各論 3③ 2 1 獣医病理学各論 3③ 2 1

3② 1 1 1 1 3② 1 1 1 1

獣医病理学実習 3③ 1 2 1 2 獣医病理学実習 3③ 1 1 1 2 兼1

獣医免疫学 2③ 2 1 獣医免疫学 2③ 2 1

獣医免疫学実習 2③ 1 3 1 3 獣医免疫学実習 2③ 1 3 1 1 2

臨床検査学入門 3① 1 1 臨床検査学入門 3① 1 1

動物行動学 3① 2 1 動物行動学 3① 2 1

野生動物学 3② 2 1 野生動物学 3② 2 1

動物感染症学 3② 2 2 動物感染症学
3③～
④ 2 1

魚病学 3② 2 1 魚病学 3② 2 1

魚病学実習 3② 1 1 1 2 魚病学実習 3② 1 1 1 2

- 28 0 0 15 6 1 9 0 兼1 - 28 0 0 14 6 4 8 0 兼3

２　授業科目の概要

＜獣医学部　獣医学科＞

小計（10科目） 小計（10科目）

基
礎
獣
医
系
科
目

基
礎
獣
医
系
科
目

小計（11科目） 小計（11科目）

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
導
入
科

目

動物関連キャリア概論

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
導
入
科

目

動物関連キャリア概論

小計（4科目） 小計（4科目）

基
礎
科
目

基
礎
科
目

科目
区分

授業科目の名称

応
用
生
物
系
科
目

応
用
生
物
系
科
目

獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習

獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習

小計（18科目）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

小計（18科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

医動物学 2② 2 1 医動物学 2② 2 1

医動物学実習 2③ 1 2 2 医動物学実習 2③ 1 2 2

人獣共通感染症学 2③ 2 1 人獣共通感染症学 2③ 2 1

2④ 2 1 2④ 2 1

2④ 1 3 4 2 2④ 1 5 3 1

食品衛生学 3① 2 1 食品衛生学 3① 2 1

食品衛生学実習 3① 1 5 3 兼1 食品衛生学実習 3① 1 6 1 兼1

環境衛生学 3① 2 1 環境衛生学 3① 2 1

獣医疫学 3① 2 1 獣医疫学 3① 2 1

- 15 0 0 7 5 0 4 0 兼1 - 15 0 0 8 3 0 3 0 兼1

生産農学概論 1③ 1 兼1 生産農学概論 1③ 1 兼1

水産増養殖学 1④ 2 1 水産増養殖学 1④ 2 1

遺伝育種学 2③ 2 1 兼1 遺伝育種学 2③ 2 1

家禽疾病学 2④ 1 1 家禽疾病学 2④ 1 1

動物衛生学 3② 1 1 動物衛生学 3② 1 兼1

動物衛生学実習 3② 1 5 2 3 兼2 動物衛生学実習 3② 1 4 2 1 1 兼3

飼料作物学 4① 2 兼1 飼料作物学 4① 2 兼2

- 5 5 0 6 2 0 3 0 兼3 - 5 5 0 4 3 1 1 0 兼6

栄養学 1④ 2 兼1 栄養学 1④ 2 兼1

獣医臨床薬理学 4② 1 4 1 2 獣医臨床薬理学 4② 1 4 2 1

獣医臨床栄養学 4② 1 1 獣医臨床栄養学 4② 1 1

獣医内科学総論 3③ 1 2 獣医内科学総論 3③ 1 2

獣医臨床病理学 4④ 1 1 獣医臨床病理学 4④ 1 1

3④ 2 2 2 3④ 2 2 1 1

獣医消化器病学 4① 2 1 獣医消化器病学 4① 2 1

4② 2 1 4② 2 1

獣医内分泌代謝学 4③ 2 1 獣医内分泌代謝学 4③ 2 1

獣医神経病学 4② 1 1 獣医神経病学 4② 1 1

4① 1 1 4① 1 1

獣医皮膚病学 4④ 1 1 獣医皮膚病学 4④ 1 1

獣医眼科学 4④ 1 1 獣医眼科学 4④ 1 1

動物行動治療学 4③ 1 1 動物行動治療学 4③ 1 1

小動物内科学実習 3③ 1 5 3 4 9 2 小動物内科学実習 3③ 1 8 5 3 6 2

獣医外科学総論 3③ 1 1 獣医外科学総論 3③ 1 1

獣医手術学総論 3③ 1 1 獣医手術学総論 3③ 1 1

獣医麻酔科学 3③ 1 1 獣医麻酔科学 3③ 1 1

3④ 2 1 3④ 2 1

獣医運動器病学 4② 2 1 獣医運動器病学 4② 2 1

獣医臨床腫瘍学 4④ 1 1 獣医臨床腫瘍学 4④ 1 1

獣医画像診断学 3③ 2 1 2 獣医画像診断学 3③ 2 1 1 1 1

小動物外科学実習 3④ 1.5 2 2 3 5 2 兼1 小動物外科学実習 3④ 1.5 3 3 2 4 2 兼1

3④ 1 1 2 5 3④ 1 2 2 2 3

産業動物臨床学 4① 2 1 産業動物臨床学 4① 2 1

馬臨床学 4④ 1 兼1 馬臨床学 4④ 1 兼1

獣医臨床繁殖学 4③ 2 1 獣医臨床繁殖学 4③ 2 1

産業動物臨床実習 4② 2 3 1 2 兼1 産業動物臨床実習 4② 2 5 1 1 兼1

4③ 1 2 3 兼2 4③ 1 2 1 1 兼2

総合獣医学演習Ⅰ 4④ 1 10 4 4 8 総合獣医学演習Ⅰ 4④ 1 12 6 3 5

総合獣医学演習Ⅱ 6③ 1 4 総合獣医学演習Ⅱ 6③ 1 4

獣医療面接実習 4② 0.5 3 1 1 5 獣医療面接実習 4② 0.5 4 2 2 3

5① 6 7 5 4 11 3 兼1 5① 6 9 6 4 8 3 兼1

- 47 2 0 14 5 4 13 3 兼5 - 47 2 0 15 6 5 9 3 兼4

獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

小計（33科目） 小計（33科目）

獣医血液・免疫病学 獣医血液・免疫病学

獣医軟部組織外科学 獣医軟部組織外科学

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

畜
水
産
系
科
目

畜
水
産
系
科
目

小計（7科目） 小計（7科目）

臨
床
系
科
目

臨
床
系
科
目

獣医呼吸・循環器病学 獣医呼吸・循環器病学

獣医泌尿生殖器病学 獣医泌尿生殖器病学
専
門
教
育
科
目

公
衆
衛
生
系
科
目

専
門
教
育
科
目

公
衆
衛
生
系
科
目

獣医公衆衛生学総論 獣医公衆衛生学総論

獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習

小計（9科目） 小計（9科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

分子細胞腫瘍学 5③ 1 2 1 2 分子細胞腫瘍学 5③ 1 3 1 1

発生工学 5③ 1 1 1 発生工学 5③ 1 1 1

獣医病態モデル学 5③ 1 1 1 1 兼1 獣医病態モデル学 5③ 1 1 1 1 兼1

創薬科学 5④ 1 1 創薬科学 5④ 1 1

5③ 1 1 5③ 1 1

比較動物機能科学 5④ 1 2 1 1 比較動物機能科学 5④ 1 2 1 1

修復・再生医療科学 6① 1 1 3 1 1 修復・再生医療科学 6① 1 1 4 1

6② 2 1 6② 2 1

5③ 1 2 6 5③ 1 3 4 1

- 0 10 0 9 7 2 3 0 兼1 - 0 10 0 11 7 2 2 0 兼1

国際獣医事概論 5③ 1 1 国際獣医事概論 5③ 1 1

国際動物関連法規 5③ 1 2 国際動物関連法規 5③ 1 2

レギュラトリー科学 5③ 1 2 1 レギュラトリー科学 5③ 1 2 1

国際動物疾病学 5④ 1 2 1 国際動物疾病学 5④ 1 3

6② 1 1 6② 1 1

5③ 1 兼1 5③ 1 兼1

5④ 1 1 1 5④ 1 1 1

セキュリティー学 5④ 1 1 セキュリティー学 5④ 1 1

5④ 1 1 5④ 1 1

6① 1 1 6① 1 1

国際獣医法医学 6① 1 2 1 国際獣医法医学 6① 1 1 1

動物危機管理学 6② 2 1 動物危機管理学 6② 2 1

国際生物資源学 6② 1 3 2 兼2 国際生物資源学 6② 1 3 1 兼2

5② 1 4 2 1 兼1 5② 1 4 2 1 兼1

5③ 1 4 1 5③ 1 5

- 0 16 0 10 4 0 2 0 兼4 - 0 16 0 11 4 1 2 0 兼4

分子疫学 5③ 1 2 2 分子疫学 5③ 1 2 2

獣医臨床疫学演習 6② 1 1 1 1 獣医臨床疫学演習 6② 1 2 1

5③ 1 2 1 5③ 1 1 1 1

5③ 1 1 5③ 1 1

5④ 1 3 5④ 1 1 1

5④ 1 1 2 5④ 1 2 2

免疫関連疾病学 5④ 1 1 免疫関連疾病学 5④ 1 1

獣医高度臨床学 6① 1 2 1 2 1 兼1 獣医高度臨床学 6① 1 3 2 1 1 兼1

チーム獣医療学 6① 1 1 1 兼1 チーム獣医療学 6① 1 1 1 兼1

5③ 1 2 1 2 兼1 5③ 1 2 1 2 兼2

- 0 10 0 10 5 3 4 0 兼2 - 0 10 0 11 6 2 4 0 兼3

5② 2 3 5② 2 3

- 2 0 0 3 0 0 0 0 兼0 - 2 0 0 3 0 0 0 0 兼0

卒業論文Ⅰ
5③～
④ 2 28 15 4 卒業論文Ⅰ

5③～
④ 2 30 15 5

卒業論文Ⅱ
6①～
② 2 28 15 4 卒業論文Ⅱ

6①～
② 2 30 15 5

卒業論文Ⅲ
6③～
④ 2 28 15 4 卒業論文Ⅲ

6③～
④ 2 30 15 5

- 2 0 0 28 15 4 0 0 兼0 - 2 0 0 30 15 5 0 0 兼0

総
合
科
目

総
合
科
目

小計（3科目） 小計（3科目）

獣医キャリアスキル
アップ研修

獣医キャリアスキル
アップ研修

小計（1科目） 小計（1科目）

臨
床
獣
医
科
目

臨
床
獣
医
科
目

エキゾチックアニマル
学

エキゾチックアニマル
学

抗菌薬バイオロジー 抗菌薬バイオロジー

国際展示動物疾病学 国際展示動物疾病学

医薬品・食品安全性評
価演習

医薬品・食品安全性評
価演習

人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習

公共獣医事情報解析実
習

公共獣医事情報解析実
習

国際野生動物管理学

産業動物疾病予防管理
学

産業動物疾病予防管理
学

産業動物疾病診断病理
学

産業動物疾病診断病理
学

グローバル食品管理科
学

グローバル食品管理科
学

トランスレーショナ
ル・リサーチ

国際ライフサイエンス
産業政策論

国際ライフサイエンス
産業政策論

ライフサイエンス特別
実習

ライフサイエンス特別
実習

小計（9科目） 小計（9科目）

専
門
教
育
科
目

ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

専
門
教
育
科
目

ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

トランスレーショナ
ル・リサーチ

国
際
獣
医
事
科
目

国
際
獣
医
事
科
目

国際野生動物管理学

トランスレーショナ
ル・ベテリナリーメ
ディシン

トランスレーショナ
ル・ベテリナリーメ
ディシン

総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習

小計（10科目） 小計（10科目）

小計（15科目） 小計（15科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

総合英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7 総合英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7

総合英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7 総合英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7

総合英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼7 総合英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼7

総合英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼7 総合英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼7

総合英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼7 総合英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼7

総合英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼7 総合英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼7

総合英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼7 総合英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼7

総合英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼7 総合英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼7

発信英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7 発信英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7

発信英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7 発信英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7

発信英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼7 発信英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼6

発信英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼7 発信英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼6

発信英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼7 発信英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼2

発信英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼7 発信英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼2

発信英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼7 発信英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼1

発信英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼7 発信英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼1

専門英語ⅠＡ 3① 0.5 1 1 1 専門英語ⅠＡ 3① 0.5 1 1 1

専門英語ⅠＢ 3② 0.5 1 2 専門英語ⅠＢ 3② 0.5 1 1 1

専門英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 1 1 専門英語ⅡＡ 3③ 0.5 2 1

専門英語ⅡＢ 3④ 0.5 1 2 専門英語ⅡＢ 3④ 0.5 2 1

応用英語ⅠＡ 3① 0.5 1 兼3 応用英語ⅠＡ 3① 0.5 1 1 兼2

応用英語ⅠＢ 3② 0.5 1 兼3 応用英語ⅠＢ 3② 0.5 1 1 兼2

応用英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 兼3 応用英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 1 兼2

応用英語ⅡＢ 3④ 0.5 1 兼3 応用英語ⅡＢ 3④ 0.5 1 1 兼2

1①
～②

1 1 1
1①
～②

1 1 1 兼2

1①
～②

1 1 1
1①
～②

1 1 1 兼1

中国語ⅠＡ 1① 0.5 兼3 中国語ⅠＡ 1① 0.5 兼3

中国語ⅠＢ 1② 0.5 兼3 中国語ⅠＢ 1② 0.5 兼3

中国語ⅡＡ 1③ 0.5 兼3 中国語ⅡＡ 1③ 0.5 兼3

中国語ⅡＢ 1④ 0.5 兼3 中国語ⅡＢ 1④ 0.5 兼3

ハングルⅠＡ 1① 0.5 兼2 ハングルⅠＡ 1① 0.5 兼2

ハングルⅠＢ 1② 0.5 兼2 ハングルⅠＢ 1② 0.5 兼2

ハングルⅡＡ 1③ 0.5 兼2 ハングルⅡＡ 1③ 0.5 兼2

ハングルⅡＢ 1④ 0.5 兼2 ハングルⅡＢ 1④ 0.5 兼2

海外語学研修Ａ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

1 1 海外語学研修Ａ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

1 1

海外語学研修Ｂ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1 海外語学研修Ｂ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

海外語学研修Ｃ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1 海外語学研修Ｃ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

海外語学研修Ｄ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

3 1 海外語学研修Ｄ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

3 1

日本語 1①～② 4 兼1

日本語理解 1③～④ 2 兼1 日本語理解 1③～④ 2 兼1

日本語表現 1③～④ 2 兼1 日本語表現 1③～④ 2 兼1
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

- 6 28 0 3 3 2 4 0 兼19 - 6 32 0 4 3 3 2 0 兼20小計（42科目） 小計（43科目）

外
国
語
教
育
科
目

外
国
語
教
育
科
目実用英語（アカデミッ

クライティング）
実用英語（アカデミッ
クライティング）

実用英語（プレゼン
テーション）

実用英語（プレゼン
テーション）

ＴＯＥＩＣセミナーⅠ ＴＯＥＩＣセミナーⅠ

ＴＯＥＩＣセミナーⅡ ＴＯＥＩＣセミナーⅡ

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1① 1 1 1① 1 1

- 1 0 0 1 0 0 0 0 兼0 - 0 0 1 0 0 0 0 兼0

心理学Ａ 1①・③ 1 兼1 心理学Ａ 1①・③ 1 兼1

心理学Ｂ 1②・④ 1 兼1 心理学Ｂ 1②・④ 1 兼1

文学Ａ 1①・③ 1 兼1 文学Ａ 1①・③ 1 兼1

文学Ｂ 1②・④ 1 兼1 文学Ｂ 1②・④ 1 兼1

日本史Ａ 1①・③ 1 兼1 日本史Ａ 1①・③ 1 兼1

日本史Ｂ 1②・④ 1 兼1 日本史Ｂ 1②・④ 1 兼1

外国史Ａ 1①・③ 1 兼1 外国史Ａ 1①・③ 1 兼1

外国史Ｂ 1②・④ 1 兼1 外国史Ｂ 1②・④ 1 兼1

政治学Ａ 1①・③ 1 兼1 政治学Ａ 1①・③ 1 兼1

政治学Ｂ 1②・④ 1 兼1 政治学Ｂ 1②・④ 1 兼1

国際関係論Ａ 1①・③ 1 兼1 国際関係論Ａ 1①・③ 1 兼1

国際関係論Ｂ 1②・④ 1 兼1 国際関係論Ｂ 1②・④ 1 兼1

海外文化研修
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1 海外文化研修
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

経済学Ａ 1①・③ 1 兼1 経済学Ａ 1①・③ 1 兼1

経済学Ｂ 1②・④ 1 兼1 経済学Ｂ 1②・④ 1 兼1

日本国憲法 1①～② 2 兼1 日本国憲法 1①～② 2 兼1

法学Ａ 1①・③ 1 兼1 法学Ａ 1①・③ 1 兼1

法学Ｂ 1②・④ 1 兼1 法学Ｂ 1②・④ 1 兼1

社会と人間Ａ 1①・③ 1 兼1 社会と人間Ａ 1①・③ 1 兼1

社会と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1 社会と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1

健康の科学 1③～④ 2 1 健康の科学 1③～④ 2 兼1

生涯スポーツ 1①～② 1 1 生涯スポーツ 1①～② 1 兼1

1② 2 兼4 1①～② 2 兼6

1④ 1 兼5 1③～④ 1 兼8

1①・③ 1 兼1 1①・③ 1 兼1

- 0 29 0 1 1 0 0 0 兼15 - 0 29 0 1 0 0 0 0 兼20

1①・③ 1 兼1 1①・③ 1 兼1

1②・④ 1 兼1 1②・④ 1 兼1

1①・③ 1 兼1 1①・③ 1 兼1

1②・④ 1 兼1 1②・④ 1 兼1

教養演習Ａ 1①・③ 1 兼1 教養演習Ａ 1①・③ 1 兼1

教養演習Ｂ 1②・④ 1 兼1 教養演習Ｂ 1②・④ 1 兼1

企業と人間Ａ 1①・③ 1 兼1 企業と人間Ａ 1①・③ 1 兼1

企業と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1 企業と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1

1①・③ 1 兼3 1①・③ 1 兼3

1②・④ 1 兼3 1②・④ 1 兼3

学びの基礎論Ａ 1①・③ 1 兼1 学びの基礎論Ａ 1①・③ 1 兼1

学びの基礎論Ｂ 1②・④ 1 兼1 学びの基礎論Ｂ 1②・④ 1 兼1

企業情報特論Ａ 2① 1 兼1 企業情報特論Ａ 2① 1 兼1

企業情報特論Ｂ 2② 1 兼1 企業情報特論Ｂ 2② 1 兼1

2①･②･

③･④ 1 兼3
2①･②･

③･④ 1 兼3

2①･②･
③･④ 1 兼3

2①･②･
③･④ 1 兼3

2①･②･

③･④ 2 兼3
2①･②･

③･④ 2 兼3

2①･②･

③･④ 3 兼3
2①･②･

③･④ 3 兼3

文章表現法応用編Ａ 2①・③ 1 兼1 文章表現法応用編Ａ 2①・③ 1 兼1

文章表現法応用編Ｂ 2②・④ 1 兼1 文章表現法応用編Ｂ 2②・④ 1 兼1

2①・③ 1 兼1 2①・③ 1 兼1

2②・④ 1 兼1 2②・④ 1 兼1

- 0 25 0 0 0 0 0 0 兼5 - 0 25 0 0 0 0 0 0 兼5

キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

文章表現法基礎編Ａ

キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

文章表現法基礎編Ａ

スポーツとフィールド科学
（エコツーリズムのための野
外スポーツ）

スポーツとフィールド科学
（エコツーリズムのための野
外スポーツ）

スポーツとフィールド科学
（スキー）

スポーツとフィールド科学
（スキー）

スポーツとフィールド科学
（テニス）

スポーツとフィールド科学
（テニス）

インターンシップＣ インターンシップＣ

プレゼンテーション応
用編Ａ

プレゼンテーション応
用編Ａ

キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ

小計（22科目） 小計（22科目）

プレゼンテーション応
用編Ｂ

プレゼンテーション応
用編Ｂ

インターンシップ概論 インターンシップ概論

インターンシップＡ インターンシップＡ

インターンシップＢ インターンシップＢ

プレゼンテーション基
礎編Ｂ

プレゼンテーション基
礎編Ｂ

キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

初年次教育科目

フレッシュマンセミナー

教
養
教
育
科
目

初年次教育科目

フレッシュマンセミナー

小計（25科目） 小計（25科目）

文章表現法基礎編Ｂ 文章表現法基礎編Ｂ

プレゼンテーション基
礎編Ａ

プレゼンテーション基
礎編Ａ

小計（1科目） 小計

人
間
・
社
会
科
学
教
育
科
目

人
間
・
社
会
科
学
教
育
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
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自
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助
　
教

助
　
手

現代人の科学Ａ
1②･
④

1 1 現代人の科学Ａ
1②･
④

1 兼1

現代人の科学Ｂ
1①･
②

1 兼1 現代人の科学Ｂ
1①･
②

1 兼1

現代人の科学Ｃ
1①･
③

1 1 現代人の科学Ｃ
1①･
③

1 1

現代人の科学Ｄ
1①･
③

1 兼1 現代人の科学Ｄ
1①･
③

1 兼1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

- 0 4 0 2 0 0 0 0 兼2 - 0 4 0 1 0 0 0 0 兼3

- 139 132 0 29 15 7 24 3 兼49 - 139 136 0 31 16 11 18 3 兼60

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

【アドバンスト科目の履修条件】
ライフサイエンス分野の学生は、ライフサイエンス科目の10単位を必修とし、残り３単
位は他分野から選択する。公共獣医事分野の学生は、国際獣医事科目から「人獣共
通感染症学実習」を含む９単位を選択必修とし、残り４単位に関しては、同分野ある
いは他分野から選択する。医獣連携獣医分野の学生は、臨床獣医科目から９単位を
選択必修とし、ライフサイエンス科目から「トランスレーショナル・リサーチ」「分子細胞
腫瘍学」「創薬科学」の合計３単位を必修とする。残り１単位に関しては分野を問わず
選択する。

【アドバンスト科目の履修条件】
ライフサイエンス分野の学生は、ライフサイエンス科目の10単位を必修とし、残り３単
位は他分野から選択する。公共獣医事分野の学生は、国際獣医事科目から「人獣共
通感染症学実習」を含む９単位を選択必修とし、残り４単位に関しては、同分野ある
いは他分野から選択する。医獣連携獣医分野の学生は、臨床獣医科目から９単位を
選択必修とし、ライフサイエンス科目から「トランスレーショナル・リサーチ」「分子細胞
腫瘍学」「創薬科学」の合計３単位を必修とする。残り１単位に関しては分野を問わず
選択する。

【外国語教育科目における選択必修科目の履修条件】
１)「発信英語ⅢＡ」、「発信英語ⅢＢ」、「発信英語ⅣＡ」、「発信英語ⅣＢ」、「実用英語
（アカデミックライティング）」、「実用英語（プレゼンテーション）」、「中国語ⅠＡ」、「中
国語ⅠＢ」、「中国語ⅡＡ」、「中国語ⅡＢ」、「ハングルⅠＡ」、「ハングルⅠＢ」、「ハン
グルⅡＡ」、「ハングルⅡＢ」の中から２単位を選択必修科目として修得すること。
２)「専門英語ⅠＡ」「専門英語ⅠＢ」または「応用英語ⅠＡ」「応用英語ⅠＢ」のうちいず
れかの組み合わせ、「専門英語ⅡＡ」「専門英語ⅡＢ」または「応用英語ⅡＡ」「応用英
語ⅡＢ」のうちいずれかの組み合わせ、合わせて２単位を選択必修科目として修得す
ること。
３)外国人留学生は、母国語の科目を選択履修することはできない。
４)「日本語理解」、「日本語表現」は外国人留学生対象の科目であり、他の学生は履
修できない。

【外国語教育科目における選択必修科目の履修条件】
１)「発信英語ⅢＡ」、「発信英語ⅢＢ」、「発信英語ⅣＡ」、「発信英語ⅣＢ」、「実用英語
（アカデミックライティング）」、「実用英語（プレゼンテーション）」、「中国語ⅠＡ」、「中
国語ⅠＢ」、「中国語ⅡＡ」、「中国語ⅡＢ」、「ハングルⅠＡ」、「ハングルⅠＢ」、「ハン
グルⅡＡ」、「ハングルⅡＢ」の中から２単位を選択必修科目として修得すること。
２)「専門英語ⅠＡ」「専門英語ⅠＢ」または「応用英語ⅠＡ」「応用英語ⅠＢ」のうちいず
れかの組み合わせ、「専門英語ⅡＡ」「専門英語ⅡＢ」または「応用英語ⅡＡ」「応用英
語ⅡＢ」のうちいずれかの組み合わせ、合わせて２単位を選択必修科目として修得す
ること。
３)外国人留学生は、母国語の科目を選択履修することはできない。
４)「日本語」、「日本語理解」、「日本語表現」は外国人留学生対象の科目であり、他
の学生は履修できない。

【教養教育科目における選択必修科目の履修条件】
１）キャリア教育科目から４単位を卒業までに修得しなければならない。
２）科学技術教育科目から２単位を卒業までに修得しなければならない。

【教養教育科目における選択必修科目の履修条件】
１）キャリア教育科目から４単位を卒業までに修得しなければならない。
２）科学技術教育科目から２単位を卒業までに修得しなければならない。

合計（224科目） 合計（225科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

【卒業要件】
専門教育科目、外国語教育科目、教養教育科目より合計１８２単位以上修得し、必修
単位はすべて修得すること。専門教育科目より１４５単位以上、外国語教育科目１０
単位以上、教養教育科目１９単位以上（内キャリア教育科目４単位以上、科学技術教
育科目２単位以上）を修得すること。
（履修科目の登録の上限：４９単位（年間））

【卒業要件】
専門教育科目、外国語教育科目、教養教育科目より合計１８２単位以上修得し、必修
単位はすべて修得すること。専門教育科目より１４５単位以上、外国語教育科目１０
単位以上、教養教育科目１９単位以上（内キャリア教育科目４単位以上、科学技術教
育科目２単位以上）を修得すること。
（履修科目の登録の上限：４９単位（年間））

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

科
学
技
術
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

科
学
技
術
教
育
科
目

小計（4科目） 小計（4科目）

科目
区分

授業科目の名称
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1① 1 12 3 2 兼1 1① 1 12 3 2 兼2

生命倫理学 1② 1 1 生命倫理学 1② 1 1

人間・動物関係学 1③ 2 1 人間・動物関係学 1③ 2 1

獣医事法規 3② 1 1 獣医事法規 3② 1 1

- 3 2 0 13 3 2 0 0 兼1 - 3 2 0 13 3 2 0 0 兼2

生命科学 1① 1 1 生命科学 1① 1 1

獣医分子生物学 1① 1 1 獣医分子生物学 1① 1 1

生命科学実習 1① 1 5 2 2 7 生命科学実習 1① 1 5 2 2 7

化学 1① 1 1 化学 1① 1 1

生物物理学 1③ 1 1 生物物理学 1③ 1 1

放射線生物学 3② 1 1 兼1 放射線生物学 3② 1 1 兼1

情報リテラシー 2① 2 1 情報リテラシー 2① 2 1

生物統計 2③ 1 生物統計 2③ 1

動物福祉論 1① 1 兼1 動物福祉論 1① 1 兼1

科学倫理学 4① 1 兼1 科学倫理学 4① 1 兼1

- 10 1 0 8 3 2 7 0 兼3 - 10 1 0 8 3 2 7 0 兼3

獣医生化学 1② 2 1 獣医生化学 1② 2 1

獣医生化学実習 1② 1 1 2 1 2 獣医生化学実習 1② 1 1 2 1 2

獣医生理学 1③ 2 1 獣医生理学 1③ 2 1

獣医生理学実習 1④ 1 2 1 1 2 兼1 獣医生理学実習 1④ 1 2 1 1 2

獣医形態機能学Ⅰ 1② 1 1 獣医形態機能学Ⅰ 1② 1 1

獣医形態機能学Ⅱ 1③ 2 1 獣医形態機能学Ⅱ 1③ 2 1

獣医解剖学実習 2④ 2 2 1 2 獣医解剖学実習 2④ 2 2 1 2

獣医組織学実習 1③ 1 1 1 1 1 獣医組織学実習 1③ 1 1 1 1 1

獣医薬理学総論 2① 1 1 獣医薬理学総論 2① 1 1

獣医薬理学各論 2② 2 1 獣医薬理学各論 2② 2 1

獣医薬理学実習 2② 1 3 1 1 2 獣医薬理学実習 2② 1 3 1 1 2

- 16 0 0 7 4 3 7 0 兼1 - 16 0 0 7 4 3 7 0 兼0

獣医微生物学 2① 2 1 1 1 獣医微生物学 2① 2 1 1 1

獣医微生物学実習 2① 2 5 3 1 兼1 獣医微生物学実習 2① 2 5 3 1 兼1

獣医毒性学 2④ 2 1 獣医毒性学 2④ 2 1

獣医毒性学実習 2④ 1 3 1 1 2 獣医毒性学実習 2④ 1 3 1 1 2

動物実験学 2② 2 1 1 動物実験学 2② 2 1 1

2② 1 1 1 1 4 2② 1 1 1 1 4

獣医病理学総論 2① 1 1 獣医病理学総論 2① 1 1

獣医病理学各論 3③ 2 1 獣医病理学各論 3③ 2 1

3② 1 1 1 1 3② 1 1 1 1

獣医病理学実習 3③ 1 2 1 2 獣医病理学実習 3③ 1 2 1 2

獣医免疫学 2③ 2 1 獣医免疫学 2③ 2 1

獣医免疫学実習 2③ 1 3 1 3 獣医免疫学実習 2③ 1 3 1 3

臨床検査学入門 3① 1 1 臨床検査学入門 3① 1 1

動物行動学 3① 2 1 動物行動学 3① 2 1

野生動物学 3② 2 1 野生動物学 3② 2 1

動物感染症学 3② 2 2 動物感染症学 3② 2 2

魚病学 3② 2 1 魚病学 3② 2 1

魚病学実習 3② 1 2 2 魚病学実習 3② 1 2 2

- 28 0 0 15 5 2 9 0 兼1 - 28 0 0 15 5 2 9 0 兼1

医動物学 2② 2 1 医動物学 2② 2 1

医動物学実習 2③ 1 2 2 医動物学実習 2③ 1 2 2

人獣共通感染症学 2③ 2 1 人獣共通感染症学 2③ 2 1

2④ 2 1 2④ 2 1

2④ 1 4 4 1 2④ 1 4 4 1

食品衛生学 3① 2 1 食品衛生学 3① 2 1

食品衛生学実習 3① 1 5 2 兼1 食品衛生学実習 3① 1 5 2 兼1

獣医公衆衛生学総論 獣医公衆衛生学総論

獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習

公
衆
衛
生
系
科
目

公
衆
衛
生
系
科
目

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
導
入
科
目

動物関連キャリア概論

応
用
生
物
系
科
目

応
用
生
物
系
科
目

獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習

獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習

小計（18科目） 小計（18科目）

小計（10科目） 小計（10科目）

基
礎
獣
医
系
科
目

基
礎
獣
医
系
科
目

小計（11科目） 小計（11科目）

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
導
入
科
目

動物関連キャリア概論

小計（4科目） 小計（4科目）

基
礎
科
目

基
礎
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【平成３０年度】 【令和元年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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講
　
師
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教

助
　
手

環境衛生学 3① 2 1 環境衛生学 3① 2 1

獣医疫学 3① 2 1 獣医疫学 3① 2 1 0

- 15 0 0 7 4 0 3 0 兼1 - 15 0 0 7 4 0 3 0 兼1

生産農学概論 1③ 1 兼1 生産農学概論 1③ 1 兼1

水産増養殖学 1④ 2 1 水産増養殖学 1④ 2 1

遺伝育種学 2③ 2 遺伝育種学 2③ 2 兼1

家禽疾病学 2④ 1 1 家禽疾病学 2④ 1 1

動物衛生学 3② 1 動物衛生学 3② 1

動物衛生学実習 3② 1 3 2 1 2 兼2 動物衛生学実習 3② 1 3 2 1 2 兼2

飼料作物学 4① 2 兼1 飼料作物学 4① 2 兼1

- 5 5 0 4 2 1 2 0 兼3 - 5 5 0 4 2 1 2 0 兼4

栄養学 1④ 2 兼1 栄養学 1④ 2 兼1

獣医臨床薬理学 4② 1 4 1 2 獣医臨床薬理学 4② 1 4 1 2

獣医臨床栄養学 4② 1 1 獣医臨床栄養学 4② 1 1

獣医内科学総論 3③ 1 2 獣医内科学総論 3③ 1 2

獣医臨床病理学 4④ 1 1 獣医臨床病理学 4④ 1 0 1

3④ 2 2 2 3④ 2 2 2

獣医消化器病学 4① 2 1 獣医消化器病学 4① 2 1

4② 2 1 4② 2 1

獣医内分泌代謝学 4③ 2 1 獣医内分泌代謝学 4③ 2 1

獣医神経病学 4② 1 1 獣医神経病学 4② 1 1

4① 1 1 4① 1 1

獣医皮膚病学 4④ 1 1 獣医皮膚病学 4④ 1 1

獣医眼科学 4④ 1 1 獣医眼科学 4④ 1 1

動物行動治療学 4③ 1 1 動物行動治療学 4③ 1 1

小動物内科学実習 3③ 1 7 3 4 8 2 小動物内科学実習 3③ 1 7 3 4 8 2

獣医外科学総論 3③ 1 1 獣医外科学総論 3③ 1 1

獣医手術学総論 3③ 1 1 獣医手術学総論 3③ 1 1

獣医麻酔科学 3③ 1 1 獣医麻酔科学 3③ 1 1

3④ 2 1 3④ 2 1

獣医運動器病学 4② 2 1 獣医運動器病学 4② 2 1

獣医臨床腫瘍学 4④ 1 1 獣医臨床腫瘍学 4④ 1 1

獣医画像診断学 3③ 2 1 1 2 獣医画像診断学 3③ 2 1 1 2

小動物外科学実習 3④ 1.5 2 2 3 5 2 兼1 小動物外科学実習 3④ 1.5 2 2 3 5 2 兼1

3④ 1 2 2 5 3④ 1 2 2 5

産業動物臨床学 4① 2 1 産業動物臨床学 4① 2 1

馬臨床学 4④ 1 兼1 馬臨床学 4④ 1 兼1

獣医臨床繁殖学 4③ 2 獣医臨床繁殖学 4③ 2

産業動物臨床実習 4② 2 5 1 1 兼1 産業動物臨床実習 4② 2 5 1 1 兼1

4③ 1 2 1 2 兼2 4③ 1 2 1 2 兼2

総合獣医学演習Ⅰ 4④ 1 11 4 4 7 総合獣医学演習Ⅰ 4④ 1 11 4 4 7

総合獣医学演習Ⅱ 6③ 1 4 総合獣医学演習Ⅱ 6③ 1 4

獣医療面接実習 4② 0.5 4 1 1 5 獣医療面接実習 4② 0.5 4 1 1 5

5① 6 8 4 5 10 3 兼1 5① 6 8 4 5 10 3 兼1

- 47 2 0 14 4 6 12 3 兼5 - 47 2 0 14 4 6 12 3 兼5

分子細胞腫瘍学 5③ 1 3 2 分子細胞腫瘍学 5③ 1 3 2

発生工学 5③ 1 1 1 発生工学 5③ 1 1 1

獣医病態モデル学 5③ 1 1 1 1 兼1 獣医病態モデル学 5③ 1 1 1 1 兼1

創薬科学 5④ 1 1 創薬科学 5④ 1 1

5③ 1 1 5③ 1 1

比較動物機能科学 5④ 1 2 1 1 比較動物機能科学 5④ 1 2 1 1

修復・再生医療科学 6① 1 1 3 1 1 修復・再生医療科学 6① 1 1 3 1 1

6② 2 1 6② 2 1

5③ 1 2 4 1 5③ 1 2 4 1

- 0 10 0 10 5 3 3 0 兼1 - 0 10 0 10 5 3 3 0 兼1

小計（9科目）

畜
水
産
系
科
目

畜
水
産
系
科
目

小計（7科目） 小計（7科目）

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

トランスレーショナ
ル・リサーチ

トランスレーショナ
ル・リサーチ

国際ライフサイエンス
産業政策論

国際ライフサイエンス
産業政策論

臨
床
系
科
目

臨
床
系
科
目

獣医呼吸・循環器病学 獣医呼吸・循環器病学

獣医泌尿生殖器病学 獣医泌尿生殖器病学

ライフサイエンス特別
実習

ライフサイエンス特別
実習

小計（9科目） 小計（9科目）

小計（33科目） 小計（33科目）

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

獣医血液・免疫病学 獣医血液・免疫病学

獣医軟部組織外科学 獣医軟部組織外科学

専
門
教
育
科
目

公
衆
衛
生
系
科
目

専
門
教
育
科
目

兼
任
・
兼
担

公
衆
衛
生
系
科
目小計（9科目）
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国際獣医事概論 5③ 1 1 国際獣医事概論 5③ 1 1

国際動物関連法規 5③ 1 2 国際動物関連法規 5③ 1 2

レギュラトリー科学 5③ 1 2 1 レギュラトリー科学 5③ 1 2 1

国際動物疾病学 5④ 1 2 1 国際動物疾病学 5④ 1 2 1

国際野生動物管理学 6② 1 1 6② 1 1

5③ 1 0 兼1 5③ 1 兼1

5④ 1 1 1 5④ 1 1 1

セキュリティー学 5④ 1 1 セキュリティー学 5④ 1 1

5④ 1 1 5④ 1 1

6① 1 1 6① 1 1

国際獣医法医学 6① 1 2 1 国際獣医法医学 6① 1 2 1

動物危機管理学 6② 2 1 動物危機管理学 6② 2 1

国際生物資源学 6② 1 4 1 兼2 国際生物資源学 6② 1 4 1 兼2

5② 1 3 3 1 兼1 5② 1 3 3 1 兼1

5③ 1 4 1 5③ 1 4 1

小計（15科目） - 0 16 0 11 4 0 2 0 兼4 - 0 16 0 11 4 0 2 0 兼4

分子疫学 5③ 1 2 2 分子疫学 5③ 1 2 2

獣医臨床疫学演習 6② 1 1 1 獣医臨床疫学演習 6② 1 1 1

5③ 1 2 1 5③ 1 2 1

抗菌薬バイオロジー 5③ 1 1 5③ 1 1

国際展示動物疾病学 5④ 1 3 5④ 1 3

5④ 1 2 2 5④ 1 2 2

免疫関連疾病学 5④ 1 1 免疫関連疾病学 5④ 1 1

5③ 1 2 1 2 兼1 5③ 1 2 1 2 兼1

小計（10科目） - 0 10 0 11 4 3 4 0 兼2 - 0 10 0 11 4 3 4 0 兼2

5② 2 3 兼0 5② 2 3

小計（1科目） - 2 0 0 3 0 0 0 0 兼0 - 2 0 0 3 0 0 0 0 兼0

卒業論文Ⅰ
5③～
④ 2 29 12 4 兼0 卒業論文Ⅰ

5③～
④ 2 29 12 4

卒業論文Ⅱ
6①～
② 2 29 12 4 兼0 卒業論文Ⅱ

6①～
② 2 29 12 4

卒業論文Ⅲ
6③～
④ 2 29 12 4 兼0 卒業論文Ⅲ

6③～
④ 2 29 12 4

小計（3科目） - 6 0 0 29 12 4 0 0 兼0 - 2 0 0 29 12 4 0 0 兼0

総合英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7 総合英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7

総合英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7 総合英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7

総合英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼7 総合英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼7

総合英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼7 総合英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼7

総合英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼7 総合英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼7

総合英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼7 総合英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼7

総合英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼7 総合英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼7

総合英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼7 総合英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼7

発信英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼6 発信英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7

発信英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼6 発信英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7

発信英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼6 発信英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼7

発信英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼6 発信英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼7

発信英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼6 発信英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼2

発信英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼6 発信英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼2

発信英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼6 発信英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼2

発信英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼6 発信英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼2

専門英語ⅠＡ 3① 0.5 1 1 1 専門英語ⅠＡ 3① 0.5 1 1 1

専門英語ⅠＢ 3② 0.5 1 2 専門英語ⅠＢ 3② 0.5 1 2

専門英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 1 1 専門英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 1 1

専門英語ⅡＢ 3④ 0.5 2 1 専門英語ⅡＢ 3④ 0.5 2 1

応用英語ⅠＡ 3① 0.5 1 兼3 応用英語ⅠＡ 3① 0.5 1 兼2

応用英語ⅠＢ 3② 0.5 1 兼3 応用英語ⅠＢ 3② 0.5 1 兼2

人獣共通感染症学実習

公共獣医事情報解析実
習

公共獣医事情報解析実
習

小計（15科目）

総
合
科
目

総
合
科
目

小計（3科目）

外
国
語
教
育
科
目

外
国
語
教
育
科
目

国際野生動物管理学

産業動物疾病予防管理
学

産業動物疾病予防管理
学

産業動物疾病診断病理
学

産業動物疾病診断病理
学

グローバル食品管理科
学

グローバル食品管理科
学

専
門
教
育
科
目

ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

国
際
獣
医
事
科
目

専
門
教
育
科
目

ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

国
際
獣
医
事
科
目

医薬品・食品安全性評
価演習

臨
床
獣
医
科
目

臨
床
獣
医
科
目

エキゾチックアニマル
学

小計（10科目）

獣医キャリアスキル
アップ研修

獣医キャリアスキル
アップ研修

小計（1科目）

エキゾチックアニマル
学

抗菌薬バイオロジー

国際展示動物疾病学

トランスレーショナ
ル・ベテリナリーメ
ディシン

トランスレーショナ
ル・ベテリナリーメ
ディシン

総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習

医薬品・食品安全性評
価演習

人獣共通感染症学実習

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

応用英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 兼3 応用英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 兼2

応用英語ⅡＢ 3④ 0.5 1 兼3 応用英語ⅡＢ 3④ 0.5 1 兼2

1①
～②

1 1 1
1①
～②

1 1 1

1①
～②

1 1 1
1①
～②

1 1 1

中国語ⅠＡ 1① 0.5 兼3 中国語ⅠＡ 1① 0.5 兼3

中国語ⅠＢ 1② 0.5 兼3 中国語ⅠＢ 1② 0.5 兼3

中国語ⅡＡ 1③ 0.5 兼3 中国語ⅡＡ 1③ 0.5 兼3

中国語ⅡＢ 1④ 0.5 兼3 中国語ⅡＢ 1④ 0.5 兼3

ハングルⅠＡ 1① 0.5 兼2 ハングルⅠＡ 1① 0.5 兼2

ハングルⅠＢ 1② 0.5 兼2 ハングルⅠＢ 1② 0.5 兼2

ハングルⅡＡ 1③ 0.5 兼2 ハングルⅡＡ 1③ 0.5 兼2

ハングルⅡＢ 1④ 0.5 兼2 ハングルⅡＢ 1④ 0.5 兼2

海外語学研修Ａ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

1 1 海外語学研修Ａ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

1 1

海外語学研修Ｂ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1 海外語学研修Ｂ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

海外語学研修Ｃ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1 海外語学研修Ｃ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

海外語学研修Ｄ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

3 1 海外語学研修Ｄ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

3 1

日本語 1①～② 4 兼1

日本語理解 1③～④ 2 兼1 日本語理解 1③～④ 2 兼1

日本語表現 1③～④ 2 兼1 日本語表現 1③～④ 2 兼1

1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

- 6 28 0 4 2 2 4 0 兼18 - 6 32 0 4 2 2 4 0 兼18

1① 1 1 兼0 1① 1 1

- 1 0 0 1 0 0 0 0 兼0 - 0 0 1 0 0 0 0 兼0

心理学Ａ 1①・③ 1 兼1 心理学Ａ 1①・③ 1 兼1

心理学Ｂ 1②・④ 1 兼1 心理学Ｂ 1②・④ 1 兼1

文学Ａ 1①・③ 1 兼1 文学Ａ 1①・③ 1 兼1

文学Ｂ 1②・④ 1 兼1 文学Ｂ 1②・④ 1 兼1

日本史Ａ 1①・③ 1 兼1 日本史Ａ 1①・③ 1 兼1

日本史Ｂ 1②・④ 1 兼1 日本史Ｂ 1②・④ 1 兼1

外国史Ａ 1①・③ 1 兼1 外国史Ａ 1①・③ 1 兼1

外国史Ｂ 1②・④ 1 兼1 外国史Ｂ 1②・④ 1 兼1

政治学Ａ 1①・③ 1 兼1 政治学Ａ 1①・③ 1 兼1

政治学Ｂ 1②・④ 1 兼1 政治学Ｂ 1②・④ 1 兼1

国際関係論Ａ 1①・③ 1 兼1 国際関係論Ａ 1①・③ 1 兼1

国際関係論Ｂ 1②・④ 1 兼1 国際関係論Ｂ 1②・④ 1 兼1

海外文化研修
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1 海外文化研修
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

経済学Ａ 1①・③ 1 兼1 経済学Ａ 1①・③ 1 兼1

経済学Ｂ 1②・④ 1 兼1 経済学Ｂ 1②・④ 1 兼1

日本国憲法 1①～② 2 兼1 日本国憲法 1①～② 2 兼1

法学Ａ 1①・③ 1 兼1 法学Ａ 1①・③ 1 兼1

法学Ｂ 1②・④ 1 兼1 法学Ｂ 1②・④ 1 兼1

社会と人間Ａ 1①・③ 1 兼1 社会と人間Ａ 1①・③ 1 兼1

社会と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1 社会と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1

健康の科学 1③～④ 2 兼1 健康の科学 1③～④ 2 兼1

生涯スポーツ 1①～② 1 兼1 生涯スポーツ 1①～② 1 兼1

1①～② 2 兼5 1①～② 2 兼5

1③～④ 1 兼7 1③～④ 1 兼7

1①・③ 1 兼1 1①・③ 1 兼1

- 0 29 0 1 0 0 0 0 兼19 - 0 29 0 1 0 0 0 0 兼19

スポーツとフィールド科学
（スキー）

スポーツとフィールド科学
（テニス）

スポーツとフィールド科学
（テニス）

小計（25科目） 小計（25科目）

教
養
教
育
科
目

初年次教育科目

フレッシュマンセミナー

教
養
教
育
科
目

初年次教育科目

フレッシュマンセミナー

小計（1科目） 小計

人
間
・
社
会
科
学
教
育
科
目

ＴＯＥＩＣセミナーⅠ ＴＯＥＩＣセミナーⅠ

人
間
・
社
会
科
学
教
育
科
目

スポーツとフィールド科学
（エコツーリズムのための野
外スポーツ）

スポーツとフィールド科学
（エコツーリズムのための野
外スポーツ）

スポーツとフィールド科学
（スキー）

兼
任
・
兼
担

外
国
語
教
育
科
目

外
国
語
教
育
科
目

実用英語（アカデミッ
クライティング）

実用英語（アカデミッ
クライティング）

実用英語（プレゼン
テーション）

実用英語（プレゼン
テーション）

ＴＯＥＩＣセミナーⅡ ＴＯＥＩＣセミナーⅡ

小計（42科目）

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

小計（43科目）
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1①・③ 1 兼1 1①・③ 1 兼1

1②・④ 1 兼1 1②・④ 1 兼1

1①・③ 1 兼1 1①・③ 1 兼1

1②・④ 1 兼1 1②・④ 1 兼1

教養演習Ａ 1①・③ 1 兼1 教養演習Ａ 1①・③ 1 兼1

教養演習Ｂ 1②・④ 1 兼1 教養演習Ｂ 1②・④ 1 兼1

企業と人間Ａ 1①・③ 1 兼1 企業と人間Ａ 1①・③ 1 兼1

企業と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1 企業と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1

1①・③ 1 兼3 1①・③ 1 兼3

1②・④ 1 兼3 1②・④ 1 兼3

学びの基礎論Ａ 1①・③ 1 兼1 学びの基礎論Ａ 1①・③ 1 兼1

学びの基礎論Ｂ 1②・④ 1 兼1 学びの基礎論Ｂ 1②・④ 1 兼1

企業情報特論Ａ 2① 1 兼1 企業情報特論Ａ 2① 1 兼1

企業情報特論Ｂ 2② 1 兼1 企業情報特論Ｂ 2② 1 兼1

2①･②･
③･④ 1 兼3

2①･②･
③･④ 1 兼3

2①･②･
③･④ 1 兼3

2①･②･
③･④ 1 兼3

2①･②･
③･④ 2 兼3

2①･②･
③･④ 2 兼3

2①･②･

③･④ 3 兼3
2①･②･

③･④ 3 兼3

文章表現法応用編Ａ 2①・③ 1 兼1 文章表現法応用編Ａ 2①・③ 1 兼1

文章表現法応用編Ｂ 2②・④ 1 兼1 文章表現法応用編Ｂ 2②・④ 1 兼1

2①・③ 1 兼1 2①・③ 1 兼1

2②・④ 1 兼1 2②・④ 1 兼1

- 0 25 0 0 0 0 0 0 兼5 - 0 25 0 0 0 0 0 0 兼5

現代人の科学Ａ
1②･
④

1 1 現代人の科学Ａ
1②･
④

1 1

現代人の科学Ｂ
1①･
②

1 兼1 現代人の科学Ｂ
1①･
②

1 兼1

現代人の科学Ｃ
1①･
③

1 1 現代人の科学Ｃ
1①･
③

1 1

現代人の科学Ｄ
1①･
③

1 兼1 現代人の科学Ｄ
1①･
③

1 兼1

- 0 2 0 0 0 0 兼2 - 0 4 0 2 0 0 0 0 兼2

- 139 132 0 30 13 9 22 3 兼54 - 139 136 0 30 13 9 22 3 兼54

【卒業要件】
専門教育科目、外国語教育科目、教養教育科目より合計１８２単位以上修得し、必修
単位はすべて修得すること。専門教育科目より１４５単位以上、外国語教育科目１０
単位以上、教養教育科目１９単位以上（内キャリア教育科目４単位以上、科学技術教
育科目２単位以上）を修得すること。
（履修科目の登録の上限：４９単位（年間））

【卒業要件】
専門教育科目、外国語教育科目、教養教育科目より合計１８２単位以上修得し、必修
単位はすべて修得すること。専門教育科目より１４５単位以上、外国語教育科目１０
単位以上、教養教育科目１９単位以上（内キャリア教育科目４単位以上、科学技術教
育科目２単位以上）を修得すること。
（履修科目の登録の上限：４９単位（年間））

プレゼンテーション応
用編Ａ

プレゼンテーション応
用編Ａ

プレゼンテーション応
用編Ｂ

プレゼンテーション応
用編Ｂ

インターンシップＣ インターンシップＣ

【アドバンスト科目の履修条件】
ライフサイエンス分野の学生は、ライフサイエンス科目の10単位を必修とし、残り３単
位は他分野から選択する。公共獣医事分野の学生は、国際獣医事科目から「人獣共
通感染症学実習」を含む９単位を選択必修とし、残り４単位に関しては、同分野ある
いは他分野から選択する。医獣連携獣医分野の学生は、臨床獣医科目から９単位を
選択必修とし、ライフサイエンス科目から「トランスレーショナル・リサーチ」「分子細胞
腫瘍学」「創薬科学」の合計３単位を必修とする。残り１単位に関しては分野を問わず
選択する。

【アドバンスト科目の履修条件】
ライフサイエンス分野の学生は、ライフサイエンス科目の10単位を必修とし、残り３単
位は他分野から選択する。公共獣医事分野の学生は、国際獣医事科目から「人獣共
通感染症学実習」を含む９単位を選択必修とし、残り４単位に関しては、同分野ある
いは他分野から選択する。医獣連携獣医分野の学生は、臨床獣医科目から９単位を
選択必修とし、ライフサイエンス科目から「トランスレーショナル・リサーチ」「分子細胞
腫瘍学」「創薬科学」の合計３単位を必修とする。残り１単位に関しては分野を問わず
選択する。

【外国語教育科目における選択必修科目の履修条件】
１)「発信英語ⅢＡ」、「発信英語ⅢＢ」、「発信英語ⅣＡ」、「発信英語ⅣＢ」、「実用英語
（アカデミックライティング）」、「実用英語（プレゼンテーション）」、「中国語ⅠＡ」、「中
国語ⅠＢ」、「中国語ⅡＡ」、「中国語ⅡＢ」、「ハングルⅠＡ」、「ハングルⅠＢ」、「ハン
グルⅡＡ」、「ハングルⅡＢ」の中から２単位を選択必修科目として修得すること。
２)「専門英語ⅠＡ」「専門英語ⅠＢ」または「応用英語ⅠＡ」「応用英語ⅠＢ」のうちいず
れかの組み合わせ、「専門英語ⅡＡ」「専門英語ⅡＢ」または「応用英語ⅡＡ」「応用英
語ⅡＢ」のうちいずれかの組み合わせ、合わせて２単位を選択必修科目として修得す
ること。
３)外国人留学生は、母国語の科目を選択履修することはできない。
４)「日本語理解」、「日本語表現」は外国人留学生対象の科目であり、他の学生は履
修できない。

【外国語教育科目における選択必修科目の履修条件】
１)「発信英語ⅢＡ」、「発信英語ⅢＢ」、「発信英語ⅣＡ」、「発信英語ⅣＢ」、「実用英語
（アカデミックライティング）」、「実用英語（プレゼンテーション）」、「中国語ⅠＡ」、「中
国語ⅠＢ」、「中国語ⅡＡ」、「中国語ⅡＢ」、「ハングルⅠＡ」、「ハングルⅠＢ」、「ハン
グルⅡＡ」、「ハングルⅡＢ」の中から２単位を選択必修科目として修得すること。
２)「専門英語ⅠＡ」「専門英語ⅠＢ」または「応用英語ⅠＡ」「応用英語ⅠＢ」のうちいず
れかの組み合わせ、「専門英語ⅡＡ」「専門英語ⅡＢ」または「応用英語ⅡＡ」「応用英
語ⅡＢ」のうちいずれかの組み合わせ、合わせて２単位を選択必修科目として修得す
ること。
３)外国人留学生は、母国語の科目を選択履修することはできない。
４)「日本語」、「日本語理解」、「日本語表現」は外国人留学生対象の科目であり、他
の学生は履修できない。

【教養教育科目における選択必修科目の履修条件】
１）キャリア教育科目から４単位を卒業までに修得しなければならない。
２）科学技術教育科目から２単位を卒業までに修得しなければならない。

【教養教育科目における選択必修科目の履修条件】
１）キャリア教育科目から４単位を卒業までに修得しなければならない。
２）科学技術教育科目から２単位を卒業までに修得しなければならない。

合計（224科目） 合計（225科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

教
養
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

文章表現法基礎編Ａ

教
養
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

文章表現法基礎編Ａ

文章表現法基礎編Ｂ 文章表現法基礎編Ｂ

プレゼンテーション基
礎編Ａ

プレゼンテーション基
礎編Ａ

小計（22科目） 小計（22科目）

教
養
教
育
科
目

科
学
技
術
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

科
学
技
術
教
育
科
目

小計（4科目） 小計（4科目）

インターンシップ概論 インターンシップ概論

インターンシップＡ インターンシップＡ

インターンシップＢ インターンシップＢ

プレゼンテーション基
礎編Ｂ

プレゼンテーション基
礎編Ｂ

キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ

キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

17



【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1① 1 12 3 2 兼3 1① 1 11 2 2 兼3

生命倫理学 1② 1 1 生命倫理学 1② 1 1

人間・動物関係学 1③ 2 1 人間・動物関係学 1③ 2 1

獣医事法規 3② 1 1 獣医事法規 3② 1 1

- 3 2 0 13 3 2 0 0 兼3 - 3 2 0 12 2 2 0 0 兼3

生命科学 1① 1 1 生命科学 1① 1 1

獣医分子生物学 1① 1 1 獣医分子生物学 1① 1 1

生命科学実習 1① 1 5 2 2 7 生命科学実習 1① 1 5 2 4 4

化学 1① 1 1 化学 1① 1 1

生物物理学 1③ 1 1 生物物理学 1③ 1 1

放射線生物学 3② 1 1 放射線生物学 3② 1 1

情報リテラシー 2① 2 1 情報リテラシー 2① 2 1

生物統計 2③ 1 1 生物統計 2③ 1 1

動物福祉論 1① 1 兼1 動物福祉論 1① 1 兼1

科学倫理学 4① 1 兼1 科学倫理学 4① 1 兼1

- 10 1 0 9 3 2 7 0 兼2 - 10 1 0 9 3 4 4 0 兼2

獣医生化学 1② 2 1 獣医生化学 1② 2 1

獣医生化学実習 1② 1 1 2 1 2 獣医生化学実習 1② 1 1 2 1 2

獣医生理学 1③ 2 1 獣医生理学 1③ 2 1

獣医生理学実習 1④ 1 2 1 1 3 獣医生理学実習 1④ 1 2 1 2 2

獣医形態機能学Ⅰ 1② 1 1 獣医形態機能学Ⅰ 1② 1 1

獣医形態機能学Ⅱ 1③ 2 1 獣医形態機能学Ⅱ 1③ 2 1

獣医解剖学実習 2④ 2 2 1 2 兼1 獣医解剖学実習 2④ 2 2 1 1

獣医組織学実習 1③ 1 1 1 1 1 獣医組織学実習 1③ 1 1 1 1

獣医薬理学総論 2① 1 1 獣医薬理学総論 2① 1 1

獣医薬理学各論 2② 2 1 獣医薬理学各論 2② 2 1

獣医薬理学実習 2② 1 3 1 1 2 獣医薬理学実習 2② 1 3 1 2 1

- 16 0 0 7 4 3 7 0 兼1 - 16 0 0 7 4 5 4 0 兼0

獣医微生物学 2① 2 1 1 1 獣医微生物学 2① 2 1 1 1

獣医微生物学実習 2① 2 5 4 1 兼1 獣医微生物学実習 2① 2 4 4 1 兼1

獣医毒性学 2④ 2 1 獣医毒性学 2④ 2 1

獣医毒性学実習 2④ 1 3 1 1 2 獣医毒性学実習 2④ 1 3 1 2 1

動物実験学 2② 2 1 1 動物実験学 2② 2 1 1

2② 1 1 1 1 4 2② 1 1 1 1 4

獣医病理学総論 2① 1 1 獣医病理学総論 2① 1 1

獣医病理学各論 3③ 2 1 獣医病理学各論 3③ 2 1

3② 1 1 1 1 3② 1 1 1 1

獣医病理学実習 3③ 1 2 1 2 獣医病理学実習 3③ 1 1 1 2

獣医免疫学 2③ 2 1 獣医免疫学 2③ 2 1

獣医免疫学実習 2③ 1 3 1 3 獣医免疫学実習 2③ 1 3 1 1 2

臨床検査学入門 3① 1 1 臨床検査学入門 3① 1 1

動物行動学 3① 2 1 動物行動学 3① 2 1

野生動物学 3② 2 1 野生動物学 3② 2 兼1

動物感染症学 3② 2 2 動物感染症学 3② 2 1

魚病学 3② 2 1 魚病学 3② 2 1

魚病学実習 3② 1 2 2 魚病学実習 3② 1 1 2

- 28 0 0 15 6 2 9 0 兼1 - 28 0 0 13 6 3 8 0 兼2

基
礎
獣
医
系
科
目

基
礎
獣
医
系
科
目

小計（11科目） 小計（11科目）

応
用
生
物
系
科
目

応
用
生
物
系
科
目

獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習

獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習

動物関連キャリア概論

小計（4科目） 小計（4科目）

基
礎
科
目

基
礎
科
目

小計（10科目） 小計（10科目）

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
導
入
科
目

動物関連キャリア概論

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
導
入
科
目

小計（18科目） 小計（18科目）

【令和２年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

医動物学 2② 2 1 医動物学 2② 2 1

医動物学実習 2③ 1 2 2 医動物学実習 2③ 1 2 2

人獣共通感染症学 2③ 2 1 人獣共通感染症学 2③ 2 1

2④ 2 1 2④ 2 1

2④ 1 4 4 1 2④ 1 4 4 1

食品衛生学 3① 2 1 食品衛生学 3① 2 1

食品衛生学実習 3① 1 5 3 兼1 食品衛生学実習 3① 1 5 3 兼1

環境衛生学 3① 2 1 環境衛生学 3① 2 1

獣医疫学 3① 2 1 獣医疫学 3① 2 1

- 15 0 0 7 5 0 3 0 兼1 - 15 0 0 7 5 0 3 0 兼1

生産農学概論 1③ 1 兼1 生産農学概論 1③ 1 兼1

水産増養殖学 1④ 2 1 水産増養殖学 1④ 2 兼1

遺伝育種学 2③ 2 1 遺伝育種学 2③ 2 1

家禽疾病学 2④ 1 1 家禽疾病学 2④ 1 1

動物衛生学 3② 1 1 兼2 動物衛生学 3② 1 1

動物衛生学実習 3② 1 4 3 1 2 兼2 動物衛生学実習 3② 1 4 3 2 1 兼1

飼料作物学 4① 2 兼1 飼料作物学 4① 2 兼2

- 5 5 0 5 3 1 2 0 兼4 - 5 5 0 4 3 2 1 0 兼5

栄養学 1④ 2 兼1 栄養学 1④ 2 兼1

獣医臨床薬理学 4② 1 4 1 2 獣医臨床薬理学 4② 1 4 2

獣医臨床栄養学 4② 1 1 獣医臨床栄養学 4② 1 1

獣医内科学総論 3③ 1 2 獣医内科学総論 3③ 1 2

獣医臨床病理学 4④ 1 1 獣医臨床病理学 4④ 1 1

3④ 2 2 2 3④ 2 2 1 1

獣医消化器病学 4① 2 1 獣医消化器病学 4① 2 1

4② 2 1 4② 2 1

獣医内分泌代謝学 4③ 2 1 獣医内分泌代謝学 4③ 2 1

獣医神経病学 4② 1 1 獣医神経病学 4② 1 1

4① 1 1 4① 1 1

獣医皮膚病学 4④ 1 1 獣医皮膚病学 4④ 1 1

獣医眼科学 4④ 1 1 獣医眼科学 4④ 1 1

動物行動治療学 4③ 1 1 動物行動治療学 4③ 1 1

小動物内科学実習 3③ 1 7 3 4 8 2 小動物内科学実習 3③ 1 7 3 6 6 2

獣医外科学総論 3③ 1 1 獣医外科学総論 3③ 1 1

獣医手術学総論 3③ 1 1 獣医手術学総論 3③ 1 1

獣医麻酔科学 3③ 1 1 獣医麻酔科学 3③ 1 1

3④ 2 1 3④ 2 1

獣医運動器病学 4② 2 1 獣医運動器病学 4② 2 1

獣医臨床腫瘍学 4④ 1 1 獣医臨床腫瘍学 4④ 1 1

獣医画像診断学 3③ 2 1 1 2 獣医画像診断学 3③ 2 1 1 1 1

小動物外科学実習 3④ 1.5 2 2 3 5 2 兼1 小動物外科学実習 3④ 1.5 2 2 4 4 2 兼1

3④ 1 2 2 5 3④ 1 2 4 3

産業動物臨床学 4① 2 1 産業動物臨床学 4① 2 兼1

馬臨床学 4④ 1 兼1 馬臨床学 4④ 1 兼1

獣医臨床繁殖学 4③ 2 1 獣医臨床繁殖学 4③ 2 1

産業動物臨床実習 4② 2 5 1 1 兼1 産業動物臨床実習 4② 2 5 1 兼1

4③ 1 2 1 2 兼2 4③ 1 2 2 1 兼2

総合獣医学演習Ⅰ 4④ 1 11 4 4 7 総合獣医学演習Ⅰ 4④ 1 11 3 6 5

総合獣医学演習Ⅱ 6③ 1 4 総合獣医学演習Ⅱ 6③ 1 4

獣医療面接実習 4② 0.5 4 1 1 5 獣医療面接実習 4② 0.5 4 1 3 3

5① 6 8 4 5 10 3 兼1 5① 6 8 3 7 8 3 兼1

- 47 2 0 14 4 6 11 3 兼4 - 47 2 0 14 3 9 9 3 兼4

獣医血液・免疫病学 獣医血液・免疫病学

獣医軟部組織外科学 獣医軟部組織外科学

小計（9科目） 小計（9科目）

畜
水
産
系
科
目

畜
水
産
系
科
目

小計（7科目） 小計（7科目）

小計（33科目） 小計（33科目）

獣医公衆衛生学実習

専
門
教
育
科
目

公
衆
衛
生
系
科
目

専
門
教
育
科
目

公
衆
衛
生
系
科
目

獣医公衆衛生学総論 獣医公衆衛生学総論

獣医公衆衛生学実習

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

臨
床
系
科
目

臨
床
系
科
目

獣医呼吸・循環器病学 獣医呼吸・循環器病学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

獣医泌尿生殖器病学 獣医泌尿生殖器病学
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修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

分子細胞腫瘍学 5③ 1 3 2 分子細胞腫瘍学 5③ 1 3 2

発生工学 5③ 1 1 1 発生工学 5③ 1 1

獣医病態モデル学 5③ 1 1 1 1 兼1 獣医病態モデル学 5③ 1 1 1 1 兼1

創薬科学 5④ 1 1 創薬科学 5④ 1 1

5③ 1 1 5③ 1 1

比較動物機能科学 5④ 1 2 1 1 比較動物機能科学 5④ 1 2 1 1

修復・再生医療科学 6① 1 1 3 1 1 修復・再生医療科学 6① 1 1 3 1 1

6② 2 1 6② 2 1

5③ 1 3 4 1 5③ 1 3 4 1

- 0 10 0 11 5 3 3 0 兼1 - 0 10 0 11 5 3 2 0 兼1

国際獣医事概論 5③ 1 1 国際獣医事概論 5③ 1 1

国際動物関連法規 5③ 1 2 国際動物関連法規 5③ 1 2

レギュラトリー科学 5③ 1 2 1 レギュラトリー科学 5③ 1 2 1

国際動物疾病学 5④ 1 2 1 国際動物疾病学 5④ 1 2 1

6② 1 1 6② 1

5③ 1 兼1 5③ 1 兼1

5④ 1 1 1 5④ 1 1 1

セキュリティー学 5④ 1 1 セキュリティー学 5④ 1 1

5④ 1 1 5④ 1 1

6① 1 1 6① 1 1

国際獣医法医学 6① 1 2 1 国際獣医法医学 6① 1 1 1

動物危機管理学 6② 2 1 動物危機管理学 6② 2 1

国際生物資源学 6② 1 4 1 兼2 国際生物資源学 6② 1 3 1 兼2

5② 1 3 3 1 兼1 5② 1 3 3 1 兼1

5③ 1 4 1 5③ 1 4 1

- 0 16 0 11 4 0 2 0 兼4 - 0 16 0 10 4 0 2 0 兼4

分子疫学 5③ 1 0 2 2 分子疫学 5③ 1 2 2

獣医臨床疫学演習 6② 1 2 1 獣医臨床疫学演習 6② 1 2 1

5③ 1 2 1 5③ 1 1 1

5③ 1 1 5③ 1 1

5④ 1 3 5④ 1 1

5④ 1 2 2 5④ 1 2 2

免疫関連疾病学 5④ 1 1 免疫関連疾病学 5④ 1 1

獣医高度臨床学 6① 1 3 1 2 1 兼1 獣医高度臨床学 6① 1 3 1 2 1 兼1

チーム獣医療学 6① 1 1 1 兼1 チーム獣医療学 6① 1 1 1 兼1

5③ 1 2 1 2 兼2 5③ 1 2 1 2 兼2

- 0 10 0 12 4 3 3 0 兼3 - 0 10 0 10 4 3 4 0 兼3

5② 2 3 5② 2 3

- 2 0 0 3 0 0 0 0 兼0 - 2 0 0 3 0 0 0 0 兼0

卒業論文Ⅰ
5③～
④ 2 30 13 4 卒業論文Ⅰ

5③～
④ 2 28 12 8

卒業論文Ⅱ
6①～
② 2 30 13 4 卒業論文Ⅱ

6①～
② 2 28 12 8

卒業論文Ⅲ
6③～
④ 2 30 13 4 卒業論文Ⅲ

6③～
④ 2 28 12 8

- 2 0 0 30 13 4 0 0 兼0 - 2 0 0 28 12 8 0 0 兼0

総
合
科
目

総
合
科
目

小計（3科目） 小計（3科目）

小計（10科目） 小計（10科目）

獣医キャリアスキル
アップ研修

獣医キャリアスキル
アップ研修

小計（1科目） 小計（1科目）

国際展示動物疾病学 国際展示動物疾病学

トランスレーショナ
ル・ベテリナリーメ
ディシン

トランスレーショナ
ル・ベテリナリーメ
ディシン

総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習

公共獣医事情報解析実
習

公共獣医事情報解析実
習

小計（15科目） 小計（15科目）

臨
床
獣
医
科
目

臨
床
獣
医
科
目

エキゾチックアニマル
学

エキゾチックアニマル
学

抗菌薬バイオロジー 抗菌薬バイオロジー

医薬品・食品安全性評
価演習

医薬品・食品安全性評
価演習

人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習

小計（9科目） 小計（9科目）

国
際
獣
医
事
科
目

国
際
獣
医
事
科
目

国際野生動物管理学 国際野生動物管理学

産業動物疾病予防管理
学

産業動物疾病予防管理
学

産業動物疾病診断病理
学

産業動物疾病診断病理
学

トランスレーショナ
ル・リサーチ

トランスレーショナ
ル・リサーチ

国際ライフサイエンス
産業政策論

国際ライフサイエンス
産業政策論

ライフサイエンス特別
実習

ライフサイエンス特別
実習

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

専
門
教
育
科
目

ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

グローバル食品管理科
学

グローバル食品管理科
学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

総合英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7 総合英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7

総合英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7 総合英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7

総合英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼7 総合英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼7

総合英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼7 総合英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼7

総合英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼7 総合英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼7

総合英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼7 総合英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼7

総合英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼7 総合英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼7

総合英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼7 総合英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼7

発信英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7 発信英語ⅠＡ 1① 0.5 1 兼7

発信英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7 発信英語ⅠＢ 1② 0.5 1 兼7

発信英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼7 発信英語ⅡＡ 1③ 0.5 1 兼7

発信英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼7 発信英語ⅡＢ 1④ 0.5 1 兼7

発信英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼2 発信英語ⅢＡ 2① 0.5 1 兼2

発信英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼2 発信英語ⅢＢ 2② 0.5 1 兼2

発信英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼2 発信英語ⅣＡ 2③ 0.5 1 兼2

発信英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼2 発信英語ⅣＢ 2④ 0.5 1 兼2

専門英語ⅠＡ 3① 0.5 1 1 1 専門英語ⅠＡ 3① 0.5 1 1 1

専門英語ⅠＢ 3② 0.5 1 1 1 兼1 専門英語ⅠＢ 3② 0.5 1 1 1

専門英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 1 1 専門英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 1 1

専門英語ⅡＢ 3④ 0.5 2 1 専門英語ⅡＢ 3④ 0.5 2 1

応用英語ⅠＡ 3① 0.5 1 1 兼2 応用英語ⅠＡ 3① 0.5 1 1 兼2

応用英語ⅠＢ 3② 0.5 1 1 兼2 応用英語ⅠＢ 3② 0.5 1 1 兼2

応用英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 1 兼2 応用英語ⅡＡ 3③ 0.5 1 1 兼2

応用英語ⅡＢ 3④ 0.5 1 1 兼2 応用英語ⅡＢ 3④ 0.5 1 1 兼2

1①
～②

1 1 1 兼2
1①
～②

1 1 1 兼2

1①
～②

1 1 1
1①
～②

1 1 1 兼1

中国語ⅠＡ 1① 0.5 兼3 中国語ⅠＡ 1① 0.5 兼3

中国語ⅠＢ 1② 0.5 兼3 中国語ⅠＢ 1② 0.5 兼3

中国語ⅡＡ 1③ 0.5 兼3 中国語ⅡＡ 1③ 0.5 兼3

中国語ⅡＢ 1④ 0.5 兼3 中国語ⅡＢ 1④ 0.5 兼3

ハングルⅠＡ 1① 0.5 兼2 ハングルⅠＡ 1① 0.5 兼2

ハングルⅠＢ 1② 0.5 兼2 ハングルⅠＢ 1② 0.5 兼2

ハングルⅡＡ 1③ 0.5 兼2 ハングルⅡＡ 1③ 0.5 兼2

ハングルⅡＢ 1④ 0.5 兼2 ハングルⅡＢ 1④ 0.5 兼2

海外語学研修Ａ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

1 1 海外語学研修Ａ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

1 1

海外語学研修Ｂ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1 海外語学研修Ｂ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

海外語学研修Ｃ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1 海外語学研修Ｃ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

海外語学研修Ｄ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

3 1 海外語学研修Ｄ
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

3 1

日本語 1①～② 4 兼1 日本語 1①～② 4 兼1

日本語理解 1③～④ 2 兼1 日本語理解 1③～④ 2 兼1

日本語表現 1③～④ 2 兼1 日本語表現 1③～④ 2 兼1
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

- 6 32 0 4 2 2 3 0 兼20 - 6 32 0 4 2 4 2 0 兼19

ＴＯＥＩＣセミナーⅠ ＴＯＥＩＣセミナーⅠ

兼
任
・
兼
担

外
国
語
教
育
科
目

外
国
語
教
育
科
目実用英語（アカデミッ

クライティング）
実用英語（アカデミッ
クライティング）

実用英語（プレゼン
テーション）

実用英語（プレゼン
テーション）

ＴＯＥＩＣセミナーⅡ ＴＯＥＩＣセミナーⅡ

小計（43科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

小計（43科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1① 1 1 1① 1 1

- 0 0 1 0 0 0 0 兼0 - 0 0 1 0 0 0 0 兼0

心理学Ａ 1①・③ 1 兼1 心理学Ａ 1①・③ 1 兼1

心理学Ｂ 1②・④ 1 兼1 心理学Ｂ 1②・④ 1 兼1

文学Ａ 1①・③ 1 兼1 文学Ａ 1①・③ 1 兼1

文学Ｂ 1②・④ 1 兼1 文学Ｂ 1②・④ 1 兼1

日本史Ａ 1①・③ 1 兼1 日本史Ａ 1①・③ 1 兼1

日本史Ｂ 1②・④ 1 兼1 日本史Ｂ 1②・④ 1 兼1

外国史Ａ 1①・③ 1 兼1 外国史Ａ 1①・③ 1 兼1

外国史Ｂ 1②・④ 1 兼1 外国史Ｂ 1②・④ 1 兼1

政治学Ａ 1①・③ 1 兼1 政治学Ａ 1①・③ 1 兼1

政治学Ｂ 1②・④ 1 兼1 政治学Ｂ 1②・④ 1 兼1

国際関係論Ａ 1①・③ 1 兼1 国際関係論Ａ 1①・③ 1 兼1

国際関係論Ｂ 1②・④ 1 兼1 国際関係論Ｂ 1②・④ 1 兼1

海外文化研修
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1 海外文化研修
1･2･3･4･

5･6

①・②・

③・④

2 1

経済学Ａ 1①・③ 1 兼1 経済学Ａ 1①・③ 1 兼1

経済学Ｂ 1②・④ 1 兼1 経済学Ｂ 1②・④ 1 兼1

日本国憲法 1①～② 2 兼1 日本国憲法 1①～② 2 兼1

法学Ａ 1①・③ 1 兼1 法学Ａ 1①・③ 1 兼1

法学Ｂ 1②・④ 1 兼1 法学Ｂ 1②・④ 1 兼1

社会と人間Ａ 1①・③ 1 兼1 社会と人間Ａ 1①・③ 1 兼1

社会と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1 社会と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1

健康の科学 1③～④ 2 兼1 健康の科学 1③～④ 2 兼1

生涯スポーツ 1①～② 1 兼1 生涯スポーツ 1①～② 1 兼1

1①～② 2 兼4 1①～② 2 兼5

1③～④ 1 兼5 1③～④ 1 兼8

1①・③ 1 兼1 1①・③ 1 兼1

- 0 29 0 1 0 0 0 0 兼16 - 0 29 0 1 0 0 0 0 兼19

1①・③ 1 兼1 1①・③ 1 兼1

1②・④ 1 兼1 1②・④ 1 兼1

1①・③ 1 兼1 1①・③ 1 兼1

1②・④ 1 兼1 1②・④ 1 兼1

教養演習Ａ 1①・③ 1 兼1 教養演習Ａ 1①・③ 1 兼1

教養演習Ｂ 1②・④ 1 兼1 教養演習Ｂ 1②・④ 1 兼1

企業と人間Ａ 1①・③ 1 兼1 企業と人間Ａ 1①・③ 1 兼1

企業と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1 企業と人間Ｂ 1②・④ 1 兼1

1①・③ 1 兼3 1①・③ 1 兼3

1②・④ 1 兼3 1②・④ 1 兼3

学びの基礎論Ａ 1①・③ 1 兼1 学びの基礎論Ａ 1①・③ 1 兼1

学びの基礎論Ｂ 1②・④ 1 兼1 学びの基礎論Ｂ 1②・④ 1 兼1

企業情報特論Ａ 2① 1 兼1 企業情報特論Ａ 2① 1 兼1

企業情報特論Ｂ 2② 1 兼1 企業情報特論Ｂ 2② 1 兼1

2①･②･

③･④ 1 兼3
2①･②･

③･④ 1 兼3

2①･②･
③･④ 1 兼3

2①･②･
③･④ 1 兼3

2①･②･

③･④ 2 兼3
2①･②･

③･④ 2 兼3

2①･②･

③･④ 3 兼3
2①･②･

③･④ 3 兼3

文章表現法応用編Ａ 2①・③ 1 兼1 文章表現法応用編Ａ 2①・③ 1 兼1

文章表現法応用編Ｂ 2②・④ 1 兼1 文章表現法応用編Ｂ 2②・④ 1 兼1

2①・③ 1 兼1 2①・③ 1 兼1

2②・④ 1 兼1 2②・④ 1 兼1

- 0 25 0 0 0 0 0 0 兼5 - 0 25 0 0 0 0 0 0 兼5

文章表現法基礎編Ｂ

プレゼンテーション基
礎編Ａ

プレゼンテーション基
礎編Ａ

教
養
教
育
科
目

小計（22科目） 小計（22科目）

プレゼンテーション基
礎編Ｂ

キャリア形成講座Ａ

プレゼンテーション応
用編Ａ

プレゼンテーション応
用編Ａ

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

初年次教育科目

フレッシュマンセミナー

教
養
教
育
科
目

初年次教育科目

フレッシュマンセミナー

プレゼンテーション応
用編Ｂ

プレゼンテーション応
用編Ｂ

インターンシップＣ インターンシップＣ

インターンシップ概論 インターンシップ概論

インターンシップＡ インターンシップＡ

インターンシップＢ インターンシップＢ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

プレゼンテーション基
礎編Ｂ

キャリア形成講座Ａ

キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ

小計（25科目） 小計（25科目）

キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

文章表現法基礎編Ａ

キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

文章表現法基礎編Ａ

文章表現法基礎編Ｂ

小計 小計

人
間
・
社
会
科
学
教
育
科
目

人
間
・
社
会
科
学
教
育
科
目

スポーツとフィールド科学
（エコツーリズムのための野
外スポーツ）

スポーツとフィールド科学
（エコツーリズムのための野
外スポーツ）

スポーツとフィールド科学
（スキー）

スポーツとフィールド科学
（スキー）

スポーツとフィールド科学
（テニス）

スポーツとフィールド科学
（テニス）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
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教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

現代人の科学Ａ
1②･
④

1 1 現代人の科学Ａ
1②･
④

1 兼1

現代人の科学Ｂ
1①･
②

1 兼1 現代人の科学Ｂ
1①･
②

1 兼1

現代人の科学Ｃ
1①･
③

1 1 現代人の科学Ｃ
1①･
③

1 1

現代人の科学Ｄ
1①･
③

1 兼1 現代人の科学Ｄ
1①･
③

1 兼1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

- 0 4 0 2 0 0 0 0 兼2 - 0 4 0 1 0 0 0 0 兼3

- 139 136 0 31 14 9 21 3 兼52 - 139 136 0 29 12 13 17 3 兼58

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

【アドバンスト科目の履修条件】
ライフサイエンス分野の学生は、ライフサイエンス科目の10単位を必修とし、残り３単
位は他分野から選択する。公共獣医事分野の学生は、国際獣医事科目から「人獣共
通感染症学実習」を含む９単位を選択必修とし、残り４単位に関しては、同分野ある
いは他分野から選択する。医獣連携獣医分野の学生は、臨床獣医科目から９単位を
選択必修とし、ライフサイエンス科目から「トランスレーショナル・リサーチ」「分子細胞
腫瘍学」「創薬科学」の合計３単位を必修とする。残り１単位に関しては分野を問わず
選択する。

【アドバンスト科目の履修条件】
ライフサイエンス分野の学生は、ライフサイエンス科目の10単位を必修とし、残り３単
位は他分野から選択する。公共獣医事分野の学生は、国際獣医事科目から「人獣共
通感染症学実習」を含む９単位を選択必修とし、残り４単位に関しては、同分野ある
いは他分野から選択する。医獣連携獣医分野の学生は、臨床獣医科目から９単位を
選択必修とし、ライフサイエンス科目から「トランスレーショナル・リサーチ」「分子細胞
腫瘍学」「創薬科学」の合計３単位を必修とする。残り１単位に関しては分野を問わず
選択する。

【外国語教育科目における選択必修科目の履修条件】
１)「発信英語ⅢＡ」、「発信英語ⅢＢ」、「発信英語ⅣＡ」、「発信英語ⅣＢ」、「実用英語
（アカデミックライティング）」、「実用英語（プレゼンテーション）」、「中国語ⅠＡ」、「中
国語ⅠＢ」、「中国語ⅡＡ」、「中国語ⅡＢ」、「ハングルⅠＡ」、「ハングルⅠＢ」、「ハン
グルⅡＡ」、「ハングルⅡＢ」の中から２単位を選択必修科目として修得すること。
２)「専門英語ⅠＡ」「専門英語ⅠＢ」または「応用英語ⅠＡ」「応用英語ⅠＢ」のうちいず
れかの組み合わせ、「専門英語ⅡＡ」「専門英語ⅡＢ」または「応用英語ⅡＡ」「応用英
語ⅡＢ」のうちいずれかの組み合わせ、合わせて２単位を選択必修科目として修得す
ること。
３)外国人留学生は、母国語の科目を選択履修することはできない。
４)「日本語」、「日本語理解」、「日本語表現」は外国人留学生対象の科目であり、他
の学生は履修できない。

【外国語教育科目における選択必修科目の履修条件】
１)「発信英語ⅢＡ」、「発信英語ⅢＢ」、「発信英語ⅣＡ」、「発信英語ⅣＢ」、「実用英語
（アカデミックライティング）」、「実用英語（プレゼンテーション）」、「中国語ⅠＡ」、「中
国語ⅠＢ」、「中国語ⅡＡ」、「中国語ⅡＢ」、「ハングルⅠＡ」、「ハングルⅠＢ」、「ハン
グルⅡＡ」、「ハングルⅡＢ」の中から２単位を選択必修科目として修得すること。
２)「専門英語ⅠＡ」「専門英語ⅠＢ」または「応用英語ⅠＡ」「応用英語ⅠＢ」のうちいず
れかの組み合わせ、「専門英語ⅡＡ」「専門英語ⅡＢ」または「応用英語ⅡＡ」「応用英
語ⅡＢ」のうちいずれかの組み合わせ、合わせて２単位を選択必修科目として修得す
ること。
３)外国人留学生は、母国語の科目を選択履修することはできない。
４)「日本語」、「日本語理解」、「日本語表現」は外国人留学生対象の科目であり、他
の学生は履修できない。

【教養教育科目における選択必修科目の履修条件】
１）キャリア教育科目から４単位を卒業までに修得しなければならない。
２）科学技術教育科目から２単位を卒業までに修得しなければならない。

【教養教育科目における選択必修科目の履修条件】
１）キャリア教育科目から４単位を卒業までに修得しなければならない。
２）科学技術教育科目から２単位を卒業までに修得しなければならない。

合計（225科目） 合計（225科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

【卒業要件】
専門教育科目、外国語教育科目、教養教育科目より合計１８２単位以上修得し、必修
単位はすべて修得すること。専門教育科目より１４５単位以上、外国語教育科目１０
単位以上、教養教育科目１９単位以上（内キャリア教育科目４単位以上、科学技術教
育科目２単位以上）を修得すること。
（履修科目の登録の上限：４９単位（年間））

【卒業要件】
専門教育科目、外国語教育科目、教養教育科目より合計１８２単位以上修得し、必修
単位はすべて修得すること。専門教育科目より１４５単位以上、外国語教育科目１０
単位以上、教養教育科目１９単位以上（内キャリア教育科目４単位以上、科学技術教
育科目２単位以上）を修得すること。
（履修科目の登録の上限：４９単位（年間））

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
教
育
科
目

科
学
技
術
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目

科
学
技
術
教
育
科
目

小計（4科目） 小計（4科目）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
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【平成３０年度】
・「動物関連キャリア概論」を担当する専任教員のうち、教授２名、准教授２名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審に
より教授２名、講師２名を配置することとした。専任教員等の配置は「教授12」「准教授５」「兼１」から「教授12」「准教授３」「講師２」「兼
１」となり、補充は完了した。

・「生命科学実習」を担当する専任教員のうち、准教授２名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名、講師
１名を配置することとした。専任教員等の配置は「教授４」「准教授４」「講師１」「助教７」から「教授５」「准教授２」「講師２」「助教７」と
なり、補充は完了した。
　
・「生物物理学」を担当する専任教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名を平成３０年９月１日付
けで採用、平成３０年９月から授業を担当した。これにより補充が完了、専任教員等の配置は「教授１」であり認可時の計画と変更はない。

・「情報リテラシー」を担当する専任教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により准教授１名を配置することと
した。専任教員等の配置は「教授１」から「准教授１」となり、補充は完了した。

・「生物統計」を担当する専任の准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任は現在未定(空欄）となっているが、専任准教授１名の担当科目追加
として令和元年７月ＡＣ教員審査を受審する計画である。審査の結果「可」となれば令和元年９月より授業を担当、専任教員等の配置は「准教授１」
となり補充が完了する予定である。現在のところ「准教授１」から「未定（空欄）」となる。

・「獣医生理学実習」を担当する専任の准教授２名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により専任助教１名の授業科目
として追加する。残り１名の後任は専任教員を補充する予定であるが平成30年度のみ兼任教員１名を配置した。専任教員等の配置は「教授２」「准教
授３」「講師」１」「助教１」から「教授２」「准教授１」「講師１」「助教２」「兼１」となる。

・「獣医組織学実習」を担当する専任の准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により、講師１名を配置するこ
ととした。専任教員等の配置は「教授１」「准教授２」「助教１」から「教授１」「准教授１」「講師１」「助教１」となり、補充は完了した。

・「獣医微生物学実習」を担当する専任教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により、准教授１名を配置するこ
ととした。専任教員等の配置は「教授６」「准教授２」「助教１」「兼１」から「教授５」「准教授３」「助教１」「兼１」となり、補充は完了し
た。

・「獣医病理解剖学実習」を担当する専任准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により、講師１名を配置する
こととした。専任教員等の配置は、「教授１」「准教授１」「助教１」から「教授１」「講師１」「助教１」となり、補充は完了した。

・「獣医病理学実習」を担当する専任の准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により講師１名を配置すること
とした。専任教員等の配置は「教授２」「准教授１」「助教２」から「教授２」「講師１」「助教２」となり、補充は完了した。

・「魚病学」を担当する専任の准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名を配置することとした。
専任教員等の配置は「准教授１」から「教授１」となり、補充は完了した。

・「魚病学実習」を担当する専任の准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名を配置することとし
た。専任教員等の配置は「教授１」「准教授１」「助教２」から「教授２」「助教２」となり、補充は完了した。

・「獣医公衆衛生学総論」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名を配置するこ
ととした。これにより補充は完了し、専任教員等の配置は「教授１」であり認可時の計画と変更はない。

・「獣医公衆衛生学実習」を担当する専任の教授１名、准教授２名が一身上の都合により辞退した。また、さらに助教予定者１名が平成３０年６月２
１日付で辞退した。これら４名の後任についてはＡＣ教員審査受審により教授２名、准教授２名を配置することとした。専任教員等の配置は「教授
３」「准教授４」「助教２」から「教授４」「准教授４」「助教１」となり補充は完了した。

・「食品衛生学実習」を担当する専任の教授１名、准教授２名、兼担教員（獣医保健看護学科専任准教授）１名が一身上の都合により辞退した。ま
た、教授１名が平成３０年１２月５日死去した。これにより専任教員４名及び兼担教員１名の補充が必要となり、後任についてＡＣ教員審査受審によ
り、教授２名、准教授１名、兼担教員１名を配置することとした。残り１名については授業を開講する令和２年４月までに専任教員を採用する計画で
ある。現在のところ、専任教員等の配置は「教授５」「准教授３」「兼１」から「教授５」「准教授２」「兼１」となる。

・「環境衛生学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により准教授１名を配置することとし
た。専任教員の配置は「教授１」から「准教授１」となり、補充は完了した。

・「獣医疫学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名を配置することとした。
これにより補充は完了し、専任教員等の配置は「教授１」であり認可時の計画と変更はない。

・「生産農学概論」を担当する兼担教員（獣医保健看護学科の専任准教授）１名が一身上の都合により辞退した。獣医保健看護学科においてＡＣ教員
審査により教授１名の補充が決定し、兼担教員として配置する。１年次③期より開講する科目であり、平成３０年度は当該教員が兼任教員として担当
した。令和元年９月より兼担教員として担当する。兼任・兼担の配置は「兼１」であり、認可時の計画と変更はない。

・「遺伝育種学」を担当する専任の教授１名が死去、兼担教員（獣医保健看護学科の専任教授）１名が辞退した。後任については授業を開講する令和
元年９月までに専任教員を採用する計画であるが現在未定である。専任教員等の配置は「教授１」「兼１」から「未定（空欄）」になる。

・「動物衛生学」を担当する専任の教授１名が平成３０年１２月５日に死去した。後任については授業を開講する令和２年６月までに採用する計画で
あるが、現在のところ未定である。専任教員等の配置は「教授１」から「未定（空欄）」となる。

・「動物衛生学実習」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退、教授１名が死去、准教授１名、兼担教員１名（獣医保健看護学科の専任
准教授）が辞退した。また、平成３０年１２月５日に教授１名が死去、平成３０年６月２１日付で助教１名が辞退した。これにより後任として専任教
員５名分、兼担教員１名分の補充が必要となった。後任についてＡＣ教員審査受審により、教授１名、准教授１名、講師１名、兼担の講師１名を配置
する。残り２名の補充については、授業を開講する令和２年６月までに専任教員を採用する計画であるが現在のところ未定である。専任教員等の配置
は「教授５」「准教授２」「助教３」「兼２」から「教授３」「准教授２」「講師１」「助教２」「兼２」となる。

・「飼料作物学」を担当する兼担教員（獣医保健看護学科専任教授）１名が一身上の都合により辞退した。後任として兼任教員を配置した。
兼担・兼任等の配置は「兼１」であり変更はない。

・「栄養学」を担当する兼任教員（令和2年度より兼担准教授）が一身上の都合により辞退した。後任として、獣医保健看護学科においてＡＣ教員審査
受審により兼担教員を配置する予定であるが、１年④期開講の科目であるため、平成３０年度のみ兼任教員を配置する。兼任・兼担は「兼１」であり
変更はない。

・「小動物内科学実習」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名を配置すること
とした。これにより補充は完了した。さらに実習科目の質向上のため担当者を１名増員することとし、ＡＣ教員審査受審により教授１名を追加した。
専任教員等の配置は「教授５」「准教授３」「講師４」「助教９」「助手２」から「教授７」「准教授３」「講師４」「助教８」「助手２」となる。

・「獣医画像診断学」の教育の充実のため、教授１名をＡＣ教員審査受審により追加で配置することとした。これにより専任教員等の配置は、「准教
授１」「講師２」から「教授１」「准教授１」「助教２」となる。

・「獣医画像診断学実習」の教育の充実のため、教授１名をＡＣ教員審査受審により追加で配置することとした。これにより専任教員等の配置は、
「教授１」「講師２」「助教５」から「教授２」「講師２」「助教５」となる。

（１）－②授業科目表に関する変更内容
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・「総合参加型臨床実習」を担当する専任の准教授１名、助教１名、兼担教員１名（獣医保健看護学科専任の准教授）が一身上の都合により辞退し
た。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名、講師１名、兼担教員（獣医保健看護学科）１名を配置することとした。専任教員等の配置は、
「教授7」「准教授５」「講師４」「助教１１」「講師３」「兼１」から「教授８」「准教授４」「講師５」「助教１０」「助手３」「兼１」となり、
補充が完了した。

・「分子細胞腫瘍学」を担当する専任の准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名を配置すること
とした。専任教員等の配置は「教授２」「准教授１」「講師２」から「教授３」「講師２」となり、補充が完了した。

・「トランスレーショナル・リサーチ」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名
を配置することとした。専任教員等の配置は「教授１」であり、変更はない。

・「国際ライフサイエンス産業政策論」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名
を配置することとした。専任教員等の配置は「教授１」であり、変更はない。

・「ライフサイエンス特別実習」を担当する専任の准教授３名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により、准教授１
名、講師１名を配置することとした。残り１名については、講義を開講する令和４年９月までに専任教員を採用する計画であるが、現在未定である。
専任教員等の配置は「教授２」「准教授６」から「教授２」「准教授４」「講師１」となる。

・「国際動物疾病学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により、教授１名を配置すること
とした。専任教員等の配置は「「教授２」「准教授１」であり変更はない。

・「産業動物疾病予防管理学」を担当する兼担教員（獣医保健看護学科の専任教授１名）が一身上の都合により辞退した。後任については、獣医保健
看護学科専任教授候補者のＡＣ教員審査受審により、兼担教授を配置することとした。兼担・兼任の配置は「兼１」であり、変更はない。

・「セキュリティー学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により、教授１名を配置するこ
ととした。専任教員等の配置は「教授１」であり、変更はない。

・「グローバル食品管理科学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により、教授１名を配置
することとした。専任教員等の配置は「教授１」であり、変更はない。

・「国際生物資源学」を担当する専任の教授１名、准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任については、ＡＣ教員審査受審により教授２名を
配置することとした。専任教員等の配置は「教授３」「准教授２」「兼２」から「教授４」「准教授１」「兼２」となり、補充が完了した。

・「人獣共通感染症学実習」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により准教授１名を配置す
ることとした。専任教員等の配置は「教授４」「准教授２」「助教１」「兼１」から「教授３」「准教授３」「助教１」「兼１」となり、補充が完了
した。

・「公共獣医事情報解析実習」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名を配置す
ることとした。専任教員等の配置は「教授４」「准教授１」であり変更はない。

・「分子疫学」を担当する専任の教授１名、准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により、教授１名、准教授
１名を配置することとした。専任教員等の配置は「教授２」「准教授２」であり、変更はない。

・「獣医臨床疫学演習」を担当する専任の教授１名、准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により、教授１名
を配置することとした。残り１名の補充については、講義を開講する令和５年６月までに採用する計画であるが、現在未定である。専任教員等の配置
は「教授１」「准教授１」「助教１」から「教授１」「助教１」となる。

・「トランスレーショナル・ベテリナリーメディシン」の教育の充実のため、教授１名をＡＣ教員審査受審により追加で配置することとした。これに
より専任教員等の配置は、「教授１」「講師２」から「教授２」「講師２」となる。

・「獣医高度臨床学」の教育の充実のため、教授１名をＡＣ教員審査受審により追加で配置することとした。これにより専任教員等の配置は、「教授
２」「准教授１」「講師２」「助教１」「兼１」から「教授３」「准教授１」「講師２」「助教１」「兼１」となる。

・「チーム獣医療学」を担当する兼担准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任については獣医保健看護学科においてＡＣ教員審査受審により
兼担講師を配置することとした。専任教員等の配置は「准教授１」「「助教１」「兼１」であり変更はない。

・「獣医キャリアスキルアップ研修」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により、教授１名
を配置することとした。専任教員等の配置は「教授３」であり、変更はない。

・「卒業論文Ⅰ」、「卒業論文Ⅱ」、「卒業論文Ⅲ」を担当する専任の教授３名、准教授４名が一身上の都合により辞退し、専任の教授１名が平成３
０年２月３日に死去した。さらに教授１名が平成３０年１２月５日に死去した。合わせて９名の後任について、ＡＣ教員審査受審により教授６名、准
教授１名を配置することとした。残り２名の補充については専任教員を採用する計画であるが、現在のところ未定である。専任教員等の配置は、「教
授２８」「准教授１５」「講師４」から「教授２９」「准教授１２」「講師４」となる。

・クラス編制の調整により兼任講師１名を担当から外したため「発信英語ⅠＡ」、「発信英語ⅠＢ」、「発信英語ⅡＡ」、「発信英語ⅡＢ」、「発信
英語ⅢA」、「発信英語ⅢB」、「発信英語ⅣA」、「発信英語ⅣB」の兼任・兼担の配置を「兼７」から「兼６」へ変更する。

・「専門英語ⅠB」を担当する専任の准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名を配置することとし
た。専任教員等の配置は「准教授１」「助教２」から「教授１」「助教２」となり、補充が完了した。

・「専門英語ⅡA」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により准教授１名を配置することとし
た。専任教員等の配置は「教授１」「講師１」「助教１」から「「准教授１」「講師１」「助教１」となり、補充が完了した。

・「獣医臨床繁殖学」を担当する専任教授１名が死去した。後任については講義を開講する令和３年９月までに採用する計画であるが、現在未定であ
る。専任教員等の配置は「教授１」から「未定（空欄）」になる。

・「産業動物臨床実習」を担当する専任の助教１名、兼担教員（獣医保健看護学科の専任教授）１名が一身上の都合により辞退した。後任については
ＡＣ教員審査受審により教授１名、兼担教員（獣医保健看護学科の専任教授）１名を配置することとした。これにより補充は完了したが、実習の質向
上のため、教授１名をＡＣ教員審査受審により追加で配置することとした。専任教員等の配置は「教授３」「准教授１」「助教２」「兼１」から「教
授５」「准教授１」「助教１」「兼１」となる。

・「獣医臨床繁殖学実習」を担当する専任教授１名が死去、助教１名、兼担教員２名（獣医保健看護学科専任の教授及び准教授）が一身上の都合によ
り辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名、講師１名を配置することとした。兼担教員については、獣医保健看護学科においてＡ
Ｃ教員審査受審により兼担教授１名、兼担講師１名を配置することとした。専任教員等の配置は「教授２」「助教３」「兼２」から「教授２」「講師
１」「助教２」「兼２」となり、補充が完了した。

・「総合獣医学演習Ⅰ」を担当する専任の教授１名が死去、教授１名、助教１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審に
より教授３名を配置することとした。専任教員等の配置は「教授１０」「准教授４」「講師４」「助教８」から「教授１１」「准教授４」「講師４」
「助教７」となり、補充が完了した。

・「獣医療面接実習」の教育の充実のため、教授１名をＡＣ教員審査受審により追加で配置することとした。これにより専任教員等の配置は、「教授
３」「准教授１」「講師１」「助教５」から「教授４」「准教授１」「講師１」「助教５」となった。
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【令和元年度】

【令和２年度】
　　　　 　　　　

・ＡＣ教員審査受審により獣医保健看護学科に追加となった兼担教員を担当にすることに伴い、「動物関連キャリア概論」の専任教員数等の配置を
「教授１２、准教授３、講師２、兼任講師・兼担教員２」から「教授１２、准教授３、講師２、兼任講師・兼担教員３」に変更。

・専任教授と兼任講師が担当する「放射線生物学」のオムニバスを解消し、専任教授の単独担当（ＡＣ審査受審済）に変更した。これにより専任教員
数等の配置を「教授１、兼任講師・兼担教員１」から「教授１」に変更。

・「獣医臨床疫学演習」を担当する専任教員の残り１名分の補充は、教授予定者１名について令和元年７月ＡＣ教員審査を受審する計画であり、審査
の結果「可」となれば補充が完了、専任教員等の配置は「教授２」「助教１」となる。

・「卒業論文Ⅰ」、「卒業論文Ⅱ」、「卒業論文Ⅲ」を担当する専任教員の残り２名分の補充は、１名の准教授予定者を平成３１年４月ＡＣ教員審査
受審中、１名の教授予定者を令和元年７月ＡＣ教員審査を受審予定である。審査の結果「可」となれば専任教員等の配置は「教授３０」「准教授１
３」「講師４」となり、補充が完了する予定である。

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」を担当する兼任講師１名が退職したが、平成３０年度に１名減となっていた
ため、２名の兼任講師を追加して配置することにより、認可時の計画どおり「兼７」となった。

・「発信英語ⅢＡ」「発信英語ⅢＢ」「発信英語ⅣＡ」「発信英語ⅣＢ」のクラス調整により兼任講師２名の担当としたため、兼担・兼任の配置数は
「兼２」に変更した。

・「応用英語ⅠＡ」「応用英語ⅠＢ」「応用英語ⅡＡ」「応用英語ⅡＢ」を担当する兼任講師１名が退職、後任は未定である。兼担・兼任の配置数は
「兼２」となる。

・外国人留学生のための初年度日本語教育科目として「日本語」を開設したことにより授業科目を追加、兼任講師１名を配置する。

・「遺伝育種学」を担当する専任教員について、教授候補者を令和元年７月ＡＣ教員審査受審予定である。「可」判定となれば令和元年９月よりオム
ニバスを解消して単独で科目を担当、専任教員等の配置も「教授１」となり、補充が完了する予定である。なお、専任での就任予定年月日は令和２年
４月１日であるため、令和元年度は兼任講師として配置する。これにより、平成３０年度は専任教員等の配置が未定（空欄）であったが、令和元年度
は兼任・兼担の配置が「兼１」となる。

・「動物衛生学」を担当予定の教授１名が平成３０年１２月５日死去のため、後任の准教授候補者を平成３１年４月ＡＣ教員審査受審中である。
「可」判定となれば令和２年４月より採用する計画である。現在のところ、専任教員等の配置は未定（空欄）となる。

・「動物衛生学実習」を担当する専任教員の残り２名分の補充は、１名の准教授予定者について平成３１年４月ＡＣ教員審査受審中であり、１名の教
授予定者を令和元年７月ＡＣ教員審査受審予定である。この２名が「可」判定となれば令和２年４月１日より採用する計画である。現在のところ、専
任教員等の配置は、「教授３」「准教授２」「講師１」「助教２」「兼２」である。

・「栄養学」について平成３０年度は兼任講師を配置したが、平成31年４月１日より兼担教授を配置する。兼任・兼担教員の配置は、「兼１」であり
変更はない。

・「獣医臨床繁殖学」を担当する専任教員について、令和２年４月１日就任予定の教授の担当科目追加として平成３１年４月ＡＣ教員審査受審中であ
る。審査の結果「可」となれば補充が完了し、専任教員等の配置も「教授１」となる予定である。

・「ライフサイエンス特別実習」を担当する専任教員の残り１名分の補充は、教授予定者１名について令和元年７月ＡＣ教員審査を受審する計画であ
り、審査の結果「可」となれば補充が完了、専任教員等の配置も「教授３」「准教授４」「講師１」となる予定である。

　　　　

・平成30年度に補充した専任講師１名は令和２年４月１日から就任するため、平成30年度に「動物関連キャリア概論」を担当した兼任教員１名を引き
続き令和元年度も配置した。兼担・兼任の配置は「兼１」から「兼２」となる。

・「生物統計」を担当する専任教員について、専任准教授１名の担当科目追加として令和元年７月ＡＣ教員審査受審予定であるが、現在のところ、引
き続き専任教員等の配置は未定（空欄）である。「可」判定となれば専任教員等の配置は「准教授１」となり補充が完了する。

・「獣医生理学実習」を担当する専任教員について残りの１名分の補充については、助教の担当科目追加として令和元年度第２回ＡＣ教員審査を受審
する計画である。審査の結果「可」となれば、令和元年１１月より科目を担当する予定である。このため、平成３０年度に当該科目を担当した兼担教
員は令和元年度から担当から外しており、専任教員等の配置は平成３０年度の「教授２」「順教授１」「講師１」「助教２」「兼１」から「教授２」
「准教授１」「講師１」「助教２」となる。

・「獣医微生物学実習」について、実習の質向上のため担当者を１名増員することとし１名の准教授候補者について令和元年度第１回ＡＣ教員審査を
受審中である。

・「食品衛生学実習」を担当する専任教員について、残り１名分の補充については、現在１名の准教授候補者について令和元年度第１回ＡＣ教員審査
中である。「可」判定となれば専任教員の配置は「教授５」「准教授３」「兼１」となり補充が完了する予定である。

・「専門英語ⅡB」を担当する専任の准教授１名が一身上の都合により辞退した。後任についてはＡＣ教員審査受審により教授１名を配置することとし
た。専任教員等の配置は「教授１」「准教授２」から「教授２」「准教授１」となり、補充が完了した。

・「健康の科学」「生涯スポーツ」を担当する専任の准教授１名が一身上の都合により辞退したため兼任教員１名を配置した。これにより、専任教員
等の配置は「准教授１」から「兼１」になる。

・「スポーツとフィールド科学（エコツーリズムのための野外スポーツ）」を担当する兼任教員について、クラス編制の調整により兼任教員を１名を
追加したため、兼任・兼担の配置は「兼４」から「兼５」になる。

・「スポーツとフィールド科学（スキー）」を担当する兼任教員について、クラス編制の調整により兼任教員を２名追加したため、兼任・兼担の配置
は「兼５」から「兼７」になる。

・「スポーツとフィールド科学（エコツーリズムのための野外スポーツ）」、「スポーツとフィールド科学（スキー）」は、全学共通の科目であり、
全学の教養教育科目はセメスターで開講しているため、開講期をセメスター扱いへ変更する。「スポーツとフィールド科学（エコツーリズムのための
野外スポーツ）」の開講期は「１②」から「１①～②」、「スポーツとフィールド科学（スキー）の開講期は「１④」から「１③～④」になる。

・「現代人の科学D」を担当する兼任教員１名が平成30年4月1日より特任教授に就任したため、兼任教員から兼担教授に変更となる。兼任・兼担は「兼
１」で変更はない。
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・一身上の都合により辞退した「獣医臨床疫学演習」を担当する専任の准教授１名に代わり、専任の教授１名（ＡＣ審査受審済）が担当する。これに
より専任教員等の配置は「教授１、助教１」から「教授２、助教１」に変更。

・「総合臨床検査特別実習」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により辞退した。後任については令和２年度のＡＣ教員審査受審予定である。
また、ＡＣ教員審査受審により獣医保健看護学科に追加となった兼担教員を担当にすることに伴い、専任教員数等の配置を「教授２、准教授１、助教
２、兼任講師・兼担教員１」から「教授２、准教授１、助教１、兼任講師・兼担教員２」に変更。

・「総合臨床検査特別実習」を担当する予定であった専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教
員数等の配置を「教授２、准教授１、助教１、兼任講師・兼担教員２」から「教授２、准教授１、助教２、兼任講師・兼担教員２」に変更。

・平成３０年度に死去した専任の教授１名と平成３０年度に就任辞退した専任の准教授１名の担当科目である「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論
文Ⅲ」を担当する専任の教授１名（ＡＣ教員審査受審済）と専任の准教授１名（ＡＣ教員審査受審済）が担当する。また、専任の助教３名が講師へ昇
任（ＡＣ審査受審済）と同時に担当科目を追加（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２９、准教授１２、講師４」から
「教授３０、准教授１３、講師８」に変更。

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」を担当する兼任講師１名が任期満了となった。後任については兼任講師１名
を配置する。これにより専任教員数等の配置は「講師１、兼任講師・兼担教員７」であり変更はない。

・「総合獣医学演習Ⅰ」を担当する予定であった専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教員等
の配置は「教授１１、准教授４、講師４、助教６」から「教授１１、准教授４、講師４、助教７」に変更。

・「獣医療面接実習」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により就任を辞退した。後任については令和２年６月ＡＣ教員審査受審予定である。
これにより専任教員等の配置は「教授４、准教授１、講師１、助教５」から「教授４、准教授１、講師１、助教４」に変更。

・「獣医療面接実習」を担当する予定であった専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教員等の
配置は「教授４、准教授１、講師１、助教４」から「教授４、准教授１、講師１、助教５」に変更。

・「総合参加型臨床実習」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により就任を辞退した。後任については令和２年６月ＡＣ教員審査受審予定であ
る。これにより専任教員等の配置は「教授８、准教授４、講師５、助教１０、助手３」から「教授８、准教授４、講師５、助教９、助手３」に変更。

・「総合参加型臨床実習」を担当する予定であった専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教員
等の配置は「教授８、准教授４、講師５、助教９、助手３」から「教授８、准教授４、講師５、助教１０、助手３」に変更。

・一身上の都合により辞退した「ライフサイエンス特別実習」を担当する専任の准教授１名に代わり、専任の教授１名（ＡＣ審査受審済）が担当す
る。これにより専任教員等の配置は「教授２、准教授４、講師１」から「教授３、准教授４、講師１」に変更。

・「小動物内科学実習」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により就任を辞退した。後任については令和２年６月ＡＣ教員審査受審予定であ
る。これにより専任教員等の配置は「教授７、准教授３、講師４、助教８、助手２」から「教授７、准教授３、講師４、助教７、助手２」に変更。

・「小動物内科学実習」を担当する予定であった専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教員等
の配置は「教授７、准教授３、講師４、助教７、助手２」から「教授７、准教授３、講師４、助教８、助手２」に変更。

・「獣医画像診断学実習」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により就任を辞退した。後任については令和２年６月ＡＣ教員審査受審予定であ
る。これにより専任教員等の配置は「教授２、講師２、助教５」から「教授２、講師２、助教４」に変更。

・「獣医画像診断学実習」を担当する予定であった専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教員
等の配置は「教授２、講師２、助教４」から「教授２、講師２、助教５」に変更。

・平成３０年度に死去した専任の教授１名の担当科目である「獣医臨床繁殖学」を担当する専任の教授１名（ＡＣ教員審査受審済）を追加した。これ
により専任教員数等の配置を未定（空欄）から「教授１」に変更。

・「総合獣医学演習Ⅰ」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により就任を辞退した。後任については令和２年６月ＡＣ教員審査受審予定であ
る。これにより専任教員等の配置は「教授１１、准教授４、講師４、助教７」から「教授１１、准教授４、講師４、助教６」に変更。

・教育効果を向上させるため、「獣医解剖学実習」を担当する兼任講師１名を追加する。これにより専任教員数の配置を「教授２、准教授１、助教
２」から「教授２、准教授１、助教２、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・教育効果を向上させるため、「獣医微生物学実習」を担当する専任の准教授１名（ＡＣ審査受審済）を追加する。これにより専任教員数の配置を
「教授５、准教授３、助教１、兼任講師・兼担教員１」から「教授５、准教授４、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・平成３０年度に死去した専任の教授１名の担当科目である「食品衛生学実習」については、令和３年４月就任予定である専任の准教授１名（ＡＣ審
査受審済）が担当する。これにより教員数等の配置を「教授５、准教授２、兼任講師・兼担教員１」から「教授５、准教授３、兼任講師・兼担教員
１」に変更。

・「遺伝育種学」について、令和元年度に担当した兼任講師１名が専任の教授（ＡＣ教員審査済）として就任した。これにより専任教員等の配置は
「兼任講師・兼担教員１」から「教授１」に変更。

・平成３０年度に死去した専任の教授１名の担当科目である「動物衛生学」について、令和３年４月就任予定である専任の准教授１名（ＡＣ教員審査
受審済）が担当する。なお、令和２年度のみ兼任講師として担当し、兼担教授１名も担当する。これにより専任教員等の配置は未定（空欄）から「准
教授１、兼任講師・兼担教員２」に変更。

・平成３０年度に死去した専任の教授１名と平成３０年度に就任辞退した専任の教授１名の担当科目である「動物衛生学実習」を担当する専任の教授
１名（ＡＣ教員審査受審済）、専任の准教授１名（ＡＣ教員審査受審済）を追加した。また、兼任講師１名が一身上の都合により就任を辞退した。こ
れにより専任教員数等の配置は「教授３、准教授２、講師１、助教２、兼任講師・兼担教員２」から「教授４、准教授３、講師１、助教２、兼任講
師・兼担教員２」に変更。

・一身上の都合により辞退した「生物統計」を担当する専任の准教授１名に代わり、専任の教授１名（ＡＣ審査受審済）が担当する。これにより専任
教員数等の配置を「准教授０」から「教授１」に変更。

・一身上の都合により辞退した「獣医生理学実習」を担当する専任の准教授１名に代わり、専任の助教１名（ＡＣ審査受審済）が担当する。これによ
り専任教員数等の配置を「教授２、准教授１、講師１、助教２」から「教授２、准教授１、講師１、助教３」に変更。
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【令和３年度】

・「獣医病理学実習」を担当する専任の教授１名の後任として兼任講師１名を配置（ＡＣ審査受信済）する。これにより専任教員数等の配置を「教授
１、講師１、助教２」から「教授１、講師１、助教２、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「獣医免疫学実習」を担当する専任の助教１名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授３、准教授１、助教
３」から「教授３、准教授１、講師１、助教２」に変更。

・「獣医組織学実習」を担当する専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ審査受審済）する。これにより専任教員数等の配置を「教
授１、准教授１、講師１」から「教授１、准教授１、講師１、助教１」に変更。

・「獣医薬理学実習」を担当する専任の助教１名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授３、准教授１、講師
１、助教２」から「教授３、准教授１、講師２、助教１」に変更。

・「獣医微生物学実習」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授５、准教授４、助教１、
兼１」から「教授４、准教授４、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。後任については令和３年５月ＡＣ教員審査を受審する。

・「獣医微生物学実習」を担当する専任の教授１名の後任として兼任講師１名を配置（ＡＣ審査受信済）する。また、担当する専任の准教授１名が教
授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教授４、助教１、兼任講師・兼担教員１」から「教授５、准教授
２、助教１、兼任講師・兼担教員２」に変更。

・「獣医毒性学実習」を担当する専任の助教１名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授３、准教授１、講師
１、助教２」から「教授３、准教授１、講師２、助教１」に変更。

・「獣医病理学実習」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、講師１、助教２」から
「教授１、講師１、助教２」に変更。後任については令和３年５月ＡＣ教員審査を受審する。

・「生命科学実習」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により退職及び助教２名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数
等の配置を「教授５、准教授２、講師２、助教７」から「教授５、准教授２、講師４、助教４」に変更。担当助教の後任については令和３年３月ＡＣ
教員審査受審中である。

・「生命科学実習」を担当する専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ審査受審済）する。これにより専任教員数等の配置を「教授
５、准教授２、講師４、助教４」から「教授５、准教授２、講師４、助教５」に変更。

・「獣医生理学実習」を担当する専任の助教１名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、准教授１、講師
１、助教３」から「教授２、准教授１、講師２、助教２」に変更。

・「獣医解剖学実習」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により退職及び兼任講師１名が任期満了により退任した。これにより専任教員数等の
配置を「教授２、准教授１、助教２、兼任講師・兼担教員１」から「教授２、准教授１、助教１」に変更。担当助教の後任については令和３年３月Ａ
Ｃ教員審査受審中である。

・「獣医解剖学実習」を担当する専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ審査受審済）する。これにより専任教員数等の配置を「教
授２、准教授１、助教１」から「教授２、准教授１、助教２」に変更。

・「獣医組織学実習」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授１、准教授１、講師１、助
教１」から「教授１、准教授１、講師１」に変更。後任については令和３年３月ＡＣ教員審査受審中である。

・「スポーツとフィールド科学（スキー）」は、クラス開講数の調整を行い、兼担講師１名、兼任講師４名の配置とした。これにより専任教員数等の
配置を「兼任講師・兼担教員７」から「兼任講師・兼担教員５」に変更。

・「現代人の科学Ｄ」を担当する兼担教授１名が定年退職となった。後任については兼任講師１名を配置する。これにより専任教員数等の配置は「兼
任講師・兼担教員１」であり変更はない。

　　　　 　　　　

・「動物関連キャリア概論」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職及び准教授１名が死去した。これにより専任教員数等の配置を「教
授１２、准教授３、講師２、兼任講師・兼担教員３」から「教授１１、准教授２、講師２、兼任講師・兼担教員３」に変更。専任の教授１名の後任に
ついては今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。専任の准教授１名の後任ついては今年度中に専任の教授１名がＡＣ
教員審査を受審予定である。

・「動物関連キャリア概論」を担当する専任の教授１名及び専任の准教授の後任として専任の准教授２名を配置（ＡＣ審査受審済）する。これにより
専任教員数等の配置を「教授１１、准教授２、講師２、兼任講師・兼担教員３」から「教授１１、准教授４、講師２、兼任講師・兼担教員３」に変
更。

・「専門英語ⅠＢ」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により辞退した。後任については令和２年６月ＡＣ教員審査受審予定である。また、令
和２年度については兼任講師１名を配置する。これにより専任教員数等の配置は「教授１、助教２」から「教授１、助教１、兼任講師・兼担教員１」
に変更。

・「専門英語ⅠＢ」を担当する予定であった専任の助教１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教員数等の
配置は「教授１、助教１、兼任講師・兼担教員１」から「教授１、講師１、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「応用英語ⅠＡ」「応用英語ⅠＢ」「応用英語ⅡＡ」「応用英語ⅡＢ」は、履修者数に合わせてクラス開講数の調整を行い、専任の教授１名、専任
の講師１名、兼任講師２名の配置とした。これにより専任教員数等の配置を「教授１、兼任講師・兼担教員２」から「教授１、講師１、兼任講師・兼
担教員２」に変更。

・「実用英語（アカデミックライティング）」は、履修者数に合わせてクラス開講数の調整を行い、専任の教授１名、専任の講師１名、兼任講師２名
の配置とした。これにより専任教員数等の配置を「教授１、講師１」から「教授１、講師１、兼任講師・兼担教員２」に変更。

・「心理学Ａ」「心理学Ｂ」を担当する兼任講師１名が退職となった。後任については兼任講師１名を配置する。これにより専任教員数等の配置は
「兼任講師・兼担教員１」であり変更はない。

・「スポーツとフィールド科学（エコツーリズムのための野外スポーツ）」を担当する兼担准教授１名が退任となった。これにより専任教員数等の配
置を「兼任講師・兼担教員５」から「兼任教員・兼担教員４」に変更。

・「発信英語ⅢＡ」「発信英語ⅢＢ」「発信英語ⅣＡ」「発信英語ⅣＢ」を担当する兼任講師１名が任期満了となった。後任については新たに兼任講
師１名を配置する。これにより専任教員数等の配置は「講師１、兼任講師・兼担教員２」であり変更はない。
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・「獣医画像診断学実習」を担当する専任の助教２名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）及び専任の助教１名が就任（ＡＣ審査受審済）した。これによ
り専任教員数等の配置を「教授２、講師２、助教５」から「教授２、講師４、助教３」に変更。

・「獣医画像診断学実習」を担当する専任の講師２名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、講師４、
助教３」から「教授２、准教授２、講師２、助教３」に変更。

・「産業動物臨床学」を担当する専任の准教授１名が死去した。令和３年度については兼担准教授１名を配置する。これにより専任教員数等の配置を
「准教授１」から「兼任講師・兼担教員１」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。

・「産業動物臨床学」を担当する専任の准教授１名の後任として専任の教授１名を配置（ＡＣ審査受審済）する。これにより専任教員数等の配置を
「兼任講師・兼担教員１」から「教授１」に変更。

・「産業動物臨床実習」を担当する専任の准教授１名が死去した。これにより専任教員数等の配置を「教授５、准教授１、助教１、兼任講師・兼担教
員１」から「教授５、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定であ
る。

・「小動物内科学実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ教員審査済）、専任の講師３名が准教授へ昇任（ＡＣ教員審査済）した。こ
れにより専任教員数等の配置を「教授７、准教授３、講師６、助教６」から「教授８、准教授５、講師３、助教６」に変更。

・「獣医麻酔科学」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「准教授１」から「教授
１」に変更。

・「獣医画像診断学」を担当する専任の助教１名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授１、准教授１、助教
２」から「教授１、准教授１、講師１、助教１」に変更。

・「獣医運動器病学」を担当する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「講師１」から「准教授
１」に変更。

・「小動物外科学実習」を担当する専任の助教１名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、准教授２、講
師３、助教５」から「教授２、准教授２、講師４、助教４、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「小動物外科学実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）、専任の講師２名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）、専任の
助教１名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、准教授２、講師４、助教４、兼任講師・兼担教員１」か
ら「教授３、准教授３、講師２、助教４、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「動物衛生学実習」を担当する専任の助教１名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）及び兼担講師１名を配置する。これにより専任教員数等の配置を
「教授４、准教授３、講師１、助教２」から「教授４、准教授３、講師２、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・教育効果を向上させるため、「飼料作物学」を担当する兼任講師を１名追加した。これにより専任教員数等の配置を「兼任講師・兼担教員１」から
「兼任講師・兼担教員２」に変更。

・「獣医臨床薬理学」を担当する専任の准教授１名が死去した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教授１、講師２」から「教授４、講師
２」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。

・「獣医臨床薬理学」を担当する専任の准教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ審査受信済）する。また、担当する専任の講師１名が
准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、講師２」から「教授４、准教授２、講師１」に変更。

・「獣医呼吸・循環器病学」を担当する専任の助教１名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、助教２」
から「教授２、講師１、助教１」に変更。

・「小動物内科学実習」を担当する専任の助教２名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）及び専任の助教１名が就任（ＡＣ審査受審済）した。これにより
専任教員数等の配置を「教授７、准教授３、講師４、助教８」から「教授７、准教授３、講師６、助教６」に変更。

・「魚病学実習」を担当する専任の教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ審査受信済）する。これにより専任教員数等の配置を「教授
１、助教２」から「教授１、准教授１、助教２」に変更。

・「獣医公衆衛生学実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教授
４、助教１」から「教授５、准教授３、助教１」に変更。

・「食品衛生学実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授５、准教授３、兼
任講師・兼担教員１」から「教授６、准教授２、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「水産増養殖学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。令和３年度については退職した専任の教授１名が兼任講師として担当
する。これにより専任教員数等の配置を「教授１」から「兼任講師・兼担教員１」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予
定）であるが、現在未定である。

・「水産増養殖学」を担当する専任の教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ審査受信済）する。これにより専任教員数等の配置を「兼
任講師・兼担教員１」から「准教授１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「動物衛生学」を担当する専任の准教授１名の就任が一身上の都合により、令和３年４月から令和４年４月に延期となった。令和２年度に担当して
いた兼担教授１名から同准教授が担当する。これにより専任教員数等の配置を「准教授１、兼任講師・兼担教員１」から「准教授１」に変更。

・「野生動物学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。令和３年度については兼任講師１名を配置する。これにより専任教員数
等の配置を「教授１」から「兼任講師・兼担教員１」に変更。後任については令和３年５月ＡＣ教員審査を受審する。

・「野生動物学」を担当する専任の教授１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ審査受信済）する。これにより専任教員数等の配置を「兼任講
師・兼担教員１」から「講師１」に変更。

・「動物感染症学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授２」から「教授１」に変更。
後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。

・「魚病学実習」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、助教２」から「教授１、助
教２」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。
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・「エキゾチックアニマル学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、助教１」から
「教授１、助教１」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。

・「エキゾチックアニマル学」を担当する専任の教授１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教員数等の配
置を「教授１、助教１」から「教授１、講師１、助教１」に変更。

・「国際展示動物疾病学」を担当する専任の教授２名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授３」から「教授１」に
変更。後任の１名については令和３年５月ＡＣ教員審査を受審する。もう１名については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在
未定である。

・「国際展示動物疾病学」を担当する専任の教授２名の内、１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教員
数等の配置を「教授１」から「教授１、准教授１」に変更。もう１名については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定であ
る。

・「トランスレーショナル・ベテリナリーメディシン」を担当する専任の講師２名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等
の配置を「教授２、講師２」から「教授２、准教授２」に変更。

・「獣医高度臨床学」を担当する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授３、准教授１、講
師２、助教１、兼任講師・兼担教員１」から「教授３、准教授２、講師１、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「国際野生動物管理学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授１」から「未定」に変
更。後任については令和３年５月ＡＣ教員審査を受審する。

・「国際野生動物管理学」を担当する専任の教授１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教員数等の配置を
「未定」から「講師１」に変更。

・「国際獣医法医学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、助教１」から「教授
１、助教１」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。

・「国際生物資源学」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教授１、兼任講師・
兼担教員２」から「教授３、准教授１、兼任講師・兼担教員２」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在
未定である。

・「人獣共通感染症学実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授３、准教授
３、助教１、兼任講師・兼担教員１」から「教授４、准教授２、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「公共獣医事情報解析実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教
授１」から「教授５」に変更。

・「総合参加型臨床実習」を担当する専任の准教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。また、担当する専任の准教授
１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）、専任の講師３名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授８、准教授
３、講師７、助教８、兼任講師・兼担教員１」から「教授９、准教授６、講師４、助教８、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「分子細胞腫瘍学」を担当する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授３、講師２」から
「教授３、准教授１、講師１」に変更。

・「発生工学」を担当する専任の助教１名が一身上の都合により退職した。これにより専任教員数等の配置を「教授１、助教１」から「教授１」に変
更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。

・「発生工学」を担当する専任の助教１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。これにより専任教員数等の配置を「教授
１」から「教授１、准教授１」に変更。

・「修復・再生医療科学」を担当する専任の講師１名が准教授に昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授１、准教授
３、講師１、助教１」から「教授１、准教授４、助教１」に変更。

・「国際動物疾病学」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、准教授１」か
ら「教授３」に変更。

・「獣医臨床繁殖学実習」を担当する専任の助教１名の講師への昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、講師１、
助教２、兼任講師・兼担教員２」から「教授２、講師２、助教１、兼任講師・兼担教員２」に変更。

・「総合獣医学演習Ⅰ」を担当する専任の准教授１名の死去、担当する専任の助教２名の講師への昇任（ＡＣ審査受審済）及び担当する専任の助教１
名が就任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授１１、准教授４、講師４、助教７」から「教授１１、准教授３、講師６、
助教５」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。

・「総合獣医学演習Ⅰ」を担当する専任の准教授の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。また、担当する専任の准教授１名が
教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）、専任の講師３名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授１１、准教授３、
講師６、助教５」から「教授１２、准教授６、講師３、助教５」に変更。

・「獣医療面接実習」を担当する専任の助教２名の講師への昇任（ＡＣ審査受審済）及び担当する専任の助教１名が就任（ＡＣ審査受審済）した。こ
れにより専任教員数等の配置を「教授４、准教授１、講師１、助教５」から「教授４、准教授１、講師３、助教３」に変更。

・「獣医療面接実習」を担当する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教授１、講
師３、助教３」から「教授４、准教授２、講師２、助教３」に変更。

・「総合参加型臨床実習」を担当する専任の准教授１名の死去、担当する専任の助教２名の講師への昇任（ＡＣ審査受審済）及び担当する専任の助教
１名が就任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授８、准教授４、講師５、助教１０、兼任講師・兼担教員１」から「教授
８、准教授３、講師７、助教８、兼任講師・兼担教員１」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定で
ある。

・「産業動物臨床実習」を担当する専任の准教授１名の後任として専任の准教授を配置（ＡＣ教員審査受審済）する。これにより専任教員数等の配置
を「教授５、助教１、兼任講師・兼担教員１」から「教授５、准教授１、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。
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【令和４年度】
　　　　 　　　　

・令和４年３月に一身上の都合により退職した「生命科学実習」を担当する専任の講師２名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ審査受審済）、
専任の講師１名の後任については今後採用する計画（令和４年６月ＡＣ教員審査を受審する。）である。令和２年12月に一身上の都合により退職した
専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ審査受審済）する。これにより専任教員数等の配置を「教授５、准教授２、講師４、助教
４」から「教授５、准教授２、講師３、助教５」に変更。

・「獣医生理学実習」を担当する専任の講師１名が一身上の都合により退職した。また、専任の講師１名の後任については今後採用する計画（令和４
年６月ＡＣ教員審査を受審する。）である。これにより専任教員数等の配置を「教授２、准教授１、講師２、助教２」から「教授２、准教授１、講師
１、助教２」に変更。

・令和２年12月に一身上の都合により退職した「獣医解剖学実習」を担当する専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ審査受審済）
する。これにより専任教員数等の配置を「教授２、准教授１、助教１」から「教授２、准教授１、助教２」に変更。

・令和４年３月に一身上の都合により退職した「獣医組織学実習」を担当する専任の講師１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ教員審査
済）、令和２年12月に一身上の都合により退職した専任の助教１名の後任として専任の助教１名を配置（ＡＣ審査受審済）する。これにより専任教員
数等の配置を「教授１、准教授１、講師１」から「教授１、准教授１、講師１、助教１」に変更。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「獣医微生物学実習」を担当する専任の教授１名の後任として兼担教授１名を配置（ＡＣ審査受審
済）、専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。また、担当する専任の准教授１名の就任時期が令和４年４月から令和５年１月に変更
になった。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教授４、助教１、兼任講師・兼担教員１」から「教授５、准教授２、助教１、兼任講師・兼
担教員２」に変更。

・「現代人の科学Ｄ」を担当する兼任講師１名が任期満了により退任した。後任については兼担准教授１名を配置する。これにより専任教員数等の配
置を「兼任講師・兼担教員１」であり変更はない。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「動物関連キャリア概論」を担当する専任の教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ審査
受審済）、令和４年３月に一身上の都合により退職した専任の講師１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ審査受審済）、令和３年４月に死去
した専任の准教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ審査受審済）する。また、兼任講師１名が任期満了により退任した。これらにより
専任教員数等の配置を「教授１１、准教授２、講師２、兼任講師・兼担教員３」から「教授１１、准教授４、講師２、兼任講師・兼担教員２」に変
更。

・「獣医病理解剖学実習」を担当する専任の講師１名が一身上の都合により退職した。後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ審査受審済）する。こ
れによる専任教員数等の配置は「教授１、講師１、助教１」で変更なし。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「獣医病理学実習」を担当する専任の教授１名の後任として兼担教授１名を配置（ＡＣ審査受審済）、
令和４年３月に一身上の都合により退職した専任の講師１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ審査受診済）する。これにより専任教員数等の
配置を「教授１、講師１、助教２」から「教授１、講師１、助教２、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「野生動物学」を担当する専任の教授１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ審査受審済）す
る。これにより専任教員数等の配置を「兼任講師・兼担教員１」から「講師１」に変更。

・「専門英語ⅡＡ」を担当する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「准教授１、講師１、助教
１」から「准教授２、助教１」に変更。

・「実用英語（プレゼンテーション）」は、履修者数に合わせてクラス開講数の調整を行い、専任の教授１名、専任の講師１名、兼任講師１名の配置
とした。これにより専任教員数等の配置を「教授１、講師１」から「教授１、講師１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「スポーツとフィールド科学（エコツーリズムのための野外スポーツ）」を担当する兼任講師１名が任期満了により退任した。後任として兼担助教
１名と兼任講師１名を配置する。これにより専任教員数等の配置を「兼担教員・兼任講師４」から「兼担教員・兼任講師５」に変更。

・教育効果を向上させるため、「スポーツとフィールド科学（スキー）」を担当する兼担助教１名及び兼任講師２名を追加した。これにより専任教員
数等の配置を「兼担教員・兼任講師５」から「兼担教員・兼任講師８」に変更。

・「企業と人間Ａ」「企業と人間Ｂ」を担当する兼任講師１名が任期満了により退任した。後任については兼任講師１名を配置する。これにより専任
教員数等の配置を「兼任講師・兼担教員１」であり変更はない。

・「現代人の科学Ａ」を担当する専任の教授１名が一身上の都合により退職した。後任として兼任講師１名を配置する。これにより専任教員数等の配
置を「教授１名」から「兼任講師・兼担教員１」に変更。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。

・「チーム獣医療学」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「准教授１、助教１、兼
任講師・兼担教員１」から「教授１、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」を担当する専任の教授２名の一身上の都合による退職及び担当する専任の准教授１名が死去した。ま
た、専任の助教３名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）と同時に担当科目を追加（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授３
０、准教授１３、講師８」から「教授２８、准教授１２、講師８」に変更。専任の教授１名の後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予
定）であるが、現在未定である。もう１名の専任の教授の後任については令和３年５月ＡＣ教員審査を受審する。また、専任の准教授１名の後任につ
いては今年度中に教員審査を受審する予定である。

・「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」を担当する専任の教授２名の内、１名の後任として専任の准教授１名および１名の後任として専任の
講師１名（ＡＣ教員審査済）、専任の准教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。また、専任の准教授２名が教授へ昇
任（ＡＣ教員審査済）、専任の講師３名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）、専任の助教３名が講師へ昇任（ＡＣ審査受審済）と同時に担当科目を追
加（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２８、准教授１２、講師８」から「教授３０、准教授１３、講師６」に変更。

・「総合英語ⅠＡ」「総合英語ⅠＢ」「総合英語ⅡＡ」「総合英語ⅡＢ」「総合英語ⅢＡ」「総合英語ⅢＢ」「総合英語ⅣＡ」「総合英語ⅣＢ」を担
当する兼任講師２名が任期満了により退任した。後任については兼任講師２名を配置する。これにより専任教員数等の配置を「教授１、兼任講師・兼
担教員７」であり変更はない。

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」を担当する兼任講師３名が任期満了により退任した。後任については兼任講
師３名を配置する。これにより専任教員数等の配置を「講師１、兼任講師・兼担教員７」であり変更はない。

・「専門英語ⅠＢ」を担当する兼任講師１名が任期満了により退任した。これにより専任教員数等の配置を「教授１、講師１、助教１、兼任講師・兼
担教員１」から「教授１、講師１、助教１」に変更。

・「動物福祉論」を担当する兼担教授１名が辞退した。後任として兼担教授１名を配置する。これによる専任教員数等の配置は「兼任講師・兼担教員
１」で変更なし。
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・令和２年12月に一身上の都合により退職した「発生工学」を担当する専任の助教１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ教員審査済）す
る。これにより専任教員数等の配置を「教授１」から「教授１、准教授１」に変更。

・「修復・再生医療科学」を担当する専任の講師１名が准教授に昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授１、准教授
３、講師１、助教１」から「教授１、准教授４、助教１」に変更。

・「ライフサイエンス特別実習」を担当する専任の講師１名が一身上の都合により退職した。後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ審査受審済）す
る。これによる専任教員数等の配置は「教授３、准教授４、講師１」で変更なし。

・令和３年度に死去した「産業動物臨床実習」を担当する専任の准教授１名の後任として専任の准教授を配置（ＡＣ教員審査受審済）する。また、兼
担教授１名が定年退職し、後任について兼担教授１名を配置する。これにより専任教員数等の配置を「教授５、助教１、兼任講師・兼担教員１」から
「教授５、准教授１、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「獣医臨床繁殖学実習」を担当する専任の講師１名が一身上の都合により退職した。後任については今後採用する計画（令和４年６月ＡＣ教員審査
を受審する。）である。また、兼担教授１名が定年退職し、後任について兼担教授１名を配置する。これにより専任教員数等の配置を「教授２、講師
２、助教１、兼任講師・兼担教員２」から「教授２、講師１、助教１、兼任講師・兼担教員２」に変更。

・令和３年度に死去した「総合獣医学演習Ⅰ」を担当する専任の准教授の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。また、担当す
る専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）、専任の講師３名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を
「教授１１、准教授３、講師６、助教５」から「教授１２、准教授６、講師３、助教５」に変更。

・「獣医療面接実習」を担当する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教授１、講
師３、助教３」から「教授４、准教授２、講師２、助教３」に変更。

・令和３年度に死去した「総合参加型臨床実習」を担当する専任の准教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ教員審査済）する。また、
一身上の都合により退職した専任の講師１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ教員審査済）、専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審
済）、専任の講師３名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授８、准教授３、講師７、助教８、兼任講師・
兼担教員１」から「教授９、准教授６、講師４、助教８、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「分子細胞腫瘍学」を担当する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授３、講師２」から
「教授３、准教授１、講師１」に変更。

・「小動物内科学実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ教員審査済）、専任の講師３名が准教授へ昇任（ＡＣ教員審査済）した。こ
れにより専任教員数等の配置を「教授７、准教授３、講師６、助教６」から「教授８、准教授５、講師３、助教６」に変更。

・「獣医麻酔科学」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「准教授１」から「教授
１」に変更。

・「獣医運動器病学」を担当する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「講師１」から「准教授
１」に変更。

・「小動物外科学実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）、専任の講師２名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。こ
れにより専任教員数等の配置を「教授２、准教授２、講師４、助教４、兼任講師・兼担教員１」から「教授３、准教授３、講師２、助教４、兼任講
師・兼担教員１」に変更。

・「獣医画像診断学実習」を担当する専任の講師２名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、講師４、
助教３」から「教授２、准教授２、講師２、助教３」に変更。

・令和３年度に死去した「産業動物臨床学」を担当する専任の准教授１名の後任として専任の教授１名を配置（ＡＣ審査受審済）する。これにより専
任教員数等の配置を「兼任講師・兼担教員１」から「教授１」に変更。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「魚病学実習」を担当する専任の教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ審査受信済）す
る。これにより専任教員数等の配置を「教授１、助教２」から「教授１、准教授１、助教２」に変更。

・「獣医公衆衛生学実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教授
４、助教１」から「教授５、准教授３、助教１」に変更。

・「食品衛生学実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。また、担当する専任の准教授１名の就任時期が令和４年４
月から令和５年１月に変更になった。これにより専任教員数等の配置を「教授５、准教授３、兼任講師・兼担教員１」から「教授６、准教授１、兼任
講師・兼担教員１」に変更。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「水産増養殖学」を担当する専任の教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ審査受信済）
する。これにより専任教員数等の配置を「兼任講師・兼担教員１」から「准教授１」に変更。

・「動物衛生学実習」を担当する専任の講師１名が一身上の都合により退職した。後任については今後採用する計画（令和４年６月ＡＣ教員審査を受
審する。）である。退職した講師が兼任講師として令和４年度は担当する。また、担当する専任の准教授１名の就任時期が令和４年４月から令和５年
１月に変更になったため、兼任講師として令和４年度は担当する。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教授３、講師２、助教１、兼任講
師・兼担教員１」から「教授４、准教授２、講師１、助教１、兼任講師・兼担教員３」に変更。

・令和３年度に死去した「獣医臨床薬理学」を担当する専任の准教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ審査受信済）する。また、担当
する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、講師２」から「教授４、准教授２、講師
１」に変更。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「動物感染症学」を担当する専任の教授１名の後任については令和４年６月のＡＣ教員審査受審予定で
ある。これにより専任教員数等の配置は「教授１」で変更なし。令和４年度のみ３③～④の開講へ変更する。

・「動物衛生学」を担当する専任の准教授１名の就任時期が令和４年４月から令和５年１月に変更になったため、兼任講師として令和４年度は担当す
る。これにより専任教員数等の配置を「准教授１」から「兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「生産農学概論」を担当する兼担教授１名が定年退職した。後任として兼担教授１名を配置する。これによる専任教員数等の配置は「兼任講師・兼
担教員１」で変更なし。

・「栄養学」を担当する兼担教授１名が定年退職した。後任として兼担教授１名を配置する。これによる専任教員数等の配置は「兼任講師・兼担教員
１」で変更なし。
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（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

・「発信英語ⅣＡ」「発信英語ⅣＢ」を担当する兼任講師２名が任期満了により退任した。後任については兼任講師１名を配置する。これにより専任
教員数等の配置は「講師１、兼任講師・兼担教員２」から「講師１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「専門英語ⅡＡ」を担当する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「准教授１、講師１、助教
１」から「准教授２、助教１」に変更。

・「実用英語（アカデミックライティング）」を担当する兼任講師２名が任期満了により退任した。後任については兼任講師２名を配置する。これに
より専任教員数等の配置を「教授１、講師１、兼任講師・兼担教員２」で変更なし。

・「実用英語（プレゼンテーション）」を担当する兼任講師１名が任期満了により退任した。後任については兼任講師１名を配置する。これにより専
任教員数等の配置を「教授１、講師１、兼任講師・兼担教員１」で変更なし。

・「現代人の科学Ｂ」を担当する兼担教授１名が定年退職した。後任については兼任講師１名を配置する。これにより専任教員数等の配置を「兼任講
師・兼担教員１」で変更なし。

・「現代人の科学Ｄ」を担当する兼担准教授１名が辞退した。後任については兼任講師１名を配置する。これにより専任教員数等の配置を「兼任講
師・兼担教員１」で変更なし。

・「獣医高度臨床学」を担当する専任の講師１名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授３、准教授１、講
師２、助教１、兼任講師・兼担教員１」から「教授３、准教授２、講師１、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「チーム獣医療学」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「准教授１、助教１、兼
任講師・兼担教員１」から「教授１、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」を担当する専任の教授２名の後任として専任の准教授１
名・講師１名を配置（ＡＣ教員審査済）、令和３年度に死去した専任の准教授１名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ教員審査済）、専任の
准教授２名が教授へ昇任（ＡＣ教員審査済）、専任の講師３名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。また、令和４年３月に一身上の都合により退
職した専任の講師１名の後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査を受審する。）である。これにより専任教員数等の配置を「教授２８、准教
授１２、講師８」から「教授３０、准教授１５、講師５」に変更。

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」を担当する兼任講師３名が任期満了により退任した。後任については兼任講師３名を配置する。これにより専任
教員数等の配置を「講師１、兼任講師・兼担教員７」で変更なし。

・「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」を担当する兼任講師４名が任期満了により退任した。後任については兼任講師３名を配置する。これにより専任
教員数等の配置を「講師１、兼任講師・兼担教員７」から「講師１、兼任講師・兼担教員６」に変更。

・「発信英語ⅢＡ」「発信英語ⅢＢ」を担当する兼任講師２名が任期満了により退任した。後任については兼任講師２名を配置する。これにより専任
教員数等の配置を「講師１、兼任講師・兼担教員２」で変更なし。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「国際生物資源学」を担当する専任の教授１名の後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査を受
審する。）である。これにより専任教員数等の配置は「教授３、准教授１、兼任講師・兼担教員２」で変更なし。

・「人獣共通感染症学実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授３、准教授
３、助教１、兼任講師・兼担教員１」から「教授４、准教授２、助教１、兼任講師・兼担教員１」に変更。

・「公共獣医事情報解析実習」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授４、准教
授１」から「教授５」に変更。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「エキゾチックアニマル学」を担当する専任の教授１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ教員
審査済）する。これにより専任教員数等の配置を「教授１、助教１」から「教授１、講師１、助教１」に変更。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「国際展示動物疾病学」を担当する専任の教授２名の後任として専任の准教授１名を配置（ＡＣ教員審
査済）、専任の教授１名の後任については令和４年６月のＡＣ教員審査受審予定である。これにより専任教員数等の配置を「教授１」から「教授１、
准教授１」に変更。

・「トランスレーショナル・ベテリナリーメディシン」を担当する専任の講師２名が准教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等
の配置を「教授２、講師２」から「教授２、准教授２」に変更。

・「国際動物疾病学」を担当する専任の准教授１名が教授へ昇任（ＡＣ審査受審済）した。これにより専任教員数等の配置を「教授２、准教授１」か
ら「教授３」に変更。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「国際野生動物管理学」を担当する専任の教授１名の後任として専任の講師１名を配置（ＡＣ教員審査
済）する。これにより専任教員数等の配置を「未定」から「講師１」に変更。

・「産業動物疾病予防管理学」を担当する兼担教授１名が退職した。後任として兼任講師１名を配置する。これによる専任教員数等の配置は「兼任講
師・兼担教員１」で変更なし。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した「国際獣医法医学」を担当する専任の教授１名の後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査を受
審する。）である。これにより専任教員数等の配置は「教授１、助教１」で変更なし。

・一身上の都合により退職した「現代人の科学Ａ」を担当する専任の教授１名の後任として兼担教授１名を配置する。これにより専任教員数等の配置
は「兼任講師・兼担教員１」で変更なし。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

0 225

[　0　] [　1　] [　0　] [　1　]

122103 121 0 224 103

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　　ください。

該当なし

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

224

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和４年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（４）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

1,162,100千円
1,615,301千円 36,000千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、手数料

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

第６年次

2,500千円 2,436千円 2,436千円 2,436千円 2,436千円 2,436千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

開設前年度 開設年度 完成年度
申請時の物品購入契約書
との齟齬による誤記を修
正している（経費の見積
金額には変更は生じてい
ない。）
その上で、教育の充実の
ため、1年次、２年次で
必要な消耗品、ネット等
回線経費、保守料を計上
したことによる変更
（30）

(８) 教員１人当り研究費等 600千円 600千円 図書購入費 89,930千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

93,580千円 23,886千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 1,000千円 1,000千円 設備購入費
1,926,044千円
1,548,998千円

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

2,768㎡
テニスコート3面 トレーニングルーム１室

運動場　8,214㎡

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

2,160㎡ 229席 102,758冊

35,535
35,532
35,528
30,587
18,241

210
0

(18,444〔2,651〕)
(18,141〔2,609〕)
(17,735〔2,469〕)
(13,673〔2,250〕)
(7,924〔1,508〕)

(55〔15〕)
(50〔15〕)

(12〔12〕)

(802)
(784)
(752)
(481)

(35,535)
(35,532)
(35,528)
(30,587)
(22,143)

(210)
(0)

(55〔15〕)
(50〔15〕)

(12〔12〕)

(802)
(784)
(752)
(481)

(35,535)
(35,532)
(35,528)
(30,587)
(22,143)

(210)
(0)

点

獣医学部

(18,444〔2,651〕)
(18,141〔2,609〕)
(17,735〔2,469〕)
(13,673〔2,250〕)
(7,924〔1,508〕)

55〔15〕
 50〔15〕

12〔12〕

802
784
752
481

35,535
35,532
35,528
30,587
18,241

210
0

(18,444〔2,651〕)
(18,141〔2,609〕)
(17,735〔2,469〕)
(13,673〔2,250〕)
(7,924〔1,508〕)

機械・器具 標　　本

機械・器具の点数につい
て、教育研究の充実のた
め教育研究の実施に伴う
消耗品を購入したため。
（30）

機械・器具の点数につい
て、教育研究の充実のた
め教育研究の実施に伴う
消耗品を購入したため。
（２）

図書・視聴覚資料の点数
について、教育研究の充
実のためキャンパス間移
設、受入、購入したた
め。（２）

機械・器具の点数につい
て、教育研究の充実のた
め教育研究の実施に伴う
消耗品を購入したため。
（３）

図書の点数について、教
育研究の充実のためキャ
ンパス間移設、購入した
ため。（３）

機械・器具の点数につい
て、教育研究の充実のた
め教育研究の実施に伴う
消耗品を購入したため。
（４）

図書・視聴覚資料の点数
について、教育研究の充
実のためキャンパス間移
設、受入、購入したた
め。（４）

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

〔うち外国書〕 点

計

(18,444〔2,651〕)
(18,141〔2,609〕)
(17,735〔2,469〕)
(13,673〔2,250〕)
(7,924〔1,508〕)

55〔15〕
 50〔15〕

12〔12〕

802
784
752
481

点

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

獣医学部 55 室

語学学習施設

8室 9室 22室
1室 0

（補助職員　0人） （補助職員　　0人）

0㎡ 0㎡

957,477㎡
955,898㎡
955,712㎡
955,208㎡

登記による面積の減及び
区分変更。（元）

増築及び登記面積等の錯
誤による変更（２）

新築及び用途変更による
変更（３）

面積の精査による減少
（４）

（127,226㎡）
（127,281㎡）
（124,913㎡）
（124,959㎡）
（126,643㎡）

（　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡）

（127,226㎡）
（127,281㎡）
（124,913㎡）
（124,959㎡）
（126,643㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

127,226㎡
127,281㎡
124,913㎡
124,959㎡
126,643㎡

0㎡ 0㎡

127,226㎡
127,281㎡
124,913㎡
124,959㎡
126,643㎡

0㎡
123,813㎡
147,175㎡

小　　　計
308,543㎡
310,160㎡
310,142㎡

0㎡ 0㎡
308,543㎡
310,160㎡
310,142㎡

借用期間及び面積
　1年　   60㎡
  3年　　 224㎡
 30年　14,731㎡
 60年　15,974㎡

境界確定をするため土地
整備計画を実施し分筆を
行った。（元）

境界確定をするため土地
整備計画を実施し分筆を
行った。また、区分の見
直しを行ったことによる
変更（２）

寄付を受けたことによる
増加（３）

研修所の取得による増加
（４）

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地
184,730㎡
162,985㎡
162,967㎡

0㎡ 0㎡
184,730㎡
162,985㎡
162,967㎡

運動場用地
123,813㎡
147,175㎡

0㎡

そ　の　他

648,934㎡
647,355㎡
647,169㎡
645,552㎡
645,066㎡

0㎡ 0㎡

648,934㎡
647,355㎡
647,169㎡
645,552㎡
645,066㎡

合　　　計

957,477㎡
955,898㎡
955,712㎡
955,208㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称
学生募集
停止学科
数

5
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

岡山理科大学

　理学部 4 415 － 2170
学士

（理学） 0.81 0.88 － 昭和39
岡山県岡山市北
区理大町１番１
号

　　応用数学科 4 110 － 440
学士

（理学） 1.03 1.12 － 昭和39 同上

　　基礎理学科 4 90 － 360
学士

（理学） 0.89 0.87 － 昭和50 同上

物理学科 4 45 － 270
学士

（理学） 0.86 0.75 － 昭和41 同上

　　　物理科学専
      攻

4 － － －
学士

（理学） － － － 平成14 同上

名称変更（令和
４年度）
応用物理学科物
理科学専攻→物
理学科

　　　臨床工学専
      攻

4 － － －
学士

（理学） － － － 平成14 同上
令和４年度より
学生募集停止

　　化学科 4 75 － 300
学士

（理学） 0.74 0.64 － 昭和39 同上

　　生物化学科 4 － － －
学士

（理学） － － － 昭和63 同上
令和４年度より
学生募集停止

　　動物学科 4 45 － 180
学士

（理学） 0.93 0.86 － 平成20 同上

　　臨床生命科
    学科

4 50 － 335
学士

（理学） 0.67 0.90 － 平成16 同上
令和４年度入学
定員減（△45
人）

　工学部 4 395
3年次

5
1995

学士
（工学） 0.94 0.91 － 昭和61 同上

　　機械システム
    工学科

4 90 － 360
学士

（工学） 0.96 0.76 － 昭和61 同上

　　電気電子シス
    テム学科

4 70 － 280
学士

（工学） 1.02 0.91 － 昭和61 同上

　　情報工学科 4 75 － 360
学士

（工学） 1.04 1.14 － 平成4 同上
令和４年度入学
定員減（△20
人）

応用化学科 4 60 － 315
学士

（工学） 0.74 0.56 － 昭和61 同上

名称変更(令和４
年度）
バイオ・応用化
学科→応用化学
科
令和4年度入学定
員減（△25人）

　　知能機械工
    学科

4 － － －
学士

（工学） － － － 平成17 同上
令和４年度より
学生募集停止

　　建築学科 4 75
3年次

5
310

学士
（工学） 1.09 1.13 － 平成23 同上

　　生命医療工
    学科

4 25 － 205
学士

（工学） 0.73 1.00 － 平成19 同上

令和４年度入学
定員減（△35
人）

　情報理工学部 4 210 － 210
学士

（情報理
工学）

1.04 1.04 － 令和４年 同上

　　情報理工学科 4 210 － 210
学士

（情報理
工学）

1.04 1.04 － 令和４年 同上

岡山理科大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

　総合情報学部 4 － － － 学士
（総合情
報学）

－ － － 平成9 岡山県岡山市北
区理大町１番１
号

　　情報科学科 4 － － － 学士
（総合情
報学）

－ － － 平成9 同上 令和４年度より
学生募集停止

　　社会情報学科 4 － － － 学士
（総合情
報学）

－ － － 平成9 同上 平成29年より学
生募集停止

　生命科学部 4 165 － 165
学士

（生命科
学）

0.80 0.80 － 令和４ 同上

　　生物科学科 4 165 － 165
学士

（生命科
学）

0.80 0.80 － 令和４ 同上

　生物地球学部 4 140 － 560
学士

（理学） 1.04 1.00 － 平成24 同上

　　生物地球学科 4 140 － 560
学士

（理学） 1.04 1.00 － 平成24 同上

　教育学部 4 130 － 520
学士
（教育
学）

0.81 0.60 － 平成28 同上

　　初等教育学科 4 70 － 280
学士
（教育
学）

0.87 0.67 － 平成28 同上

　　中等教育学科 4 60 － 240
学士
（教育
学）

0.74 0.51 － 平成28 同上

　経営学部 4 160 － 550
学士（経
営学） 1.04 1.03 － 平成29 同上

　　経営学科 4 160 － 550
学士（経
営学） 1.04 1.03 － 平成29 同上

令和４年度入学
定員増（30人）

　獣医学部（６年制） 6 140 － 700 － 1.07 1.02 － 平成30
愛媛県今治市い
こいの丘1-3

　獣医学部（４年制） 4 60 － 240 － 1.02 1.16 － 平成30 同上

　　獣医学科 6 140 － 700
学士
（獣医
学）

1.07 1.02 － 平成30 同上 ６年制学科

　　獣医保健看護
  　学科

4 60 － 240

学士
（獣医保
健看護
学）

1.02 1.16 － 平成30 同上

大学全体 － 1815
3年次
5

7410 ― － － － － －

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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大 学 の 名 称
学生募集
停止学科
数

1
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

岡山理科大学大学院

　理学研究科

　　応用数学専攻

　　　（修士課程） 2 6 － 12 修士
（理学）

0.33 0.50 － 昭和55 岡山県岡山市北
区理大町１番１
号

　　化学専攻

　　　（修士課程） 2 16 － 32
修士

（理学） 0.53 0.50 － 昭和49 同上

　　応用物理学専
    攻

　　　（修士課程） 2 13 － 26
修士

（理学） 0.45 0.61 － 昭和49 同上

　　総合理学専攻

　　　（修士課程） 2 12 － 24
修士

（理学） 0.45 0.50 － 昭和63 同上

　　生物化学専攻

　　　（修士課程） 2 13 － 26
修士

（理学） 0.49 0.61 － 平成4年 同上

　　臨床生命科学
    専攻

　　　（修士課程） 2 12 － 24
修士

（理学） 0.95 0.50 － 平成20 同上

　　動物学専攻

　　　（修士課程） 2 4 － 8
修士

（理学） 1.25 1.50 － 平成24 同上

応用数学専攻

（博士課程（後期）） 3 4 － 12
博士

（理学） 0.00 0.00 昭和62 同上

　　材質理学専攻

（博士課程（後期）） 3 9 － 27
博士

（理学） 0.14 0.11 － 昭和53 同上

　工学研究科

　　応用化学専攻

　　　（修士課程） 2 13 － 26
修士

（工学） 0.26 0.30 － 平成2 同上

　　 機械システム
     工学専攻

　　　（修士課程） 2 13 － 26
修士

（工学） 0.53 0.30 － 平成2 同上

　　電子工学専攻

　　　（修士課程） 2 8 － 16
修士

（工学） 0.37 0.50 － 平成2 同上

　　情報工学専攻

　　　（修士課程） 2 10 － 20
修士

（工学） 0.60 1.00 － 平成8 同上

　　知能機械工学
    専攻

　　　（修士課程） 2 8 － 16
修士

（工学） 0.56 0.87 － 平成21 同上

　　生体医工学専
    攻

　　　（修士課程） 2 6 － 12
修士

（工学） 0.41 0.50 － 平成23

　　建築学専攻

　　　（修士課程） 2 8 － 16
修士

（工学） 0.62 0.62 － 平成23 同上

　　システム科学
    専攻

（博士課程（後期）） 3 5 － 15
博士

（工学） 0.40 0.20 － 平成2 同上

岡山理科大学大学院

同上

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

　総合情報研究科

　　情報科学専攻

　　　（修士課程） 2 7 － 14 修士
（総合情
報）

0.28 0.14 － 平成13 岡山県岡山市北
区理大町１番１
号

　　社会情報専攻

　　　（修士課程） 2 － － － 修士
（総合情
報）

－ － － 平成13 同上 令和３年より募
集停止

   数理・環境シス
   テム専攻

（博士課程（後期）） 3 2 － 6
博士

（学術） 1.00 2.00 － 平成15 同上

　生物地球科学研
  究科

2 12 － 24
修士

（理学） 0.91 0.75 － 平成28 同上

　　生物地球科学
    専攻

　　　（修士課程） 2 12 － 24
修士

（理学） 0.91 0.75 － 平成28 同上

　マネジメント
　研究科

2 12 － 24
修士

（マネジメ
ント）

1.04 1.08 － 令和3 同上

　　マネジメント
    専攻

　　　（修士課程） 2 12 － 24
修士

（マネジメ
ント）

1.04 1.08 － 令和３ 同上

大学院全体 － 193 － 406 － － － － － －

大 学 の 名 称
学生募集
停止学科
数

0
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

倉敷芸術科学大学

　芸術学部 4 100 3年次
2

414 学士
(芸術)

1.04 1.24 － 平成７ 岡山県倉敷市連
島町西之浦2640
番地

　　メディア映像
　　学科

4 50
3年次
2

204
学士

(芸術)
1.20 1.38 － 平成16 同上

　　デザイン芸術
　　学科

4 50 － 210 学士
(芸術)

0.88 1.10 － 平成20 同上 令和3年度入学定
員減（△5人）

　生命科学部 4 190
3年次
2

864 ― 0.96 1.10 － 平成16 同上

　　生命科学科 4 40 － 180 学士
(生命科

学)

0.79 0.80 － 平成16 同上 令和3年度入学定
員減（△10）

　　健康科学科 4 55 － 270
学士

(健康科
学)

0.88 1.10 － 平成16 同上
令和3年度入学定
員減（△25）

　　動物生命科
　　学科

4 40
3年次
2

194
学士

(生命科
学)

1.18 1.72 － 平成18 同上
令和3年度入学定
員減（△15）

　　生命医科学科 4 55 － 220
学士

(生命科
学)

1.03 0.87 － 平成20 同上

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

倉敷芸術科学大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

　危機管理学部 4 60 － 300 学士
(危機管

理)

0.84 0.66 － 平成29 岡山県倉敷市連
島町西之浦2640
番地

　　危機管理学科 4 60 － 300 学士
(危機管

理)

0.84 0.66 － 平成29 同上 令和3年度入学定
員減（△30）

大学全体 － 350
3年次
4

1578 － － － － － ― －

大 学 の 名 称
学生募集
停止学科
数

0
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

1 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

倉敷芸術科学大学
大学院

　芸術研究科
　美術専攻

　　（修士課程） 2 10 － 20 修士
（芸術）

1.35 1.00 － 平成11

　芸術制作表現
　専攻

（博士課程（後期）） 3 4 － 12
博士

（芸術） 0.25 0.50 － 平成13 同上

　産業科学技術
　研究科
　　機能物質化学
　　専攻

　　（修士課程） 2 8 － 16
修士

(産業科
学技術)

0.12 0.00 － 平成11 同上

　　機能物質化学
　　専攻

（博士課程（後期）） 3 2 － 6
博士

（工学） 0.00 0.00 － 平成13 同上

人間文化研究科
　人間文化専攻

　　（修士課程） 2 15 － 30
修士
(学術) 0.09 0.06 － 平成11 同上

倉敷芸術科学大学
大学院（通信制）

　芸術研究科
　　美術専攻
　　（通信制）

　　（修士課程） 2 10 － 20
修士

（芸術） 0.00 0.00 － 平成14 同上

　産業科学技術
　研究科
　　機能物質化学
　　専攻（通信制）

　　（修士課程） 2 20 － 40
修士

(産業科学
技術)

0.00 0.00 － 平成14 同上

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

倉敷芸術科学大学大学院

平均入学
定員
超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

岡山県倉敷市連
島町西之浦2640
番地

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号
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年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

　人間文化研究科
　人間文化専攻
　（通信制）

　　（修士課程） 2 30 － 60 修士
(学術)

0.04 0.06 － 平成14 岡山県倉敷市連
島町西之浦2640
番地

大学院全体 － 99 － 204 ― － － － － ―

大 学 の 名 称
学生募集
停止学科
数

1
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

千葉科学大学

　薬学部 6 100 － 700 学士
（薬
学）

0.60 0.50 － 平成16 千葉県銚子市
潮見町３番

　　薬学科 6 100 － 700 学士
（薬
学）

0.60 0.50 － 平成16 同上 ６年制学科
令和４年度入学
定員減（△２０
人）

　　生命薬科学科 4 － － － 学士
（生命
薬科
学）

－ － － 平成22 同上 平成31年度より
学生募集停止

　危機管理学部 4 300 － 1200
学士

（危機
管理）

0.76 0.61 － 平成16 同上

　　危機管理学科 4 120 － 480
学士

（危機
管理）

0.83 0.64 － 平成16 同上

　　保健医療学科 4 80 － 320
学士

（危機
管理）

0.78 0.55 － 平成21 同上

　　航空技術危機
　　管理学科

4 40 － 160
学士

（危機
管理）

0.68 0.82 － 平成22 同上

　　動物危機管理
　　学科

4 60 － 240
学士

（危機
管理）

0.64 0.48 － 平成24 同上

　 看護学部 4 90 － 330
学士

（看護
学）

1.01 0.66 － 平成26 同上

　　看護学科 4 90 － 330 学士
（看護
学）

1.01 0.66 － 平成26 同上 令和４年度入学
定員増（10人）

大学全体 － 490 － 2230 － － － － － － －

平均入学
定員
超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

千葉科学大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号
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大 学 の 名 称
学生募集
停止学科
数

0
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

千葉科学大学大学院

　薬学研究科
　　薬学専攻

　　　（博士課程） 4 3 － 12 博士
（薬学）

0.16 0.00 － 平成24 千葉県銚子市
潮見町３番

　　薬科学専攻

　　　（修士課程） 2 10 － 20
修士
（薬科
学）

0.15 0.00 － 平成22 同上

　　薬科学専攻

（博士課程（後期）） 3 5 － 15
博士
（薬科
学）

0.00 0.00 － 平成22 同上

　危機管理学研究科
　　危機管理学専攻

　　　（修士課程） 2 5 － 10
修士

（危機管
理学）

1.10 1.40 － 平成20 同上

　　危機管理学専攻

（博士課程（後期）） 3 3 － 9
博士

（危機管
理学）

0.11 0.00 － 平成22 同上

　看護学研究科
　　看護学専攻

　　（修士課程） 2 5 － 10
修士
（看護
学）

0.60 0.60 － 平成30 同上

大学院全体 － 31 － 76 － － － － － －

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学、大学院、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

千葉科学大学大学院

平均入学
定員
超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号
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【認可時又は届出時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】 【令和４年度】

獣医事法規 獣医事法規 獣医事法規 獣医事法規 獣医事法規 獣医事法規

獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習

動物感染症学※ 動物感染症学※ 動物感染症学※ 動物感染症学※ 動物感染症学※ 動物感染症学※

人獣共通感染症学 人獣共通感染症学 人獣共通感染症学 人獣共通感染症学 人獣共通感染症学 人獣共通感染症学

獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習

食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習

家禽疾病学 家禽疾病学 家禽疾病学 家禽疾病学 家禽疾病学 家禽疾病学

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

国際獣医事概論 国際獣医事概論 国際獣医事概論 国際獣医事概論 国際獣医事概論 国際獣医事概論

国際動物関連法規※ 国際動物関連法規※ 国際動物関連法規※ 国際動物関連法規※ 国際動物関連法規※ 国際動物関連法規※

動物危機管理学 動物危機管理学 動物危機管理学 動物危機管理学 動物危機管理学 動物危機管理学

国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※

人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習

公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

現代人の科学Ｃ 現代人の科学Ｃ 現代人の科学Ｃ 現代人の科学Ｃ 現代人の科学Ｃ 現代人の科学Ｃ

動物関連キャリア概論※

獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習

獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※

獣医内科学総論※ 獣医内科学総論※ 獣医内科学総論※ 獣医内科学総論※ 獣医内科学総論※ 獣医内科学総論※

獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※

獣医消化器病学 獣医消化器病学 獣医消化器病学 獣医消化器病学 獣医消化器病学 獣医消化器病学

獣医皮膚病学 獣医皮膚病学 獣医皮膚病学 獣医皮膚病学 獣医皮膚病学 獣医皮膚病学

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

情報リテラシー

獣医微生物学実習

獣医公衆衛生学総論

獣医公衆衛生学実習

食品衛生学実習

環境衛生学

動物衛生学実習

総合獣医学演習Ⅱ※

セキュリティー学

グローバル食品管理科学

国際生物資源学※

人獣共通感染症学実習

公共獣医事情報解析実習

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

動物関連キャリア概論※

食品衛生学 食品衛生学 食品衛生学 食品衛生学 食品衛生学 食品衛生学

食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習

レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※

公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

動物関連キャリア概論※

獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習

医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習

獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習

食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習

人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習

公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

５　教員組織の状況

＜獣医学部　獣医学科＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

吉川 泰弘
＜平成30年4月＞

農学博士

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

専 教授

吉川 泰弘
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

吉川 泰弘
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

吉川 泰弘
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

吉川 泰弘
＜平成30年4月＞

農学博士

動物関連キャリア概論※

獣医キャリアスキルアップ研修 獣医キャリアスキルアップ研修

専 教授

北川 均
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 教授

北川 均
＜平成30年4月＞
博士（農学）

獣医キャリアスキルアップ研修 獣医キャリアスキルアップ研修

専 教授

北川 均
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 教授

北川 均
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 教授

北川 均
＜平成30年4月＞
博士（農学）

獣医キャリアスキルアップ研修

専 教授

手島 玲子
＜平成30年4月＞

薬学博士

専 教授教授

獣医キャリアスキルアップ研修

専 教授

菅又 昌実
＜平成30年4月＞

医学博士

専 教授

北川 均
＜平成30年4月＞
博士（農学）

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

手島 玲子
＜平成30年4月＞

薬学博士

専 教授

手島 玲子
＜平成30年4月＞

薬学博士

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

専

手島 玲子
＜平成30年4月＞

薬学博士

専 教授

手島 玲子
＜平成30年4月＞

薬学博士

専 教授

動物関連キャリア概論※

専 教授

黒木 俊郎
＜平成30年4月＞
博士(獣医学)

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

専 教授

黒木 俊郎
＜平成30年4月＞
博士(獣医学)

専 教授

黒木 俊郎
＜平成30年4月＞
博士(獣医学)

専 教授

黒木 俊郎
＜平成30年4月＞
博士(獣医学)

専 教授

黒木 俊郎
＜平成30年4月＞
博士(獣医学)

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

手島 玲子
＜平成30年4月＞

薬学博士

専 教授

黒木 俊郎
＜平成30年4月＞
博士(獣医学)

担当授業科目名

専 教授

吉川 泰弘
＜平成30年4月＞

農学博士

動物関連キャリア概論※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

動物関連キャリア概論※

魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習

水産増養殖学 水産増養殖学 水産増養殖学 水産増養殖学

国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

生物物理学

分子疫学※

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

動物関連キャリア概論※

化学 化学 化学 化学 化学 化学

創薬科学 創薬科学 創薬科学 創薬科学 創薬科学 創薬科学

抗菌薬バイオロジー 抗菌薬バイオロジー 抗菌薬バイオロジー 抗菌薬バイオロジー 抗菌薬バイオロジー 抗菌薬バイオロジー

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

動物関連キャリア概論※

獣医薬理学総論 獣医薬理学総論 獣医薬理学総論 獣医薬理学総論 獣医薬理学総論 獣医薬理学総論

獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習

獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習

獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー

動物関連キャリア概論※

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医薬理学各論 獣医薬理学各論 獣医薬理学各論 獣医薬理学各論 獣医薬理学各論 獣医薬理学各論

獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習

獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習

獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

動物関連キャリア概論※

獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習

医動物学 医動物学 医動物学 医動物学 医動物学 医動物学

医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

国際動物関連法規※ 国際動物関連法規※ 国際動物関連法規※ 国際動物関連法規※ 国際動物関連法規※ 国際動物関連法規※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

動物関連キャリア概論※

獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習

獣医病理学総論 獣医病理学総論 獣医病理学総論 獣医病理学総論 獣医病理学総論 獣医病理学総論

獣医病理学各論 獣医病理学各論 獣医病理学各論 獣医病理学各論 獣医病理学各論 獣医病理学各論

獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習

獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習

総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※

国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

専 教授

飯田 貴次
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 教授

飯田 貴次
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 教授

飯田 貴次
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 教授

榑林 陽一
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

尾﨑 博
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

専 教授

俵 修一
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

俵 修一
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

俵 修一
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

俵 修一
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

俵 修一
＜平成30年4月＞
博士（医学）

動物関連キャリア概論※

トランスレーショナル・リサーチ

国際ライフサイエンス産業政策論

尾﨑 博
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

尾﨑 博
＜平成30年4月＞

農学博士

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

尾﨑 博
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

尾﨑 博
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習

専 教授

水野 理介
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

水野 理介
＜平成30年4月＞
博士（医学）

ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習

専 教授

水野 理介
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

水野 理介
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

水野 理介
＜平成30年4月＞
博士（医学）

ライフサイエンス特別実習

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

専 教授

宇根 有美（ユミ）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

専 教授

柴原 壽行
＜平成30年4月＞

獣医学博士

専 教授

柴原 壽行
＜平成30年4月＞

獣医学博士

ライフサイエンス特別実習

専 教授

柴原 壽行
＜平成30年4月＞

獣医学博士

専 教授

柴原 壽行
＜平成30年4月＞

獣医学博士

専 教授

柴原 壽行
＜平成30年4月＞

獣医学博士

専 教授

水野 理介
＜平成30年4月＞
博士（医学）

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

産業動物疾病診断病理学※ 産業動物疾病診断病理学※

エキゾチックアニマル学※ エキゾチックアニマル学※ エキゾチックアニマル学※ エキゾチックアニマル学※ エキゾチックアニマル学※

宇根 有美（ユミ）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

宇根 有美（ユミ）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

産業動物疾病診断病理学※

宇根 有美（ユミ）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

宇根 有美（ユミ）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

産業動物疾病診断病理学※ 産業動物疾病診断病理学※

獣医キャリアスキルアップ研修 獣医キャリアスキルアップ研修 獣医キャリアスキルアップ研修 獣医キャリアスキルアップ研修 獣医キャリアスキルアップ研修

専 教授

飯田 貴次
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 教授

俵 修一
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

尾﨑 博
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

柴原 壽行
＜平成30年4月＞

獣医学博士

専 教授

宇根 有美（ユミ）
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

産業動物疾病診断病理学※

エキゾチックアニマル学※

獣医キャリアスキルアップ研修
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

生命倫理学 生命倫理学 生命倫理学 生命倫理学 生命倫理学 生命倫理学

人間・動物関係学 人間・動物関係学 人間・動物関係学 人間・動物関係学 人間・動物関係学 人間・動物関係学

動物行動学 動物行動学 動物行動学 動物行動学 動物行動学 動物行動学

動物行動治療学 動物行動治療学 動物行動治療学 動物行動治療学 動物行動治療学 動物行動治療学

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医分子生物学 獣医分子生物学 獣医分子生物学 獣医分子生物学 獣医分子生物学 獣医分子生物学

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

放射線生物学※ 放射線生物学※

獣医生化学 獣医生化学 獣医生化学 獣医生化学 獣医生化学 獣医生化学

獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習

獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習

分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ

専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医形態機能学Ⅰ 獣医形態機能学Ⅰ 獣医形態機能学Ⅰ 獣医形態機能学Ⅰ 獣医形態機能学Ⅰ 獣医形態機能学Ⅰ

獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習

獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習

総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※

比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医生理学 獣医生理学 獣医生理学 獣医生理学 獣医生理学 獣医生理学

獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習

比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習

獣医毒性学 獣医毒性学 獣医毒性学 獣医毒性学 獣医毒性学 獣医毒性学

獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習

分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※

獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※

レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医微生物学※ 獣医微生物学※ 獣医微生物学※ 獣医微生物学※ 獣医微生物学※ 獣医微生物学※

獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習

国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※

人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習

分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習

獣医免疫学 獣医免疫学 獣医免疫学 獣医免疫学 獣医免疫学 獣医免疫学

獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習

発生工学※ 発生工学※ 発生工学※ 発生工学※ 発生工学※ 発生工学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習

獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習

野生動物学 野生動物学 野生動物学 野生動物学

動物感染症学※ 動物感染症学※ 動物感染症学※ 動物感染症学※

国際野生動物管理学 国際野生動物管理学 国際野生動物管理学 国際野生動物管理学

国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※

国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※

国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※ 国際展示動物疾病学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

現代人の科学Ａ 現代人の科学Ａ 現代人の科学Ａ 現代人の科学Ａ

岩田 惠理
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

岩田 惠理
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

江藤 真澄
＜平成30年4月＞
博士（理学）

専 教授

江藤 真澄
＜平成30年4月＞
博士（理学）

岩田 惠理
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

岩田 惠理
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授専 教授

岩田 惠理
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授専 教授

岩田 惠理
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

江藤 真澄
＜平成30年4月＞
博士（理学）

教授

九郎丸 正道
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

汾陽 光盛
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

汾陽 光盛
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

教授

九郎丸 正道
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

九郎丸 正道
＜平成30年4月＞

農学博士

専

専 教授

江藤 真澄
＜平成30年4月＞
博士（理学）

専 教授

九郎丸 正道
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

九郎丸 正道
＜平成30年4月＞

農学博士

専

専 教授

江藤 真澄
＜平成30年4月＞
博士（理学）

専 教授

江藤 真澄
＜平成30年4月＞
博士（理学）

専 教授

西木 禎一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専 教授

西木 禎一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

汾陽 光盛
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

西木 禎一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専 教授

西木 禎一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専 教授

西木 禎一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

汾陽 光盛
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

汾陽 光盛
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

専 教授

邊見 弘明
＜平成31年4月＞
博士（医学）

専 教授

邊見 弘明
＜平成31年4月＞
博士（医学）

専

専 教授

森川 茂
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専 教授

森川 茂
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専 教授

森川 茂
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専 教授

森川 茂
＜平成31年4月＞
博士（農学）

教授

邊見 弘明
＜平成31年4月＞
博士（医学）

ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習

専 教授

邊見 弘明
＜平成31年4月＞
博士（医学）

教授

邊見 弘明
＜平成31年4月＞
博士（医学）

専 教授

邊見 弘明
＜平成31年4月＞
博士（医学）

専

専 教授

森川 茂
＜平成31年4月＞
博士（農学）

エキゾチックアニマル学※ エキゾチックアニマル学※ エキゾチックアニマル学※

専 教授

栁井 德磨
＜平成31年4月＞

農学博士

専 教授

栁井 德磨
＜平成31年4月＞

農学博士

専 教授

栁井 德磨
＜平成31年4月＞

農学博士

教授

九郎丸 正道
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

汾陽 光盛
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

西木 禎一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専 教授

森川 茂
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専

ライフサイエンス特別実習

専 教授

栁井 德磨
＜平成31年4月＞

農学博士

エキゾチックアニマル学※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

現代人の科学Ａ 現代人の科学Ａ

獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習

臨床検査学入門 臨床検査学入門 臨床検査学入門 臨床検査学入門 臨床検査学入門 臨床検査学入門

獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※

獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※

獣医血液・免疫病学 獣医血液・免疫病学 獣医血液・免疫病学 獣医血液・免疫病学 獣医血液・免疫病学 獣医血液・免疫病学

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

免疫関連疾病学 免疫関連疾病学 免疫関連疾病学 免疫関連疾病学 免疫関連疾病学 免疫関連疾病学

総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

食品衛生学実習

動物衛生学

動物衛生学実習

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

獣医疫学

総合獣医学演習Ⅰ※

国際動物疾病学※

獣医臨床疫学演習※

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

専門英語ⅡＡ

遺伝育種学※

動物衛生学実習

獣医臨床繁殖学

獣医臨床繁殖学実習

総合獣医学演習Ⅰ※

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

遺伝育種学※

動物衛生学実習

獣医臨床栄養学 獣医臨床栄養学 獣医臨床栄養学 獣医臨床栄養学 獣医臨床栄養学 獣医臨床栄養学

獣医内科学総論※ 獣医内科学総論※ 獣医内科学総論※ 獣医内科学総論※ 獣医内科学総論※ 獣医内科学総論※

獣医泌尿生殖器病学 獣医泌尿生殖器病学 獣医泌尿生殖器病学 獣医泌尿生殖器病学 獣医泌尿生殖器病学 獣医泌尿生殖器病学

獣医内分泌代謝学 獣医内分泌代謝学 獣医内分泌代謝学 獣医内分泌代謝学 獣医内分泌代謝学 獣医内分泌代謝学

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※

総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

獣医外科学総論 獣医外科学総論 獣医外科学総論 獣医外科学総論 獣医外科学総論 獣医外科学総論

獣医手術学総論 獣医手術学総論 獣医手術学総論 獣医手術学総論 獣医手術学総論 獣医手術学総論

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

専 教授

杉山　晶彦
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

杉山　晶彦
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専

兼任 講師

栁井 德磨
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

門平 睦代
＜令和2年4月＞
Ph.D.（カナダ）

教授

杉山　晶彦
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

足立　吉數
＜令和2年4月＞
獣医学博士

教授

杉山　晶彦
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

杉山　晶彦
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専

兼任 講師

前多 敬一郎
＜平成31年4月＞

農学博士

獣医キャリアスキルアップ研修

専 教授

前多 敬一郎
＜令和3年4月＞

農学博士

教授

星 史雄
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

トランスレーショナル・ベテリナリーメ
ディシン※

トランスレーショナル・ベテリナ
リーメディシン※

トランスレーショナル・ベテリナリーメ
ディシン※

トランスレーショナル・ベテリナ
リーメディシン※

トランスレーショナル・ベテリナ
リーメディシン※

教授

星 史雄
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

星 史雄
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専専 教授

星 史雄
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

星 史雄
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専

専 教授

山添 和明
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

山添 和明
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

山添 和明
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

山添 和明
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

山添 和明
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

山添 和明
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

杉山　晶彦
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

栁井 德磨
＜平成30年4月＞

農学博士

専 教授

星 史雄
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

トランスレーショナル・ベテリナリーメ
ディシン※
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等
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兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

獣医軟部組織外科学 獣医軟部組織外科学 獣医軟部組織外科学 獣医軟部組織外科学 獣医軟部組織外科学 獣医軟部組織外科学

獣医臨床腫瘍学 獣医臨床腫瘍学 獣医臨床腫瘍学 獣医臨床腫瘍学 獣医臨床腫瘍学 獣医臨床腫瘍学

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医臨床繁殖学 獣医臨床繁殖学 獣医臨床繁殖学

獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ

総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ

応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ

応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ

応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ

応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ

ＴＯＥＩＣセミナーⅠ ＴＯＥＩＣセミナーⅠ ＴＯＥＩＣセミナーⅠ ＴＯＥＩＣセミナーⅠ ＴＯＥＩＣセミナーⅠ ＴＯＥＩＣセミナーⅠ

ＴＯＥＩＣセミナーⅡ ＴＯＥＩＣセミナーⅡ ＴＯＥＩＣセミナーⅡ ＴＯＥＩＣセミナーⅡ ＴＯＥＩＣセミナーⅡ ＴＯＥＩＣセミナーⅡ

海外文化研修 海外文化研修 海外文化研修 海外文化研修 海外文化研修 海外文化研修

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※

産業動物臨床学 産業動物臨床学 産業動物臨床学 産業動物臨床学

産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

動物実験学※ 動物実験学※ 動物実験学※ 動物実験学※ 動物実験学※ 動物実験学※

獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習

獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習

獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※

修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ

専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ

動物関連キャリア概論※

生命科学実習

獣医組織学実習

獣医病理解剖学実習

獣医病理学実習

総合参加型臨床実習

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

専門英語ⅠＢ

動物関連キャリア概論※

魚病学

魚病学実習

獣医公衆衛生学実習

動物衛生学実習

国際生物資源学※

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

専 教授

岡村 泰彦
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

岡村 泰彦
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専

専 教授

田口 純
＜平成30年4月＞
博士（文学）

専 教授

田口 純
＜平成30年4月＞
博士（文学）

専 教授

田口 純
＜平成30年4月＞
博士（文学）

稲葉 俊夫
＜令和2年4月＞

農学博士

専 教授

稲葉 俊夫
＜令和2年4月＞

農学博士

専 教授

教授

岡村 泰彦
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

稲葉 俊夫
＜令和2年4月＞

農学博士

専 教授

稲葉 俊夫
＜令和2年4月＞

農学博士

専 教授

教授

岡村 泰彦
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

岡村 泰彦
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専

実用英語（アカデミックライティング）
実用英語（アカデミックライティン
グ）

実用英語（アカデミックライティング）
実用英語（アカデミックライティン
グ）

実用英語（アカデミックライティン
グ）

実用英語（プレゼンテーション） 実用英語（プレゼンテーション） 実用英語（プレゼンテーション） 実用英語（プレゼンテーション） 実用英語（プレゼンテーション）

専 教授

田口 純
＜平成30年4月＞
博士（文学）

専 教授

田口 純
＜平成30年4月＞
博士（文学）

稲葉 俊夫
＜令和2年4月＞

農学博士

専
准教
授

伊豆 弥生
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

伊豆 弥生
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専

専
准教
授

山田 裕
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

山田 裕
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

山田 裕
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

准教
授

伊豆 弥生
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習

専
准教
授

伊豆 弥生
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

准教
授

伊豆 弥生
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

伊豆 弥生
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専

ライフサイエンス特別実習

専
准教
授

片山 圭一
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

北村 真一
＜平成30年4月＞
博士（水産科学）

専 教授

田口 純
＜平成30年4月＞
博士（文学）

実用英語（アカデミックライティング）

実用英語（プレゼンテーション）

専
准教
授

山田 裕
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

岡村 泰彦
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

稲葉 俊夫
＜令和2年4月＞

農学博士

ライフサイエンス特別実習

49



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

生命科学 生命科学 生命科学 生命科学 生命科学 生命科学

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習

獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習

比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医形態機能学Ⅱ 獣医形態機能学Ⅱ 獣医形態機能学Ⅱ 獣医形態機能学Ⅱ 獣医形態機能学Ⅱ 獣医形態機能学Ⅱ

獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習

獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習

修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

生命科学実習

生物統計

獣医生理学実習

食品衛生学実習

獣医臨床疫学演習※

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

健康の科学

生涯スポーツ

獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習

獣医微生物学※ 獣医微生物学※ 獣医微生物学※ 獣医微生物学※ 獣医微生物学※ 獣医微生物学※

獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習

獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習

人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習

分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医生理学実習

獣医公衆衛生学実習

食品衛生学実習

分子細胞腫瘍学※

分子疫学※

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

専門英語ⅡＢ

獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習

獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習

レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※ レギュラトリー科学※

国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習

獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習

食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習

国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※

人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習

公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

専
准教
授

畑 明寿
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

畑 明寿
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専

村田 拓也
＜平成30年4月＞
博士（農学）

ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習

村田 拓也
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

村田 拓也
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

准教
授

畑 明寿
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

村田 拓也
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

村田 拓也
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

准教
授

畑 明寿
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

畑 明寿
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専

専
准教
授

松井 利康
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習

専
准教
授

専
准教
授

松井 利康
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

松井 利康
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

松井 利康
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

松井 利康
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

松井 利康
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

ライフサイエンス特別実習

ライフサイエンス特別実習

専
准教
授

我妻 玲
＜平成30年4月＞
博士（学術）

専
准教
授

依田 成玄
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

渡辺 俊平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

渡辺 俊平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

渡辺 俊平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

渡辺 俊平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

渡辺 俊平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

ライフサイエンス特別実習

専
准教
授

渡辺 俊平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

作道 章一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

作道 章一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

齋藤（春末）文代
＜平成31年4月＞
博士（工学）

医薬品・食品安全性評価演習 医薬品・食品安全性評価演習 医薬品・食品安全性評価演習 医薬品・食品安全性評価演習 医薬品・食品安全性評価演習

専
准教
授

齋藤（春末）文代
＜平成31年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

齋藤（春末）文代
＜平成31年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

齋藤（春末）文代
＜平成31年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

齋藤（春末）文代
＜平成31年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

齋藤（春末）文代
＜平成31年4月＞
博士（工学）

医薬品・食品安全性評価演習

専
准教
授

専 教授

作道 章一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

作道 章一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

作道 章一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

作道 章一
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

畑 明寿
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

村田 拓也
＜平成30年4月＞
博士（農学）

ライフサイエンス特別実習

50



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

獣医臨床病理学 獣医臨床病理学 獣医臨床病理学 獣医臨床病理学 獣医臨床病理学 獣医臨床病理学

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※

総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医眼科学 獣医眼科学 獣医眼科学 獣医眼科学 獣医眼科学 獣医眼科学

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

獣医麻酔科学 獣医麻酔科学 獣医麻酔科学 獣医麻酔科学 獣医麻酔科学 獣医麻酔科学

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習

獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習

獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習

獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習 獣医実験動物学実習

獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※

獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※

獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※ 獣医臨床薬理学※

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

獣医運動器病学 獣医運動器病学 獣医運動器病学 獣医運動器病学 獣医運動器病学 獣医運動器病学

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※

修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※

獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ

准教
授

下川（德永） 孝子
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

伊藤 良樹
＜令和2年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

伊藤 良樹
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

准教
授

下川（德永） 孝子
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

下川（德永） 孝子
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専専
准教
授

下川（德永） 孝子
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

下川（德永） 孝子
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専

専
准教
授

神田 鉄平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

神田 鉄平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

伊藤 良樹
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

神田 鉄平
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

神田 鉄平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

神田 鉄平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

伊藤 良樹
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

伊藤 良樹
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

専 講師

早川 晃司
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専 講師

早川 晃司
＜令和元年6月＞
博士（農学）

専 講師

早川 晃司
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専 講師

竹谷 浩介
＜平成30年4月＞
博士（理学）

専門英語ⅠＢ 専門英語ⅠＢ 専門英語ⅠＢ

専 講師

竹谷 浩介
＜平成30年4月＞
博士（理学）

専 講師

竹谷 浩介
＜平成30年4月＞
博士（理学）

専 講師

竹谷 浩介
＜平成30年4月＞
博士（理学）

専 講師

竹谷 浩介
＜平成30年4月＞
博士（理学）

講師

佐伯 亘平
＜令和2年8月＞
博士（獣医学）

専 講師

松田 彬
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

松田 彬
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

講師

佐伯 亘平
＜令和2年8月＞
博士（獣医学）

専 講師

佐伯 亘平
＜令和2年8月＞
博士（獣医学）

専

専 講師

早川 晃司
＜令和元年6月＞
博士（農学）

専 講師

佐伯 亘平
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

佐伯 亘平
＜令和2年8月＞
博士（獣医学）

専

専 講師

早川 晃司
＜令和元年6月＞
博士（農学）

専 講師

早川 晃司
＜令和元年6月＞
博士（農学）

専 講師

中嶋 幸生
＜令和2年4月＞
博士（医学）

専 講師

中嶋 幸生
＜平成31年4月＞
博士（医学）

中嶋 幸生
＜平成31年4月＞
博士（医学）

トランスレーショナル・ベテリナリーメディ
シン※

松田 彬
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

トランスレーショナル・ベテリナリーメディ
シン※

トランスレーショナル・ベテリナリー
メディシン※

トランスレーショナル・ベテリナリーメディ
シン※

トランスレーショナル・ベテリナリーメ
ディシン※

トランスレーショナル・ベテリナリー
メディシン※

松田 彬
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

松田 彬
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

専 講師

松田 彬
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

トランスレーショナル・ベテリナリーメディ
シン※

専
准教
授

中嶋 幸生
＜平成31年4月＞
博士（医学）

トランスレーショナル・ベテリナリーメディ
シン※

トランスレーショナル・ベテリナリー
メディシン※

トランスレーショナル・ベテリナリーメディ
シン※

トランスレーショナル・ベテリナリーメ
ディシン※

トランスレーショナル・ベテリナリー
メディシン※

専 講師 専 講師

中嶋 幸生
＜平成31年4月＞
博士（医学）

専 講師

中嶋 幸生
＜平成31年4月＞
博士（医学）

専 講師

佐伯 亘平
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

神田 鉄平
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

竹谷 浩介
＜平成30年4月＞
博士（理学）

専
准教
授

下川（德永） 孝子
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

伊藤 良樹
＜平成30年4月＞
博士（医学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ

発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ

発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ

応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ

応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ

応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ

応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ

海外語学研修Ａ 海外語学研修Ａ 海外語学研修Ａ 海外語学研修Ａ 海外語学研修Ａ 海外語学研修Ａ

海外語学研修Ｂ 海外語学研修Ｂ 海外語学研修Ｂ 海外語学研修Ｂ 海外語学研修Ｂ 海外語学研修Ｂ

海外語学研修Ｃ 海外語学研修Ｃ 海外語学研修Ｃ 海外語学研修Ｃ 海外語学研修Ｃ 海外語学研修Ｃ

海外語学研修Ｄ 海外語学研修Ｄ 海外語学研修Ｄ 海外語学研修Ｄ 海外語学研修Ｄ 海外語学研修Ｄ

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習

獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習

発生工学※ 発生工学※ 発生工学※ 発生工学※

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習

獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習

獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※

比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※ 比較動物機能科学※

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習 獣医生化学実習

獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習 獣医薬理学実習

獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習 獣医毒性学実習

獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習 獣医免疫学実習

専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ 専門英語ⅠＡ

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習 獣医生理学実習

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習

医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習 医動物学実習

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※

専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ

専 講師

前田 憲孝
＜平成30年4月＞
博士（医学）

実用英語（プレゼンテーション） 実用英語（プレゼンテーション） 実用英語（プレゼンテーション）

講師

Curtis, Timothy Bradford
＜平成30年4月＞

Master of Science in
Education（アメリカ）

専 講師

Curtis, Timothy Bradford
＜平成30年4月＞

Master of Science in
Education（アメリカ）

専

実用英語（プレゼンテーション）

専
准教
授

前田 憲孝
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 講師

Curtis, Timothy Bradford
＜平成30年4月＞

Master of Science in
Education（アメリカ）

専 講師

Curtis, Timothy Bradford
＜平成30年4月＞

Master of Science in
Education（アメリカ）

専

専 講師

前田 憲孝
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 講師

前田 憲孝
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 講師

前田 憲孝
＜令和2年4月＞
博士（医学）

専 講師

前田 憲孝
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 助教

千葉 秀一
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

千葉 秀一
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

千葉 秀一
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

実用英語（プレゼンテーション）

専 助教

五十嵐 瞳
＜平成30年4月＞
修士（理学）※

専 助教

五十嵐 瞳
＜平成30年4月＞
修士（理学）※

専 助教

五十嵐 瞳
＜平成30年4月＞
修士（理学）※

講師

Curtis, Timothy Bradford
＜平成30年4月＞

Master of Science in
Education（アメリカ）

実用英語（アカデミックライティング）
実用英語（アカデミックライティン
グ）

実用英語（アカデミックライティング）
実用英語（アカデミックライティン
グ）

実用英語（アカデミックライティン
グ）

助教

田中 良法
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

向田 昌司
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

向田 昌司
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

助教

田中 良法
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

田中 良法
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専

専 助教

千葉 秀一
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

田中 良法
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

田中 良法
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専

専 助教

千葉 秀一
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

千葉 秀一
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

林 慶
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

林 慶
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

向田 昌司
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

林 慶
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

林 慶
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

林 慶
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

向田 昌司
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

向田 昌司
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

専 助教

林 慶
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

太田 奈保美
＜平成31年4月＞

Master of Science:
Veterinary Biomedical
Sciences in Anatomy and
Physiology（アメリカ）

専 助教

太田 奈保美
＜平成31年4月＞

Master of Science:
Veterinary Biomedical
Sciences in Anatomy and
Physiology（アメリカ）

専

専 助教

中村 翔
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 講師

中村 翔
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 助教

中村 翔
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 助教

中村 翔
＜平成30年4月＞
博士（農学）

専 助教

中村 翔
＜平成30年4月＞
博士（農学）

助教

太田 奈保美
＜平成31年4月＞

Master of Science:
Veterinary Biomedical

Sciences in Anatomy and
Physiology（アメリカ）

助教

太田 奈保美
＜平成31年4月＞

Master of Science:
Veterinary Biomedical
Sciences in Anatomy and
Physiology（アメリカ）

専 助教

太田 奈保美
＜平成31年4月＞

Master of Science:
Veterinary Biomedical
Sciences in Anatomy and
Physiology（アメリカ）

専

専 助教

田中 良法
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

向田 昌司
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

Curtis, Timothy Bradford
＜平成30年4月＞

Master of Science in
Education（アメリカ）

実用英語（アカデミックライティング）

実用英語（プレゼンテーション）

専 助教

五十嵐 瞳
＜平成30年4月＞
修士（理学）※

専 助教

太田 奈保美
＜平成31年4月＞

Master of Science:
Veterinary Biomedical
Sciences in Anatomy and
Physiology（アメリカ）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習 獣医解剖学実習

獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習

獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※ 国際獣医法医学※
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魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習

獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

獣医公衆衛生学実習

動物衛生学実習

獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※

チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※

獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※ 獣医呼吸・循環器病学※

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

獣医神経病学 獣医神経病学 獣医神経病学 獣医神経病学 獣医神経病学 獣医神経病学

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※ 修復・再生医療科学※
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獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

小動物内科学実習

産業動物臨床実習

獣医臨床繁殖学実習

総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習

専門英語ⅠＢ 専門英語ⅠＢ 専門英語ⅠＢ

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

生物物理学 生物物理学 生物物理学 生物物理学 生物物理学

分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

専門英語ⅠＢ 専門英語ⅠＢ 専門英語ⅠＢ 専門英語ⅠＢ 専門英語ⅠＢ

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医疫学 獣医疫学 獣医疫学 獣医疫学 獣医疫学

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※ 国際動物疾病学※

獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

産業動物臨床学

産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習

獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

助教

三河 翔馬
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

小野 哲嗣
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

小野 哲嗣
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

助教

三河 翔馬
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

三河 翔馬
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専専 助教

三河 翔馬
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

三河 翔馬
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専

専 助教

久楽 賢治
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

久楽 賢治
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

小野 哲嗣
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

森田 康広
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

小野 哲嗣
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

小野 哲嗣
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

専 助教

大西　章弘
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

大西　章弘
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

専 講師

久楽 賢治
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

小林 正人
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

小林 正人
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

久楽 賢治
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

久楽 賢治
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

トランスレーショナル・リサーチ トランスレーショナル・リサーチ トランスレーショナル・リサーチ トランスレーショナル・リサーチ専 専 教授

斉藤　真也
＜平成30年9月＞
博士（獣医学）

専 教授

斉藤　真也
＜平成30年9月＞
博士（獣医学）

大西　章弘
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

斉藤　真也
＜平成30年9月＞
博士（獣医学）

専 教授

斉藤　真也
＜平成30年9月＞
博士（獣医学）

大西　章弘
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

大西　章弘
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教専 助教

大西　章弘
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

深瀬　徹
＜平成30年11月＞

獣医学博士

国際ライフサイエンス産業政策論 国際ライフサイエンス産業政策論 国際ライフサイエンス産業政策論 国際ライフサイエンス産業政策論

動物関連キャリア概論※

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

専 教授

深瀬　徹
＜平成30年11月＞

獣医学博士

獣医キャリアスキルアップ研修

専 教授

深瀬　徹
＜平成30年11月＞

獣医学博士

獣医キャリアスキルアップ研修 獣医キャリアスキルアップ研修 獣医キャリアスキルアップ研修 獣医キャリアスキルアップ研修

専 教授

深瀬　徹
＜平成30年11月＞

獣医学博士

専 教授

深瀬　徹
＜平成30年11月＞

獣医学博士

専 教授

芝野　健一
＜平成30年7月＞
博士（獣医学）

専 教授

芝野　健一
＜平成30年7月＞
博士（獣医学）

専 教授

芝野　健一
＜平成30年7月＞
博士（獣医学）

専 教授

芝野　健一
＜平成30年7月＞
博士（獣医学）

専 助教

小林 正人
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

久楽 賢治
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

三河 翔馬
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 助教

小野 哲嗣
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

兼任 講師

深瀬　徹
＜平成30年４月＞

獣医学博士

動物関連キャリア概論※

芝野　健一
＜平成30年7月＞
博士（獣医学）

教授

斉藤　真也
＜平成30年9月＞
博士（獣医学）

動物関連キャリア概論※

トランスレーショナル・リサーチ

国際ライフサイエンス産業政策論

兼任 講師

斉藤　真也
＜平成30年４月＞
博士（獣医学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

魚病学 魚病学 魚病学 魚病学 魚病学

魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習 魚病学実習

獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習

食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ 専門英語ⅡＢ

放射線生物学※ 放射線生物学※ 放射線生物学 放射線生物学 放射線生物学

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習

獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※ 獣医画像診断学※

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※ 総合獣医学演習Ⅱ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※ 分子細胞腫瘍学※

獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

生物統計 生物統計 生物統計

獣医公衆衛生学総論 獣医公衆衛生学総論 獣医公衆衛生学総論 獣医公衆衛生学総論 獣医公衆衛生学総論

獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習

食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習

セキュリティー学 セキュリティー学 セキュリティー学 セキュリティー学 セキュリティー学

国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

遺伝育種学 遺伝育種学 遺伝育種学

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※ 獣医臨床疫学演習※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

遺伝育種学

獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

情報リテラシー 情報リテラシー 情報リテラシー 情報リテラシー 情報リテラシー

獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習 獣医公衆衛生学実習

食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習

環境衛生学 環境衛生学 環境衛生学 環境衛生学 環境衛生学

分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※ 分子疫学※

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ 専門英語ⅡＡ

獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習

食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習

動物衛生学 動物衛生学 動物衛生学

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

動物衛生学 動物衛生学 動物衛生学

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

産業動物疾病予防管理学

専 教授

横山　博
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専

専教授

浅沼　武敏
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

トランスレーショナル・ベテリナリー
メディシン※

教授

横山　博
＜平成31年4月＞
博士（農学）

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

教授

横山　博
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専 教授

横山　博
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専

専 教授

神林　康弘
＜平成31年4月＞
博士（工学）

教授

浅沼　武敏
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

浅沼　武敏
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

トランスレーショナル・ベテリナ
リーメディシン※

トランスレーショナル・ベテリナリー
メディシン※

トランスレーショナル・ベテリナ
リーメディシン※

トランスレーショナル・ベテリナ
リーメディシン※

教授

浅沼　武敏
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専 教授

浅沼　武敏
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

専

公共獣医事情報解析実習

専

専 教授

神林　康弘
＜平成31年4月＞
博士（工学）

グローバル食品管理科学

公共獣医事情報解析実習

専 教授

国枝　哲夫
＜令和2年4月＞

農学博士

専 教授

国枝　哲夫
＜令和2年4月＞

農学博士

専 教授

神林　康弘
＜平成31年4月＞
博士（工学）

グローバル食品管理科学 グローバル食品管理科学 グローバル食品管理科学 グローバル食品管理科学

公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習 公共獣医事情報解析実習

専 教授

神林　康弘
＜平成31年4月＞
博士（工学）

専 教授

神林　康弘
＜平成31年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

鍬田　龍星
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習

兼任 講師

国枝　哲夫
＜平成31年4月＞

農学博士

人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習

専 教授

国枝　哲夫
＜令和2年4月＞

農学博士

鍬田　龍星
＜平成31年4月＞
博士（農学）

獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習
専

准教
授

鍬田　龍星
＜平成31年4月＞
博士（農学）

獣医微生物学実習

鍬田　龍星
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

鍬田　龍星
＜平成31年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

人獣共通感染症学実習

高橋　秀和
＜平成31年4月＞
博士（理学）

専
准教
授

高橋　秀和
＜平成31年4月＞
博士（理学）

ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習

高橋　秀和
＜平成31年4月＞
博士（理学）

専
准教
授

高橋　秀和
＜平成31年4月＞
博士（理学）

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

高橋　秀和
＜平成31年4月＞
博士（理学）

ライフサイエンス特別実習

准教
授

増田　恒幸
＜令和5年1月＞
博士（獣医学）

兼任

専
准教
授

増田　恒幸
＜令和3年4月＞
博士（獣医学）

専
准教
授

増田　恒幸
＜令和4年4月＞
博士（獣医学）

講師

増田　恒幸
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

講師

増田　恒幸
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

増田　恒幸
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

兼任

専

専 教授

横山　博
＜平成31年4月＞
博士（農学）

動物関連キャリア概論※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

動物関連キャリア概論※

魚病学実習

水産増養殖学

国際展示動物疾病学※

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

動物関連キャリア概論※

獣医臨床薬理学※

産業動物臨床実習

総合獣医学演習Ⅰ※

総合参加型臨床実習

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ

生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習 生命科学実習

獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習 獣医組織学実習

獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習 獣医病理解剖学実習

獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習 獣医病理学実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習

野生動物学 野生動物学

国際野生動物管理学 国際野生動物管理学

エキゾチックアニマル学 エキゾチックアニマル学

卒業論文Ⅰ 卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ 卒業論文Ⅱ

卒業論文Ⅲ 卒業論文Ⅲ

生命科学実習

獣医組織学実習

獣医病理解剖学実習

獣医病理学実習

総合参加型臨床実習

生命科学実習 生命科学実習

獣医解剖学実習 獣医解剖学実習

獣医組織学実習 獣医組織学実習

動物福祉論 動物福祉論 動物福祉論 動物福祉論 動物福祉論

生命科学実習

獣医生理学実習

獣医組織学実習

国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※

遺伝育種学※

飼料作物学

産業動物臨床実習

獣医臨床繁殖学実習

産業動物疾病予防管理学

専 講師

逸見（小原）千寿香
＜平成31年4月＞
博士（医学）

専

米加田　徹
＜令和4年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

井上　陽一
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

井上　陽一
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習 ライフサイエンス特別実習

専 講師

逸見（小原）千寿香
＜平成31年4月＞
博士（医学）

専 講師

逸見（小原）千寿香
＜平成31年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

後藤　聡
＜令和4年4月＞
博士（獣医学）

講師

逸見（小原）千寿香
＜平成31年4月＞
博士（医学）

動物関連キャリア概論※

ライフサイエンス特別実習

ライフサイエンス特別実習

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

専 講師

井上　陽一
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

動物関連キャリア概論※

専 講師

井上　陽一
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

井上　陽一
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）

専 講師

総合獣医学演習Ⅰ※

小林 宏祐
＜令和2年9月＞
博士（獣医学）

専 助教

専 講師

奥田　ゆう
＜令和3年9月＞
博士（学術）

専 講師

奥田　ゆう
＜令和3年9月＞
博士（学術）

総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習

専 講師

中村　進一
＜令和4年4月＞
博士（獣医学）

動物関連キャリア概論※

獣医画像診断学実習 獣医画像診断学実習

総合獣医学演習Ⅰ※ 総合獣医学演習Ⅰ※

獣医療面接実習 獣医療面接実習 獣医療面接実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

小林 宏祐
＜令和2年9月＞
博士（獣医学）

小動物内科学実習 小動物内科学実習 小動物内科学実習
専 助教

小林 宏祐)
＜令和2年9月＞
博士（獣医学）

専 助教
獣医画像診断学実習

兼担 教授

大和田 一雄
＜平成30年4月＞

医学博士

兼担 教授

大和田 一雄
＜平成30年4月＞

医学博士

兼担

嘉手刈　将
＜令和3年9月＞
博士（獣医学）

専 助教

嘉手刈　将
＜令和3年9月＞
博士（獣医学）

専 助教

兼担 教授

大和田 一雄
＜平成30年4月＞

医学博士

兼担 教授

西村 次郎
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

兼担 教授

西村 次郎
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

兼担 教授

西村 次郎
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

教授

大和田 一雄
＜平成30年4月＞

医学博士

兼担 教授

磯部 知弘
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

教授

大和田 一雄
＜平成30年4月＞

医学博士

兼担 教授

大和田 一雄
＜平成30年4月＞

医学博士

兼担

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（スキー）
スポーツとフィールド科学（ス
キー）

スポーツとフィールド科学（スキー）
スポーツとフィールド科学（ス
キー）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

兼担 教授

西村 次郎
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

兼担 教授

西村 次郎
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

兼担 教授

西村 次郎
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（スキー）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

企業と人間Ａ 企業と人間Ａ

企業と人間Ｂ 企業と人間Ｂ

企業情報特論Ａ 企業情報特論Ａ 企業情報特論Ａ 企業情報特論Ａ 企業情報特論Ａ 企業情報特論Ａ

企業情報特論Ｂ 企業情報特論Ｂ 企業情報特論Ｂ 企業情報特論Ｂ 企業情報特論Ｂ 企業情報特論Ｂ

現代人の科学Ｂ 現代人の科学Ｂ 現代人の科学Ｂ 現代人の科学Ｂ 現代人の科学Ｂ

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

生命科学実習

獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習 獣医微生物学実習

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※ 獣医病態モデル学※

人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習 人獣共通感染症学実習

獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※ 獣医高度臨床学※

総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習

食品衛生学実習

生産農学概論

動物衛生学実習

獣医臨床繁殖学実習

総合参加型臨床実習

栄養学

チーム獣医療学※

栄養学

国際関係論Ａ 国際関係論Ａ 国際関係論Ａ 国際関係論Ａ 国際関係論Ａ 国際関係論Ａ

国際関係論Ｂ 国際関係論Ｂ 国際関係論Ｂ 国際関係論Ｂ 国際関係論Ｂ 国際関係論Ｂ

日本国憲法 日本国憲法 日本国憲法 日本国憲法 日本国憲法 日本国憲法

法学Ａ 法学Ａ 法学Ａ 法学Ａ 法学Ａ 法学Ａ

法学Ｂ 法学Ｂ 法学Ｂ 法学Ｂ 法学Ｂ 法学Ｂ

キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ

キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ

インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論

インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ

インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ

インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ

政治学Ａ 政治学Ａ 政治学Ａ 政治学Ａ 政治学Ａ 政治学Ａ

政治学Ｂ 政治学Ｂ 政治学Ｂ 政治学Ｂ 政治学Ｂ 政治学Ｂ

社会と人間Ａ 社会と人間Ａ 社会と人間Ａ 社会と人間Ａ 社会と人間Ａ 社会と人間Ａ

社会と人間Ｂ 社会と人間Ｂ 社会と人間Ｂ 社会と人間Ｂ 社会と人間Ｂ 社会と人間Ｂ

文章表現法基礎編Ａ 文章表現法基礎編Ａ 文章表現法基礎編Ａ 文章表現法基礎編Ａ 文章表現法基礎編Ａ 文章表現法基礎編Ａ

文章表現法基礎編Ｂ 文章表現法基礎編Ｂ 文章表現法基礎編Ｂ 文章表現法基礎編Ｂ 文章表現法基礎編Ｂ 文章表現法基礎編Ｂ

教養演習Ａ 教養演習Ａ 教養演習Ａ 教養演習Ａ 教養演習Ａ 教養演習Ａ

教養演習Ｂ 教養演習Ｂ 教養演習Ｂ 教養演習Ｂ 教養演習Ｂ 教養演習Ｂ

キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ

キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ

インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論

インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ

インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ

インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ

文章表現法応用編Ａ 文章表現法応用編Ａ 文章表現法応用編Ａ 文章表現法応用編Ａ 文章表現法応用編Ａ 文章表現法応用編Ａ

文章表現法応用編Ｂ 文章表現法応用編Ｂ 文章表現法応用編Ｂ 文章表現法応用編Ｂ 文章表現法応用編Ｂ 文章表現法応用編Ｂ

キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ キャリア形成講座Ａ

キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ キャリア形成講座Ｂ

学びの基礎論Ａ 学びの基礎論Ａ 学びの基礎論Ａ 学びの基礎論Ａ 学びの基礎論Ａ 学びの基礎論Ａ

学びの基礎論Ｂ 学びの基礎論Ｂ 学びの基礎論Ｂ 学びの基礎論Ｂ 学びの基礎論Ｂ 学びの基礎論Ｂ

インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論 インターンシップ概論

インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ インターンシップＡ

インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ インターンシップＢ

インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ インターンシップＣ

兼担 教授

寺田 盛紀
＜平成30年4月＞
博士（教育学）

兼担 教授

寺田 盛紀
＜平成30年4月＞
博士（教育学）

教授

中村 修
＜平成31年4月＞
博士（学術）

兼担 教授

財部 健一
＜平成30年4月＞

工学博士 兼担 教授

財部 健一
＜平成30年4月＞

工学博士 兼担 教授

教授

中村 修
＜平成31年4月＞
博士（学術）

兼担 教授

中村 修
＜平成31年4月＞
博士（学術）

兼担兼担 教授

中村 修
＜平成31年4月＞
博士（学術）

兼担 教授

中村 修
＜平成31年4月＞
博士（学術）

兼担

兼担
准教
授

松山 秀一
＜平成30年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

小野 文子
＜平成30年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

小野 文子
＜平成30年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

小野 文子
＜平成30年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

小野 文子
＜平成30年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

小野 文子
＜平成30年4月＞
博士（農学）

財部 健一
＜平成30年4月＞

工学博士 兼担 教授

財部 健一
＜平成30年4月＞

工学博士

兼任 講師

小沼 守
＜平成30年4月＞
博士（獣医学）

兼担
准教
授

小沼 守
＜平成32年4月＞
博士（獣医学）

兼担
准教
授

森 博史
＜平成30年4月＞

体育学士

兼担
准教
授

渡邉 剛央
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担
准教
授

渡邉 剛央
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担
准教
授

渡邉 剛央
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担
准教
授

渡邉 剛央
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担
准教
授

渡邉 剛央
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担
准教
授

渡邉 剛央
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担
准教
授

森 博史
＜平成30年4月＞

体育学士

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

戸田 修司
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担 講師

戸田 修司
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担 講師

戸田 修司
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担 講師

戸田 修司
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（スキー）
スポーツとフィールド科学（ス
キー）

兼担
准教
授

森 博史
＜平成30年4月＞

体育学士

プレゼンテーション基礎編Ｂ プレゼンテーション基礎編Ｂ

プレゼンテーション応用編Ｂ プレゼンテーション応用編Ｂ

兼担 講師

小林 忠資
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

兼担 講師

小林 忠資
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

プレゼンテーション応用編Ｂ プレゼンテーション応用編Ｂ

兼担 講師

戸田 修司
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担 講師兼担 講師

戸田 修司
＜平成30年4月＞
修士（法学）※

兼担 講師

小林 忠資
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

プレゼンテーション基礎編Ａ

プレゼンテーション基礎編Ｂ

プレゼンテーション応用編Ａ

プレゼンテーション応用編Ｂ プレゼンテーション応用編Ｂ

プレゼンテーション基礎編Ｂ

プレゼンテーション応用編Ａ プレゼンテーション応用編Ａ プレゼンテーション応用編Ａ プレゼンテーション応用編Ａ プレゼンテーション応用編Ａ

兼担 講師

小林 忠資
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

プレゼンテーション基礎編Ａ プレゼンテーション基礎編Ａ プレゼンテーション基礎編Ａ プレゼンテーション基礎編Ａ プレゼンテーション基礎編Ａ

プレゼンテーション基礎編Ｂ プレゼンテーション基礎編Ｂ

兼担 講師

小林 忠資
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

兼担 講師

小林 忠資
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

兼担
准教
授

小野 文子
＜平成30年4月＞
博士（農学）

兼担 教授

中村 修
＜平成31年4月＞
博士（学術）

兼担 教授

財部 健一
＜平成30年4月＞

工学博士

スポーツとフィールド科学（スキー）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

生産農学概論 生産農学概論 生産農学概論 生産農学概論

動物衛生学

産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習 産業動物臨床実習

獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習

総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習 総合参加型臨床実習

栄養学 栄養学 栄養学 栄養学

動物関連キャリア概論 動物関連キャリア概論 動物関連キャリア概論

総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習 総合臨床検査特別実習

産業動物臨床実習

獣医臨床繁殖学実習

現代人の科学Ｄ 現代人の科学Ｄ

食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習 食品衛生学実習

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

小動物外科学実習 小動物外科学実習 小動物外科学実習

獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習 獣医臨床繁殖学実習

チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※ チーム獣医療学※

放射線生物学※ 放射線生物学※ 放射線生物学※

科学倫理学 科学倫理学 科学倫理学 科学倫理学 科学倫理学 科学倫理学

動物衛生学実習 動物衛生学実習 動物衛生学実習

馬臨床学 馬臨床学 馬臨床学 馬臨床学 馬臨床学 馬臨床学

国際生物資源学※

飼料作物学 飼料作物学

国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※ 国際生物資源学※

兼担 教授

永幡　肇
＜平成31年4月＞

獣医学博士

兼担 教授

永幡　肇
＜平成31年4月＞

獣医学博士

内田　英二
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

内田　英二
＜平成31年4月＞
博士（獣医学） 兼担 教授

内田　英二
＜平成31年4月＞
博士（獣医学） 兼担 教授

産業動物疾病予防管理学 産業動物疾病予防管理学 産業動物疾病予防管理学

兼担 教授

兼担 教授

永幡　肇
＜平成31年4月＞

獣医学博士

兼担 講師

久枝　啓一
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

兼担 教授

藤谷　登
＜令和2年4月＞

医学博士

兼担 教授

澤見 英男
＜平成30年4月＞

学術博士

兼担 教授

藤谷　登
＜令和2年4月＞

医学博士
兼担 教授

藤谷　登
＜令和2年4月＞

医学博士

講師

佐伯　香織
＜平成31年4月＞

博士（獣医保健看護学） 兼担 講師

佐伯　香織
＜平成31年4月＞

博士（獣医保健看護学） 兼担

久枝　啓一
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

産業動物臨床学

兼担 講師

佐伯　香織
＜平成31年4月＞

博士（獣医保健看護学） 兼担

久枝　啓一
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

久枝　啓一
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

兼担
准教
授

現代人の科学Ｄ

兼担
准教
授

牧　祥
＜令和3年4月＞
博士（工学）

講師

佐伯　香織
＜平成31年4月＞

博士（獣医保健看護学）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

兼担 助教

河合　史菜
＜令和3年4月＞
修士（体育学）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポー
ツ）

兼担 助教

河合　史菜
＜令和3年4月＞
修士（体育学）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

動物福祉論

獣医微生物学実習

兼担 教授

木村　展之
＜令和4年4月＞
博士（獣医学）

兼担 教授

豊後　貴嗣
＜令和4年4月＞
博士（農学）

生産農学概論

現代人の科学Ａ

兼担
准教
授

田川　道人
＜令和4年7月＞
博士（獣医学）

栄養学

兼任 講師

杉本 幹治
＜令和2年4月＞
博士（医学） 兼任 講師

杉本 幹治
＜令和2年4月＞
博士（医学）

兼担
准教
授

松尾　美香
＜令和4年4月＞
博士（教育学）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポー
ツ）

兼任 講師

杉本 幹治
＜令和2年4月＞
博士（医学）

講師

中村 征樹
＜平成30年4月＞
博士（学術）

兼任 講師

佐藤 周史
＜令和2年4月＞
博士（農学） 兼任 講師

佐藤 周史
＜令和2年4月＞
博士（農学）

講師

中村 征樹
＜平成30年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

中村 征樹
＜平成30年4月＞
博士（学術） 兼任兼任 講師

中村 征樹
＜平成30年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

中村 征樹
＜平成30年4月＞
博士（学術） 兼任

兼任 講師

仙波 裕之
＜令和3年4月＞

農学修士 兼任 講師

仙波 裕之
＜令和3年4月＞

農学修士兼任 講師

仙波 裕之
＜令和3年4月＞

農学修士 兼任 講師

仙波 裕之
＜令和3年4月＞

農学修士 兼任 講師

仙波 裕之
＜令和3年4月＞

農学修士

兼任 講師

平山 紀夫
＜平成30年4月＞

農学博士

動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※ 動物関連キャリア概論※

兼任 講師

平山 紀夫
＜平成30年4月＞

農学博士

兼任 講師

平山 紀夫
＜平成30年4月＞

農学博士

兼任 講師

平山 紀夫
＜平成35年4月＞

農学博士

兼任 講師

平山 紀夫
＜平成30年4月＞

農学博士

兼担 講師

久枝　啓一
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

兼担 講師

佐伯　香織
＜平成31年4月＞

博士（獣医保健看護学）

兼担 教授

澤見 英男
＜平成30年4月＞

学術博士

兼担 教授

永幡　肇
＜平成31年4月＞

獣医学博士

産業動物疾病予防管理学

兼担 教授

内田　英二
＜平成31年4月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

仙波 裕之
＜令和3年4月＞

農学修士

兼任 講師

平山 紀夫
＜平成30年4月＞

農学博士

動物関連キャリア概論※

兼任 講師

中村 征樹
＜平成30年4月＞
博士（学術）

兼任 講師

佐藤 周史
＜令和2年4月＞
博士（農学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ

総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ

応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ

応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ

応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ

応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ

総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ

応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ

応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ

応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ

応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ

総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ

応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ

応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ

応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ

応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ

総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ

総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ

日本語 日本語 日本語 日本語

日本語理解 日本語理解 日本語理解 日本語理解 日本語理解 日本語理解

日本語表現 日本語表現 日本語表現 日本語表現 日本語表現 日本語表現

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ

総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ

総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ

兼任 講師

藤高 伸子
＜平成30年4月＞
博士（英語学）

兼任 講師

藤高 伸子
＜平成30年4月＞
博士（英語学）

兼任 講師

藤高 伸子
＜平成30年4月＞
博士（英語学）

兼任 講師

松本 喜一郎
＜平成30年4月＞

文学士

講師

高橋 伸二
＜平成30年4月＞

教育学士

兼任 講師

藤高 伸子
＜平成30年4月＞
博士（英語学）

兼任 講師

高橋 伸二
＜平成30年4月＞

教育学士

兼任 講師

高橋 伸二
＜平成30年4月＞

教育学士

兼任

兼任 講師

藤高 伸子
＜平成30年4月＞
博士（英語学）

兼任 講師

藤高 伸子
＜平成30年4月＞
博士（英語学）

兼任 講師

藤倉 晶子
＜平成30年4月＞
修士（文化情報）

兼任 講師

藤倉 晶子
＜平成30年4月＞
修士（文化情報）

兼任 講師

リヴェラ 陽子
＜平成30年4月＞
学士（文学）

兼任 講師

リヴェラ 陽子
＜平成30年4月＞
学士（文学）

兼任 講師

リヴェラ 陽子
＜平成30年4月＞
学士（文学）

講師

菅 開
＜平成30年4月＞

文学士

兼任 講師

松原 加純
＜平成30年4月＞

学士（言語・地域文化）

兼任 講師

松原 加純
＜平成30年4月＞

学士（言語・地域文化）

兼任 講師

講師

菅 開
＜平成30年4月＞

文学士

兼任 講師

菅 開
＜平成30年4月＞

文学士

兼任

兼任 講師

藤倉 晶子
＜平成30年4月＞
修士（文化情報）

兼任 講師

菅 開
＜平成30年4月＞

文学士

兼任 講師

菅 開
＜平成30年4月＞

文学士

兼任

兼任 講師

藤倉 晶子
＜平成30年4月＞
修士（文化情報）

兼任 講師

藤倉 晶子
＜平成30年4月＞
修士（文化情報）

松原 加純
＜平成30年4月＞

学士（言語・地域文化）

松原 加純
＜平成30年4月＞

学士（言語・地域文化）

兼任 講師

松原 加純
＜平成30年4月＞

学士（言語・地域文化）

兼任 講師

兼任 講師

高橋 伸二
＜平成30年4月＞

教育学士

兼任 講師

松原 加純
＜平成30年4月＞

学士（言語・地域文化）

兼任 講師

藤倉 晶子
＜平成30年4月＞
修士（文化情報）

兼任 講師

菅 開
＜平成30年4月＞

文学士

兼任 講師

松本 喜一郎
＜平成30年4月＞

文学士

兼任 講師

リヴェラ 陽子
＜平成30年4月＞
学士（文学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ

発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ

発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ

発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ

発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ

発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ

発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ

発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ

発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ

発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ

発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ

発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ

発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ

発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ

発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ

発信英語ⅣＡ

発信英語ⅣＢ

中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ

中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ

中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ

中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ

中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ

中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ

中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ

中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ

中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ

中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ

中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ

中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ

兼任 講師

Michael Rivera
＜平成30年4月＞

Bachelor of Arts in
Comparative Liteerature

（アメリカ）

兼任 講師

Michael Rivera
＜平成30年4月＞

Bachelor of Arts in
Comparative Liteerature

（アメリカ）

兼任 講師

Michael Rivera
＜平成30年4月＞

Bachelor of Arts in
Comparative Liteerature

（アメリカ）

兼任 講師

Michael Rivera
＜平成30年4月＞

Bachelor of Arts in
Comparative Liteerature

（アメリカ）

兼任 講師

Gary Craig Baird
＜平成30年4月＞

Bachelor of Education Degree
(Primary Education)
（スコットランド）

兼任 講師

Gary Craig Baird
＜平成30年4月＞

Bachelor of Education
Degree

(Primary Education)
（スコットランド）

実用英語（アカデミックライティン
グ）

実用英語（アカデミックライティン
グ）

兼任 講師

門田 シルバルー
＜平成30年4月＞
修士（農工学）

兼任 講師

門田 シルバルー
＜平成30年4月＞
修士（農工学）

兼任 講師

門田 シルバルー
＜平成30年4月＞
修士（農工学）

兼任 講師

門田 シルバルー
＜平成30年4月＞
修士（農工学）

兼任

兼任 講師

渡辺 メリー ジェーン ガルシア
＜平成30年4月＞

修士（アジア太平洋学）

兼任 講師

渡辺 メリー ジェーン ガル
シア

＜平成30年4月＞
修士（アジア太平洋学）

講師

鳥生 クリスティーン
＜平成30年4月＞

Master of Arts（イギリス）

兼任 講師

鳥生 クリスティーン
＜平成30年4月＞

Master of Arts（イギリス）

兼任 講師

Gary Craig Baird
＜平成30年4月＞

Bachelor of Education
Degree

(Primary Education)
（スコットランド）

兼任 講師

鳥生 クリスティーン
＜平成30年4月＞

Master of Arts（イギリス）

兼任 講師

鳥生 クリスティーン
＜平成30年4月＞

Master of Arts（イギリ
ス）

兼任

兼任 講師

Gary Craig Baird
＜平成30年4月＞

Bachelor of Education Degree
(Primary Education)
（スコットランド）

兼任 講師

Gary Craig Baird
＜平成30年4月＞

Bachelor of Education
Degree

(Primary Education)
（スコットランド）

兼任 講師

川口 ローラ
＜平成30年4月＞
短期大学部卒

兼任 講師

Andrew David Strange
＜平成30年4月＞

Master of Applied Linguistics
（オーストラリア）

講師

菅 未帆
＜平成30年4月＞
短期大学部卒

兼任 講師

宮田（宮嵜） さつき
＜平成30年4月＞
修士（人文科学）

兼任 講師

宮田（宮嵜） さつき
＜平成30年4月＞
修士（人文科学）

兼任 講師

講師

菅 未帆
＜平成30年4月＞
短期大学部卒

兼任 講師

菅 未帆
＜平成30年4月＞
短期大学部卒

兼任兼任 講師

菅 未帆
＜平成30年4月＞
短期大学部卒

兼任 講師

菅 未帆
＜平成30年4月＞
短期大学部卒

兼任

兼任 講師

張 永慶
＜平成30年4月＞

専修学校卒

兼任 講師

張 永慶
＜平成30年4月＞

専修学校卒

宮田（宮嵜） さつき
＜平成30年4月＞
修士（人文科学）

兼任 講師

張 永慶
＜平成30年4月＞

専修学校卒

兼任 講師

張 永慶
＜平成30年4月＞

専修学校卒

兼任 講師

張 永慶
＜平成30年4月＞

専修学校卒

宮田（宮嵜） さつき
＜平成30年4月＞
修士（人文科学）

兼任 講師

宮田（宮嵜） さつき
＜平成30年4月＞
修士（人文科学）

兼任 講師兼任 講師

宮田（宮嵜） さつき
＜平成30年4月＞
修士（人文科学）

兼任

兼任 講師

菅 未帆
＜平成30年4月＞
短期大学部卒

兼任 講師

渡辺 メリー ジェーン ガルシア
＜平成30年4月＞

修士（アジア太平洋学）

兼任 講師

Andrew David Strange
＜平成30年4月＞

Master of Applied Linguistics
（オーストラリア）

講師

門田 シルバルー
＜平成30年4月＞
修士（農工学）

兼任 講師

Gary Craig Baird
＜平成30年4月＞

Bachelor of Education Degree
(Primary Education)
（スコットランド）

兼任 講師

鳥生 クリスティーン
＜平成30年4月＞

Master of Arts（イギリス）

講師

張 永慶
＜平成30年4月＞

専修学校卒
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

ハングルⅠＡ ハングルⅠＡ ハングルⅠＡ ハングルⅠＡ ハングルⅠＡ ハングルⅠＡ

ハングルⅠＢ ハングルⅠＢ ハングルⅠＢ ハングルⅠＢ ハングルⅠＢ ハングルⅠＢ

ハングルⅡＡ ハングルⅡＡ ハングルⅡＡ ハングルⅡＡ ハングルⅡＡ ハングルⅡＡ

ハングルⅡＢ ハングルⅡＢ ハングルⅡＢ ハングルⅡＢ ハングルⅡＢ ハングルⅡＢ

ハングルⅠＡ ハングルⅠＡ ハングルⅠＡ ハングルⅠＡ ハングルⅠＡ ハングルⅠＡ

ハングルⅠＢ ハングルⅠＢ ハングルⅠＢ ハングルⅠＢ ハングルⅠＢ ハングルⅠＢ

ハングルⅡＡ ハングルⅡＡ ハングルⅡＡ ハングルⅡＡ ハングルⅡＡ ハングルⅡＡ

ハングルⅡＢ ハングルⅡＢ ハングルⅡＢ ハングルⅡＢ ハングルⅡＢ ハングルⅡＢ

心理学Ａ 心理学Ａ 心理学Ａ

心理学Ｂ 心理学Ｂ 心理学Ｂ

文学Ａ 文学Ａ 文学Ａ 文学Ａ 文学Ａ 文学Ａ

文学Ｂ 文学Ｂ 文学Ｂ 文学Ｂ 文学Ｂ 文学Ｂ

日本史Ａ 日本史Ａ 日本史Ａ 日本史Ａ 日本史Ａ 日本史Ａ

日本史Ｂ 日本史Ｂ 日本史Ｂ 日本史Ｂ 日本史Ｂ 日本史Ｂ

外国史Ａ 外国史Ａ 外国史Ａ 外国史Ａ 外国史Ａ 外国史Ａ

外国史Ｂ 外国史Ｂ 外国史Ｂ 外国史Ｂ 外国史Ｂ 外国史Ｂ

経済学Ａ 経済学Ａ 経済学Ａ 経済学Ａ 経済学Ａ 経済学Ａ

経済学Ｂ 経済学Ｂ 経済学Ｂ 経済学Ｂ 経済学Ｂ 経済学Ｂ

現代人の科学Ｄ

兼任 講師

崔 昌玉
＜平成30年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

崔 昌玉
＜平成30年4月＞
博士（文学）

講師

崔 允楨
＜平成30年4月＞

教育学修士（韓国）

兼任 講師

矢野 葉子
＜平成30年4月＞

修士（教育心理学）
兼任 講師

矢野 葉子
＜平成30年4月＞

修士（教育心理学）

講師

崔 允楨
＜平成30年4月＞

教育学修士（韓国）

兼任 講師

崔 允楨
＜平成30年4月＞

教育学修士（韓国）

兼任

兼任 講師

崔 昌玉
＜平成30年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

崔 允楨
＜平成30年4月＞

教育学修士（韓国）

兼任 講師

崔 允楨
＜平成30年4月＞

教育学修士（韓国）

兼任

兼任 講師

崔 昌玉
＜平成30年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

崔 昌玉
＜平成30年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

白石 成二
＜平成30年4月＞

社会学学士
兼任 講師

白石 成二
＜平成30年4月＞

社会学学士

兼任 講師

大西 好幸
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

大西 好幸
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

大西 好幸
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

大西 好幸
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

大西 好幸
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

矢野 葉子
＜平成30年4月＞

修士（教育心理学）

兼任

講師

松澤 仁志
＜平成30年4月＞

法学士

兼任 講師

山中 高光
＜平成30年4月＞
経済学修士※

兼任 講師

山中 高光
＜平成30年4月＞
経済学修士※

兼任 講師

講師

松澤 仁志
＜平成30年4月＞

法学士
兼任 講師

松澤 仁志
＜平成30年4月＞

法学士
兼任

兼任 講師

白石 成二
＜平成30年4月＞

社会学学士

兼任 講師

松澤 仁志
＜平成30年4月＞

法学士
兼任 講師

松澤 仁志
＜平成30年4月＞

法学士
兼任

兼任 講師

白石 成二
＜平成30年4月＞

社会学学士
兼任 講師

白石 成二
＜平成30年4月＞

社会学学士

兼任 講師

高野 洋志
＜平成30年4月＞

Diplômed'Etatd'ambulancier
（仏国） 兼任 講師

兼任 講師

森 一治
＜平成30年4月＞

工学士
兼任 講師

森 一治
＜平成30年4月＞

工学士

山中 高光
＜平成30年4月＞
経済学修士※

兼任 講師

森 一治
＜平成30年4月＞

工学士
兼任 講師

森 一治
＜平成30年4月＞

工学士
兼任 講師

森 一治
＜平成30年4月＞

工学士

山中 高光
＜平成30年4月＞
経済学修士※

兼任 講師

山中 高光
＜平成30年4月＞
経済学修士※

兼任 講師

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

高野 洋志
＜平成30年4月＞

Diplô
med'Etatd'ambulancier（仏

国） 兼任 講師

高野 洋志
＜平成30年4月＞

Diplômed'Etatd'ambulancier
（仏国）

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（スキー）
スポーツとフィールド科学（ス
キー）

吉村 直樹
＜平成30年4月＞

体育学士

スポーツとフィールド科学（スキー）

兼任 講師

吉村 直樹
＜平成30年4月＞

体育学士 兼任 講師

吉村 直樹
＜平成30年4月＞

体育学士

スポーツとフィールド科学（スキー）
スポーツとフィールド科学（ス
キー）

兼任 講師兼任 講師

黒田 隆之
＜平成30年4月＞

教育学士 兼任 講師

黒田 隆之
＜平成30年4月＞

教育学士

黒田 隆之
＜平成30年4月＞

教育学士

スポーツとフィールド科学（スキー）

兼任 講師

スポーツとフィールド科学（スキー）
スポーツとフィールド科学（ス
キー）

兼任 講師兼任 講師

杉本 博
＜平成30年4月＞

理学士 兼任 講師

杉本 博
＜平成30年4月＞

理学士

杉本 博
＜平成30年4月＞

理学士

スポーツとフィールド科学（スキー）

兼任 講師

明比 孝善
＜平成30年4月＞

高等学校卒

スポーツとフィールド科学（テニス）
スポーツとフィールド科学（テニ
ス）

スポーツとフィールド科学（テニス）
スポーツとフィールド科学（テニ
ス）

スポーツとフィールド科学（テニ
ス）

兼任 講師 兼任 講師

明比 孝善
＜平成30年4月＞

高等学校卒 兼任 講師

明比 孝善
＜平成30年4月＞

高等学校卒兼任 講師

明比 孝善
＜平成30年4月＞

高等学校卒 兼任 講師

明比 孝善
＜平成30年4月＞

高等学校卒

明比 孝善
＜平成30年4月＞

高等学校卒

スポーツとフィールド科学（テニス）

兼任 講師

湯川　治敏
＜平成30年4月＞

博士（体育科学）※

兼任 講師

兼任 講師

澤見 英男
＜平成30年4月＞

学術博士

兼任 講師

湯川　治敏
＜平成30年4月＞

博士（体育科学）※

スポーツとフィールド科学（エコツー
リズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（スキー）

湯川　治敏
＜平成30年4月＞

博士（体育科学）※

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポー
ツ）

スポーツとフィールド科学（エコツー
リズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポー
ツ）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

スポーツとフィールド科学（スキー）
スポーツとフィールド科学（ス
キー）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

湯川　治敏
＜平成30年4月＞

博士（体育科学）※

兼任 講師

湯川　治敏
＜平成30年4月＞

博士（体育科学）※

兼任 講師

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

兼任 講師

山口　立雄
＜平成30年4月＞
教育学博士※兼任 講師

山口　立雄
＜平成30年4月＞
教育学博士※

スポーツとフィールド科学（スキー）

講師

田中　淳
＜令和2年4月＞
教育学博士※

スポーツとフィールド科学（スキー）
スポーツとフィールド科学（ス
キー）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

講師

田中　淳
＜令和2年4月＞
教育学博士※ 兼任 講師

田中　淳
＜令和2年4月＞
教育学博士※ 兼任兼任

講師

崔 昌玉
＜平成30年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

崔 允楨
＜平成30年4月＞

教育学修士（韓国）

兼任 講師

高野 洋志
＜平成30年4月＞

Diplômed'Etatd'ambulancier
（仏国）

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

兼任 講師

山中 高光
＜平成30年4月＞
経済学修士※

兼任 講師

森 一治
＜平成30年4月＞

工学士

スポーツとフィールド科学（エコツーリ
ズムのための野外スポーツ）

兼任 講師

白石 成二
＜平成30年4月＞

社会学学士

兼任 講師

松澤 仁志
＜平成30年4月＞

法学士

講師

大西 好幸
＜平成30年4月＞
修士（教育学）

兼任
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

健康の科学 健康の科学 健康の科学 健康の科学 健康の科学

栄養学

獣医解剖学実習

企業と人間Ａ 企業と人間Ａ

企業と人間Ｂ 企業と人間Ｂ

現代人の科学Ｄ

心理学Ａ 心理学Ａ 心理学Ａ

心理学Ｂ 心理学Ｂ 心理学Ｂ

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ 総合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ

総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ 総合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ 総合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ

総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ 総合英語ⅣＢ

応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ 応用英語ⅠＡ

応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ 応用英語ⅠＢ

応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ 応用英語ⅡＡ

応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ 応用英語ⅡＢ

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ

発信英語ⅣＡ

発信英語ⅣＢ

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

発信英語ⅢＡ 発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ 発信英語ⅢＢ

発信英語ⅣＡ 発信英語ⅣＡ

発信英語ⅣＢ 発信英語ⅣＢ

発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ

専門英語ⅠＢ

講師

佐藤　眞久
＜令和2年4月＞

理学博士

スポーツとフィールド科学（スキー）
スポーツとフィールド科学（ス
キー）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

講師

佐藤　眞久
＜令和2年4月＞

理学博士 兼任 講師

佐藤　眞久
＜令和2年4月＞

理学博士 兼任兼任

講師

仲道　雅輝
＜令和2年4月＞
博士（学術）

スポーツとフィールド科学（スキー）
スポーツとフィールド科学（ス
キー）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

講師

仲道　雅輝
＜令和2年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

仲道　雅輝
＜令和2年4月＞
博士（学術） 兼任兼任

兼任 講師

高橋正行
＜平成30年4月＞

体育学士
兼任 講師

高橋正行
＜平成30年4月＞

体育学士
兼任 講師

高橋正行
＜平成30年4月＞

体育学士

生涯スポーツ 生涯スポーツ 生涯スポーツ 生涯スポーツ

兼任 講師

高橋正行
＜平成30年4月＞

体育学士
兼任 講師

高橋正行
＜平成30年4月＞

体育学士

生涯スポーツ

兼任 講師

三好　紀彰
＜平成30年4月＞

Bond university BBT Global
Leadership MBA

（オーストラリア）

兼任 講師

八木　力俊
＜平成31年4月＞

文学士

兼任 講師

講師

佐伯　法学
＜令和2年4月＞
博士（獣医学）兼任

兼任 講師

桐木　玉美
＜令和2年4月＞

教育学修士
兼任 講師

桐木　玉美
＜令和2年4月＞

教育学修士
兼任 講師

桐木　玉美
＜令和2年4月＞

教育学修士

八木　力俊
＜平成31年4月＞

文学士

兼任 講師

菅　紀子
＜平成31年4月＞

法文学修士

兼任 講師

Crocker Nathan David
＜平成31年4月＞

クリエイティブ・ライティ
ング（ニュージーランド）

兼任

兼任 講師

菅　紀子
＜平成31年4月＞

法文学修士

兼任 講師

菅　紀子
＜平成31年4月＞

法文学修士

兼任 講師

菅　紀子
＜平成31年4月＞

法文学修士

大河内　ジュリー
＜平成31年4月＞

bachelor(EAST Asian
studies)（カナダ）

実用英語（アカデミックライティン
グ）

実用英語（アカデミックライティン
グ）

実用英語（プレゼンテーション）

大河内　ジュリー
＜平成31年4月＞

bachelor(EAST Asian
studies)（カナダ）

兼任 講師

大河内　ジュリー
＜平成31年4月＞

bachelor(EAST Asian
studies)（カナダ）

兼任 講師

講師

Crocker Nathan David
＜令和4年4月＞

クリエイティブ・ライティ
ング（ニュージーランド）

兼任 講師

大河内　ジュリー
＜平成31年4月＞

bachelor(EAST Asian
studies)（カナダ）

兼任 講師

講師

Crocker Nathan David
＜平成31年4月＞

クリエイティブ・ライティング
（ニュージーランド）

兼任

Crocker Nathan David
＜平成31年4月＞

クリエイティブ・ライティング
（ニュージーランド）

兼任 講師

兼任

兼任 講師

苅田　アイリーン
＜令和2年4月＞

Master of Divinity
（アメリカ）

水産増養殖学

兼任 講師

飯田 貴次
＜令和3年4月＞
博士（農学）

講師

藤原　佳菜子
＜令和2年4月＞
学士（獣医学）

兼任 講師

北村 真一
＜平成30年4月＞
博士（水産科学）

動物関連キャリア概論※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

現代人の科学Ａ

兼任 講師

木村　展之
＜令和3年4月＞
博士（獣医学）

兼任 講師

清水　美穂
＜令和3年4月＞

専門学校卒

企業と人間Ｂ

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

綜合英語ⅠＢ 綜合英語ⅠＢ
兼任 講師

越智　美江
＜令和3年4月＞

MA in TESOL/TEFL
（アメリカ）

兼任 講師

越智　美江
＜令和3年4月＞

MA in TESOL/TEFL
（アメリカ）

企業と人間Ｂ

兼任 講師

清水　美穂
＜令和3年4月＞

専門学校卒

企業と人間Ａ 企業と人間Ａ

総合英語ⅣＡ

綜合英語ⅣＢ 綜合英語ⅣＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

綜合英語ⅢＢ 綜合英語ⅢＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ

綜合英語ⅡＢ 綜合英語ⅡＢ

綜合英語ⅠＢ

綜合英語ⅡＢ

総合英語ⅣＡ

綜合英語ⅣＢ

綜合英語ⅡＢ

総合英語ⅢＡ 総合英語ⅢＡ

綜合英語ⅠＢ

総合英語ⅡＡ 総合英語ⅡＡ
兼任 講師

平井　勝子
＜令和3年4月＞

修士（英語コミュニケー
ション）

総合英語ⅠＡ 総合英語ⅠＡ

兼任 講師

平井　勝子
＜令和3年4月＞

修士（英語コミュニケーショ
ン）

綜合英語ⅢＢ 綜合英語ⅢＢ

総合英語ⅣＡ 総合英語ⅣＡ

発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ

ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ ｳｴｽﾄ ｱﾙｿﾞ
＜令和3年4月＞

English BA Degree
（アメリカ）

兼任 講師

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

綜合英語ⅣＢ

兼任 講師

発信英語ⅡＢ

実用英語（アカデミックライティ
ング）

発信英語ⅠＡ

発信英語ⅢＡ

発信英語ⅢＢ

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

ｶｰﾘｰ　法流
＜令和3年4月＞
Master of Arts

Educational Leadership
and Societal Change

（アメリカ）

兼任 講師

ｶｰﾘｰ　法流
＜令和3年4月＞
Master of Arts

Educational Leadership
and Societal Change

（アメリカ）

発信英語ⅠＢ 発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ

ｴﾙﾌﾞｴﾗ ｳﾞｫﾝ・ﾗﾙﾌ・ﾃﾞｨﾝ・ﾏﾙｹ

ｽﾞ

＜令和3年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

ｴﾙﾌﾞｴﾗ ｳﾞｫﾝ・ﾗﾙﾌ・ﾃﾞｨﾝ・ﾏ

ﾙｹｽﾞ

＜令和3年4月＞
博士（工学）

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ
兼任 講師

西野　直樹
＜令和3年4月＞
博士（農学） 兼任 講師

西野　直樹
＜令和3年4月＞
博士（農学）

飼料作物学 飼料作物学

兼任 講師

発信英語ⅡＢ

橘　哲也
＜令和3年4月＞
博士（農学）

飼料作物学 飼料作物学

兼任 講師

橘　哲也
＜令和3年4月＞
博士（農学）

野生動物学

兼任 講師

奥田　圭
＜令和3年4月＞
博士（農学）

望月　雅光
＜令和3年4月＞
博士（情報工学）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポーツ）

スポーツとフィールド科学（エコ
ツーリズムのための野外スポー
ツ）

兼任 講師

望月　雅光
＜令和3年4月＞
博士（情報工学）

前田　寛
＜令和3年4月＞

体育学修士

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

兼任 講師

前田　寛
＜令和3年4月＞

体育学修士

兼任 講師

山内　武巳
＜令和3年4月＞
博士（体育学）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

スポーツとフィールド科学（ス
キー）

兼任 講師

山内　武巳
＜令和3年4月＞
博士（体育学）

兼任 講師

モナ　モサ
＜令和3年9月＞
B.Sc.Mechanical

Engineering
（エジプト）

発信英語ⅠＢ

実用英語（プレゼンテーション） 実用英語（プレゼンテーション）

発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ 発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ 発信英語ⅡＢ

実用英語（アカデミックライティン
グ）

実用英語（アカデミックライティ
ング）

兼任 講師

モナ　モサ
＜令和3年9月＞
B.Sc.Mechanical

Engineering
（エジプト）

発信英語ⅠＡ 発信英語ⅠＡ

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

担当授業科目名

現代人の科学Ｂ

現代人の科学Ｄ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 講師

ﾁｪﾙﾍﾞﾘｵｰﾈ ﾐｹｰﾚ
＜令和4年4月＞

法律修士
（イタリア）

発信英語ⅡＡ

発信英語ⅡＢ

発信英語ⅠＡ

発信英語ⅠＢ

発信英語ⅡＡ

兼任 講師

ﾀﾞｯﾌｨｰﾏｯｷﾞｰ ﾗﾙﾌ ｺﾞｰﾄﾞﾝ
＜令和4年9月＞

MA in Philosophy(Ethics
and Political
Philosophy)
（イギリス）

獣医病理学実習

総合参加型臨床実習

兼任 講師

小菊　洋行
＜令和4年4月＞
学士（獣医学）

発信英語ⅡＢ

兼任 講師

仲　章伸
＜令和4年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

寺川　翼
＜令和4年4月＞

専門学校卒
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

【平成３０年度】

・海外留学からの帰国日変更のため、早川晃司講師の就任年月を「平成３１年4月」から「令和元年６月」へ変更。

・獣医学教育病院における診療業務のため、松田彬講師の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３０年４月」へ変更。

・獣医学教育病院における診療業務のため、中嶋幸生講師の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３１年４月」へ変更。

・獣医学教育病院における診療業務のため、前田憲孝講師の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３１年４月」へ変更。

・獣医学教育病院における診療業務のため、小野哲嗣助教の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３０年４月」へ変更。

・森田康広助教就任辞退により、「小動物内科学実習」「産業動物臨床実習」「獣医臨床繁殖学実習」「総合獣医学演習Ⅰ」「総合参加型臨床実習」は芝野健一教授に変更す
る。平成３０年４月ＡＣ教員審査済み。

・獣医学教育病院における診療業務のため、久楽賢治助教の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３０年４月」へ変更。

・放射線治療分野の教育研究の充実、及び実習の質向上のため「放射線生物学」は江藤真澄教授から浅沼武敏教授に変更。「獣医画像診断学」「獣医画像診断学実習」「小動
物内科学実習」「産業動物臨床実習」「獣医療面接実習」「トランスレーショナル・ベテリナリーメディシン」「獣医高度臨床学」は、浅沼武敏教授を追加の担当者として配
置した。平成３０年１１月ＡＣ教員審査済み。

・大和田一雄兼担教授の担当予定科目に平成３０年度のみ「生命科学実習」「獣医生理学実習」「獣医組織学実習」を追加する。

・北村真一准教授就任辞退により、「動物関連キャリア概論」「魚病学」「魚病学実習」「獣医公衆衛生学実習」「動物衛生学実習」「国際生物資源学」「卒業論文Ⅰ」「卒
業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は、横山博教授に変更。平成３０年１１月ＡＣ教員審査済み。なお「動物関連キャリア概論」は、１年①期に開講する科目であるため、平成３０年
度のみ北村真一が非常勤講師として担当した。

・我妻玲准教授就任辞退により、「生命科学実習」は深瀬徹教授に変更。平成３０年４月ＡＣ教員審査済み。「生物統計」は専任准教授の担当科目追加で令和元年７月ＡＣ教
員審査を受審する予定である。「獣医生理学実習」は専任助教の担当科目追加で令和元年７月ＡＣ教員審査を受審する予定である。「食品衛生学実習」は高橋秀和准教授に変
更。平成３１年１月ＡＣ教員審査済み。「ライフサイエンス特別実習」「獣医臨床疫学演習」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は後任の専任教員予定者について
令和元年7月ＡＣ教員審査を受審する予定である。「健康の科学」「生涯スポーツ」は高橋正行兼任教員に変更。
　なお、「生命科学実習」は１年①期より開講するため、平成３０年度のみ大和田一雄兼担教授が担当、「獣医生理学実習」も平成３０年度のみ大和田一雄兼担教授が担当。

・依田成玄准教授就任辞退により、「獣医生理学実習」は、中村翔助教に変更。平成３１年１月ＡＣ教員審査済み。「獣医公衆衛生学実習」「ライフサイエンス特別実習」
「分子疫学」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は、高橋秀和准教授に変更。平成３１年１月ＡＣ教員審査済み。「食品衛生学実習」「専門英語ⅡB」は、横山博教
授に変更。平成３０年１１月ＡＣ教員審査済み。「分子細胞腫瘍学」は、浅沼武敏教授に変更。平成３０年１１月ＡＣ教員審査済み。

・獣医学教育病院における診療業務のため、下川（德永）孝子准教授の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３０年４月」へ変更。

・獣医学教育病院における診療業務のため、伊藤良樹准教授の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３０年４月」へ変更。

　　　　 　　　　

・菅又昌実教授就任辞退により、「動物関連キャリア概論」は井上陽一講師に変更。平成３１年１月ＡＣ教員審査済み。「情報リテラシー」「環境衛生学」は高橋秀和准教授
に変更。平成３１年１月ＡＣ教員審査済み。「獣医微生物学実習」「人獣共通感染症学実習」は鍬田龍星准教授に変更。平成３０年１１月ＡＣ教員審査済み、「獣医公衆衛生
学総論」「獣医公衆衛生学実習」「食品衛生学実習」「セキュリティー学」「グローバル食品管理科学」「国際生物資源学」「公共獣医事情報解析実習」「卒業論文Ⅰ」「卒
業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は、神林康弘教授に変更、平成３０年１１月ＡＣ教員審査済み。「総合獣医学演習Ⅱ」は浅沼武敏教授に変更、平成３０年１１月ＡＣ教員審査済
み。
「動物衛生学実習」は後任の専任教員予定者について令和元年７月ＡＣ教員審査を受審する予定である。なお、井上陽一講師の就任は令和２年４月であることから、平成３０
年度、令和元年度のみ「動物関連キャリア概論」は平山紀夫兼任講師が担当する。

・榑林陽一教授就任辞退により、「動物関連キャリア概論」「生物物理学」「トランスレーショナル・リサーチ」「国際ライフサイエンス産業政策論」「分子疫学」「卒業論
文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は、斉藤真也教授に変更。平成３０年４月ＡＣ教員審査済み。なお、「動物関連キャリア概論」は１年①期に開講する科目であるため、
平成３０年度のみ斉藤真也が兼任講師として担当した。

・放射線治療学を専門とする教員の担当にすることで、教育効果を向上させるため、「放射線生物学」について江藤真澄教授の担当から浅沼武敏教授に変更。平成３０年１１
月ＡＣ教員審査済み。

・獣医学教育病院における診療業務のため、杉山晶彦教授の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３０年４月」へ変更。

・足立吉敷教授死去により、「食品衛生学実習」「動物衛生学」「動物衛生学実習」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」を担当する後任の専任教員予定者について
平成３１年４月ＡＣ教員審査を受審中である。

・門平睦代教授就任辞退により、「獣医疫学」「総合獣医学演習Ⅰ」「国際動物疾病学」「獣医臨床疫学演習」「獣医キャリアスキルアップ研修」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文
Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は、深瀬徹教授に変更する。平成３０年４月ＡＣ教員審査済み。「専門英語ⅡA」は高橋秀和准教授に変更する。平成３１年１月ＡＣ教員審査済み。

・前多敬一郎教授の死去により、「動物衛生学実習」「獣医臨床繁殖学実習」は、井上陽一講師に変更。平成３１年１月ＡＣ教員審査済み。「総合獣医学演習Ⅰ」「卒業論文
Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は、浅沼武敏教授に変更。平成３０年１１月ＡＣ教員審査済み。「遺伝育種学」は専任の教授予定者を令和元年７月ＡＣ教員審査を受審す
る予定である。令和元年度は当該教員を兼任講師として配置する。「獣医臨床繁殖学」は専任教授の担当科目追加として平成３１年４月ＡＣ教員審査受審中である。

・獣医学教育病院における診療業務のため、星史雄教授の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３０年４月」へ変更。

・獣医学教育病院における診療業務のため、山添和明教授の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３１年４月」へ変更。

・片山圭一准教授就任辞退により、「動物関連キャリア概論」「生命科学実習」「獣医組織学実習」「獣医病理解剖学実習」「獣医病理学実習」「総合参加型臨床実習」「ラ
イフサイエンス特別実習」は、逸見（小原）千寿香講師に変更。平成３０年４月ＡＣ教員審査済み。「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は、芝野健一教授に変更。
平成３０年４月ＡＣ教員審査済み。「専門英語ⅠＢ」は斉藤真也教授に変更。平成３０年４月ＡＣ教員審査済み。
　なお、「動物関連キャリア概論」は１年①期より開講するため、深瀬徹兼任講師が平成３０年度のみ担当、「生命科学実習」は１年①期より開講するため小野文子兼担准教
授が平成３０年度のみ担当、「獣医組織学実習」は１年③期より開講するため、大和田一雄兼担教授が平成３０年度のみ担当した。

・中村翔助教の担当科目に就任辞退した依田准教授の「獣医生理学実習」を追加。平成３１年１月ＡＣ教員審査済み。

・佐野芳助教就任辞退により、「獣医公衆衛生学実習」「動物衛生学実習」は、鍬田龍星准教授に変更。平成３０年１１月ＡＣ教員審査済み。

・獣医学教育病院における診療業務のため、望月庸平助教の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３０年４月」へ変更。

・獣医学教育病院における診療業務のため、杉本佳介助教の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３０年４月」へ変更。

・獣医学教育病院における診療業務のため、三河翔馬助教の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３１年４月」へ変更。

・獣医学教育病院における診療業務のため、神田鉄平准教授の就任予定年月を「令和２年４月」から「平成３０年４月」へ変更。

65



【令和元年度】

　　　　 　　　　

・平成３０年度に死去した足立吉數教授の担当科目である「食品衛生学実習」「動物衛生学」「動物衛生学実習」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」については、
後任として令和３年４月就任予定の増田恒幸准教授が担当する。令和元年７月ＡＣ教員審査済。なお、「動物衛生学」は令和２年度のみ、増田恒幸准教授が兼任講師として担
当し、永幡肇兼担教授も担当する。「動物衛生学実習」は令和２年度のみ、増田恒幸准教授が兼任講師として担当する。

・平成３０年度に死去した前多敬一郎教授の担当科目については、「遺伝育種学」は国枝哲夫教授が担当し、「獣医臨床繁殖学」は稲葉俊夫教授が担当する。いずれも令和元
年７月ＡＣ教員審査済。

・我妻玲准教授が平成30年度に就任を辞退したことにより、「生物統計」の後任として神林康弘教授が担当、「獣医生理学実習」の後任として田中良法助教が担当、「ライフ
サイエンス特別実習」「獣医臨床疫学演習」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は令和２年４月就任の国枝哲夫教授がそれぞれ担当する。いずれも令和元年７月Ａ
Ｃ教員審査済。

・「応用英語ⅠＡ」「応用英語ⅠＢ」「応用英語ⅡＡ」「応用英語ⅡＢ」の履修者数に合わせて開講クラスを調整したため、ｶｰﾃｨｽ ﾃｨﾓｼｰ ﾌﾞﾗｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ講師の担当授業科目に追
加した。令和２年１月ＡＣ教員審査済み。

・令和２年３月に小林正人助教が就任を辞退したことにより、「小動物内科学実習」「獣医画像診断学実習」「総合獣医学演習Ⅰ」「獣医療面接実習」「総合参加型臨床実
習」「総合臨床検査特別実習」「専門英語ⅠＢ」の専任教員予定者について令和２年６月ＡＣ教員審査を受審予定である。また、「専門英語ⅠＢ」は令和２年度のみ、藤原佳
菜子兼任講師が担当する。

・外国人留学生用の初年次日本語教育科目を新設したため、藤倉晶子兼任講師の担当科目に「日本語」を追加する。

・Andrew David Strange兼任講師の任期満了により、「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」「発信英語ⅢＡ」「発信英語ⅢＢ」「発信英語Ⅳ
Ａ」「発信英語ⅣＢ」はCrocker Nathan David兼任講師に変更。

・平成３０年度に辞退した川口ローラ兼任講師の後任は未定であったが、令和元年度よろい大河内ジュリー兼任講師を採用する。「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英
語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」「発信英語ⅢＡ」「発信英語ⅢＢ」「発信英語ⅣＡ」「発信英語ⅣＢ」を担当する。

【令和２年度】
・菅又昌実教授が平成30年度に就任を辞退したことにより、「動物衛生学実習」の後任として国枝哲夫教授が担当する。令和元年７月ＡＣ教員審査済。

・大和田一雄兼担教授の平成３０年度担当科目である「生命科学実習」は深瀬徹教授の担当に変更、「獣医生理学実習」は中村翔助教の担当に変更、「獣医組織学実習」は逸
見（小原）千寿香講師の担当に変更する。

・寺田盛紀兼担教授の退職により、「企業と人間Ａ」「企業と人間Ｂ」は八木力俊兼任講師に変更する。

・小野文子兼担准教授の平成３０年度担当科目のうち「生命科学実習」は逸見（小原）千寿香講師の担当に変更する。

・平成３０年度に辞退した磯部知宏兼担教授の残りの担当科目のうち、「飼料作物学」は平山紀夫兼任講師の担当に変更する。平山紀夫は平成３０年度に引き続き「動物関連
キャリア概論」を担当する。

・松本喜一郎兼任講師の任期満了により、「総合英語ⅠＡ」「総合英語ⅠＢ」「総合英語ⅡＡ」「総合英語ⅡＢ」「総合英語ⅢＡ」「総合英語ⅢＢ」「総合英語ⅣＡ」「総合
英語ⅣＢ」は菅紀子兼任講師に変更。

・獣医学教育病院における診察を担当するため、岡村泰彦教授の就任が令和２年４月から平成３１年４月に変更した。

・平成３０年度に辞退した我妻玲准教授の残りの担当科目である「生物統計」は、専任准教授の担当科目追加で令和元年７月ＡＣ教員審査を受審する。「獣医生理学実習」は
専任助教の担当科目追加で令和元年７月ＡＣ教員審査を受審する。「ライフサイエンス特別実習」「獣医臨床疫学演習」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は後任
の専任教員予定者について令和元年7月ＡＣ教員審査を受審する。

・前任校の退職時期変更により、早川晃司講師の就任が平成３１年４月から令和元年６月に遅延。

・海外留学の帰国時期変更により、佐伯亘平講師の就任が令和2年４月から令和２年８月に遅延。

・平成３０年度に辞退した磯部知弘兼担教授の残りの担当科目である「遺伝育種学」は、獣医学科教授予定者が専任としてオムニバスを解消して単独担当することとし、令和
元年７月ＡＣ教員審査受審予定である。

　　　　 　　　　

・平成３０年度に辞退した菅又昌実教授の残りの担当科目である「動物衛生学実習」は、専任の教授予定者を令和元年７月ＡＣ教員審査を受審する。「可」となれば後任補充
が完了する。

・平成３０年度に死去した足立吉數教授の担当科目である「食品衛生学実習」「動物衛生学」「動物衛生学実習」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」は、専任の准
教授予定者を令和元年４月ＡＣ教員審査を受審中である。審査の結果「可」判定となれば後任補充が完了する。

・平成３０年度に死去した前多敬一郎教授の残りの担当科目である「遺伝育種学」は、専任の教授予定者を令和元年７月ＡＣ教員審査を受審する。「可」となれば令和元年９
月より科目を担当する。「獣医臨床繁殖学」は専任教授の担当科目追加として平成３１年４月ＡＣ教員審査受審中である。「可」となれば後任の補充が完了する。

・平山紀夫兼任講師の担当予定科目に「動物関連キャリア概論」を追加する。

・川口ローラ兼任講師就任辞退により、「発信英語ⅠA」「発信英語ⅠB」「発信英語ⅡA」「発信英語ⅡB」「発信英語ⅢA」「発信英語ⅢB」「発信英語ⅣA」「発信英語ⅣB」
のクラス編制を調整し、１名の専任講師、６名の兼任講師で担当することとなった。

・平成30年4月高橋正行兼任教員が就任。就任辞退した我妻玲准教授の「健康の科学」「生涯スポーツ」を担当する。

・「スポーツとフィールド科学（エコツーリズムのための野外スポーツ）」、「スポーツとフィールド科学（スキー）」の教育体制を充実させるため、担当の兼任講師の配置
を増やすこととし、湯川治敏兼任教員を配置した。

・「スポーツとフィールド科学（スキー）」の教育体制を充実させるため、担当の兼任講師の配置を増やすこととし、山口立雄兼任教員を配置した。

・小野文子兼担准教授の担当予定科目に平成３０年度のみ「生命科学実習」を追加する。

・磯部知弘兼担教授就任辞退により、「遺伝育種学」は獣医学科専任の教授候補者を候補として、令和元年７月ＡＣ教員審査受審予定である。令和元年度は兼任講師として担
当する。「産業動物臨床実習」「獣医臨床繁殖学実習」「産業動物疾病予防管理学」は、永幡肇兼担教授に変更。獣医保健看護学科専任の教授として平成３０年１１月ＡＣ教
員審査済み。

・松山秀一兼担准教授就任辞退により、「生産農学概論」「総合参加型臨床実習」は永幡肇兼担教授に変更。獣医保健看護学科専任の教授として平成３０年１１月ＡＣ教員審
査受審済。「生産農学概論」は１年③期より開講する科目であるため、平成３０年度のみ永幡肇が兼任講師として担当。「食品衛生学実習」「動物衛生学実習」「獣医臨床繁
殖学実習」は、久枝啓一兼担講師に変更。獣医保健看護学科の専任講師として平成３１年１月ＡＣ教員審査済み。

・小沼守兼任教員（令和２年度より兼担准教授）就任辞退により、「栄養学」は内田英二兼担教授に変更する。獣医保健看護学科専任の教授として平成３１年１月ＡＣ教員審
査済み。なお、１年④期に開講する科目であるため、平成30年度は三好紀彰兼任教員が担当した。「チーム獣医療学」は佐伯香織兼担講師に変更する。獣医保健看護学科専任
の講師として平成３１年１月ＡＣ教員審査済み。

・澤見英男兼任教員は、平成３０年４月１日付けで岡山理科大学特任教授に採用されたため、兼担教授に変更する。

66



　　　　 　　　　

・令和３年４月就任予定だった増田恒幸准教授の就任が令和４年４月に一身上の都合により延期となった。令和２年度に「動物衛生学」を担当していた永幡肇兼担教授から同
准教授が担当することに変更。

・「飼料作物学」を担当予定だった平山紀夫兼任講師が担当を辞退。後任として橘哲也兼任講師、西野直樹兼任講師が就任した。

・「獣医解剖学実習」について、履修者数に合わせて調整したため、佐伯法学兼任講師を担当から除外した。

・令和３年４月に死去した山田裕准教授の担当していた「動物関連キャリア概論」「獣医臨床薬理学」「産業動物臨床実習」「総合獣医学演習Ⅰ」「総合参加型臨床実習」
「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」の後任として後藤聡准教授が令和４年４月に就任（令和３年９月教員審査済）した。また、「産業動物臨床学」の後任として芝
野健一教授が担当（令和３年12月教員審査済）する。

・「生命科学実習」「獣医解剖学実習」「獣医組織学実習」「発生工学」を担当していた五十嵐瞳助教が令和２年12月に一身上の都合により退職。「生命科学実習」「獣医解
剖学実習」「獣医組織学実習」については、専任教員予定者が令和３年３月のＡＣ教員審査を受審中である。「発生工学」の後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査
受審予定）であるが、現在未定である。

・令和２年12月に一身上の都合により退職した五十嵐瞳助教の担当していた「生命科学実習」「獣医解剖学実習」「獣医組織学実習」の後任として嘉手刈将助教が令和３年９
月に就任（令和３年３月教員審査済）した。また、「発生工学」の後任として米加田徹准教授が令和４年４月に就任（令和３年９月教員審査済）した。

・向田昌司助教、中村翔助教、杉本佳介助教、久楽賢治助教が、それぞれ令和３年４月に助教から講師に昇任（令和２年９月教員審査済）した。

・作道章一准教授、神田鉄平准教授が、それぞれ令和４年４月に准教授から教授に昇任（令和３年９月教員審査済）した。また、中嶋幸生講師、松田彬講師、前田憲孝講師
が、それぞれ令和４年４月に講師から准教授に昇任（令和２年９月教員審査済）した。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した飯田貴次教授の担当していた「動物関連キャリア概論」「魚病学実習」「水産増養殖学」「国際展示動物疾病学」「卒業論文
Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」の後任として米加田徹准教授が令和４年４月に就任（令和３年９月教員審査済）した。

・「獣医微生物学実習」「獣医病理学実習」「野生動物学」「動物感染症学」「国際野生動物管理学」「国際獣医法医学」「国際生物資源学」「エキゾチックアニマル学」
「国際展示動物疾病学」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」「現代人の科学Ａ」を担当していた栁井徳磨教授が令和３年３月に一身上の都合により退職。「獣医微
生物学実習」「獣医病理学実習」「野生動物学」「国際野生動物管理学」「エキゾチックアニマル学」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」の後任予定者について
は、令和３年５月ＡＣ教員審査を受審する。また、「動物感染症学」「国際獣医法医学」「国際生物資源学」「国際展示動物疾病学」「現代人の科学Ａ」の後任については今
後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。令和３年度の「野生動物学」については奥田圭兼任講師が、「現代人の科学Ａ」については木村展之兼
任講師がそれぞれ担当する。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した栁井徳磨教授の担当していた「獣医微生物学実習」「獣医病理学実習」「野生動物学」「国際野生動物管理学」「エキゾチック
アニマル学」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」の後任として奥田ゆう講師が令和３年９月に就任（令和３年６月教員審査済）した。また、「獣医微生物学実習」
「獣医病理学実習」については兼任補充可となった。

・「動物感染症学」「国際獣医法医学」「国際生物資源学」「国際展示動物疾病学」「現代人の科学Ａ」の後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）である
が、現在未定である。

・「動物関連キャリア概論」「獣医臨床薬理学」「産業動物臨床学」「産業動物臨床実習」「総合獣医学演習Ⅰ」「総合参加型臨床実習」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒
業論文Ⅲ」を担当していた山田裕准教授が令和３年４月に死去。「動物関連キャリア概論」「産業動物臨床学」については芝野健一教授が今年度中にＡＣ教員審査を受審する
予定である。また、「獣医臨床薬理学」「産業動物臨床学」「産業動物臨床実習」「総合獣医学演習Ⅰ」「総合参加型臨床実習」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文
Ⅲ」の後任については今年度中にＡＣ教員審査を受審する予定である。令和３年度の「産業動物臨床学」については、久枝啓一兼担講師が担当する。

・「スポーツとフィールド科学（スキー）」の吉村直樹兼任講師、黒田隆之兼任講師、杉本博兼任講師、山口立雄兼任講師が任期満了による退職。後任として田中淳兼任講
師、佐藤眞久兼任講師、仲道雅輝兼任講師が就任。

・教育効果を向上させるため、「獣医解剖学実習」を担当する佐伯法学兼任講師を追加する。

・「応用英語ⅠＡ」「応用英語ⅠＢ」「応用英語ⅡＡ」「応用英語ⅡＢ」の担当を予定していた高橋伸二兼任講師について、開講時間と講師の予定が合わなかったため、担当
を菅紀子兼任講師に変更した。

【令和３年度】
・「動物関連キャリア概論」「魚病学実習」「水産増養殖学」「国際展示動物疾病学」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」を担当していた飯田貴次教授が令和３年
３月に一身上の都合により退職。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。令和3年度の「水産増養殖学」については、飯田貴次
が兼任講師として担当する。

・澤見英男兼担教授は令和２年３月３１日をもって任期満了による退職のため、「現代人の科学Ｄ」を八木力俊兼任講師に変更。

・「小動物外科学実習」の担当を予定していた小野文子兼担准教授について、開講時間の予定が合わなかったため、担当を久枝兼担講師に変更した。

・「実用英語（アカデミックライティング）」の履修者数に合わせて開講クラスを調整したため、門田ｼﾙﾊﾞﾙｰ兼任講師と大河内ｼﾞｭﾘｰ兼任講師の担当授業科目に追加した。

・渡辺ﾒﾘｰ ｼﾞｪｰﾝ ｶﾞﾙｼｱ兼任講師が任期満了による退職のため、「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」の後任として苅田ｱｲﾘｰﾝ兼任講師が就任
し、「発信英語ⅢＡ」「発信英語ⅢＢ」「発信英語ⅣＡ」「発信英語ⅣＢ」の後任として大河内ｼﾞｭﾘｰ兼任講師の担当授業科目に追加した。

・「心理学Ａ」「心理学Ｂ」担当の矢野葉子兼任講師が任期満了による退職のため、後任として桐木玉美兼任講師が就任した。

・令和２年３月に就任を辞退した小林正人助教の担当予定であった「小動物内科学実習」「獣医画像診断学実習」「総合獣医学演習Ⅰ」「獣医療面接実習」「総合参加型臨床
実習」「総合臨床検査特別実習」の後任として小林宏祐助教が令和２年９月に就任（令和２年５月教員審査済）した。また、「専門英語ⅠＢ」の後任として竹谷浩介講師が担
当（令和２年５月教員審査済）する。

・「放射線生物学」において、浅沼武敏専任教授と杉本幹治兼任講師のオムニバスを解消し、浅沼武敏専任教授の単独担当に変更する。令和２年１月教員審査済み。

・教育効果を向上させるため、「獣医微生物学実習」をＡＣ教員審査受審により追加となった増田恒幸専任准教授が担当する。令和元年７月ＡＣ教員審査済み。

・「スポーツとフィールド科学（エコツーリズムのための野外スポーツ）」及び「スポーツとフィールド科学（スキー）」を担当していた森博史兼担准教授が退任。

・「動物関連キャリア概論」「総合臨床検査特別実習」を獣医保健看護学科においてＡＣ教員審査受審により追加となった藤谷登兼担教授が担当する。
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・「現代人の科学Ｄ」を担当していた八木力俊兼任講師が任期満了により退任した。後任として牧祥兼担准教授が就任した。

・「スポーツとフィールド科学（エコツーリズムのための野外スポーツ）」を担当していた高野洋志兼任講師が任期満了により退任した。後任として河合史菜兼担助教、望月
雅光兼任講師が就任した。

・教育効果を向上させるため、「スポーツとフィールド科学（スキー）」を担当する河合史菜兼担助教、前田寛兼任講師、山内武巳兼任講師を追加する。

・「総合英語ⅠＡ」「総合英語ⅠＢ」「総合英語ⅡＡ」「総合英語ⅡＢ」「総合英語ⅢＡ」「総合英語ⅢＢ」「総合英語ⅣＡ」「総合英語ⅣＢ」を担当していた高橋伸二兼任
講師が任期満了により退任した。後任として越智美江兼任講師が就任した。

・「総合英語ⅠＡ」「総合英語ⅠＢ」「総合英語ⅡＡ」「総合英語ⅡＢ」「総合英語ⅢＡ」「総合英語ⅢＢ」「総合英語ⅣＡ」「総合英語ⅣＢ」を担当していたﾘｳﾞｪﾗ陽子兼任
講師が任期満了により退任した。後任として平井勝子兼任講師が就任した。

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」を担当していたﾘｳﾞｪﾗ ﾏｲｹﾙ ﾗｲｱﾝ兼任講師が任期満了により退任した。後任としてﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ ｳｴｽﾄ ｱﾙ
ｿﾞ兼任講師が就任した。

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」を担当していたｸﾛｯｶｰ ﾈｲｻﾝ ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ兼任講師が任期満了により退任した。後任としてｶｰﾘｰ法流兼任
講師が就任した。

・「実用英語（プレゼンテーション）」の履修者数に合わせて開講クラスを調整したため、大河内ｼﾞｭﾘｰ兼任講師の担当授業科目を追加した。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した飯田貴次教授の担当科目である「動物関連キャリア概論」「魚病学実習」「水産増養殖学」「国際展示動物疾病学」「卒業論文
Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」については、後任として令和４年４月に就任（令和３年９月教員審査済）した米加田徹准教授が担当する。

・「企業と人間Ａ」「企業と人間Ｂ」を担当していた八木力俊兼任講師が任期満了により退任した。後任として清水美穂兼任講師が就任した。

・「発信英語ⅢＡ」「発信英語ⅢＢ」「発信英語ⅣＡ」「発信英語ⅣＢ」を担当していた苅田ｱｲﾘｰﾝ兼任講師が任期満了により退任した。後任としてｴﾙﾌﾞｴﾗ ｳﾞｫﾝ・ﾗﾙﾌ・ﾃﾞｨﾝ・
ﾏﾙｹｽﾞ兼任講師が就任した。

・「栄養学」を担当していた内田英二兼担教授が定年退職した。後任として令和４年７月に就任予定の田川道人兼担准教授が担当する。

【令和４年度】

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」「発信英語ⅢＡ」「発信英語ⅢＢ」「発信英語ⅣＡ」「発信英語ⅣＢ」「実用英語（アカデミックラ
イティング）」「実用英語（プレゼンテーション）」を担当している大河内ジュリー兼任講師が令和４年９月に任期満了により退任する。「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」
について、令和４年度は大河内ジュリー兼任講師が担当する。「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」の後任については今後採用する予定であるが、現在未定である。「発信英語
ⅢＡ」「発信英語ⅢＢ」の後任についてはカーリー法流兼任講師が担当する。「発信英語ⅣＡ」「発信英語ⅣＢ」については、履修者数により開講数を調整し除外した。「実
用英語（アカデミックライティング）」「実用英語（プレゼンテーション）」の後任についてはモナモサ兼任講師が担当する。

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」を担当しているﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ ｳｴｽﾄ ｱﾙｿﾞ兼任講師が令和３年９月に任期満了により退任した。後任につい
ては令和３年９月より就任したモナモサ兼任講師が担当する。

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」「発信英語ⅢＡ」「発信英語ⅢＢ」「発信英語ⅣＡ」「発信英語ⅣＢ」「実用英語（アカデミックラ
イティング）」を担当している門田シルバルー兼任講師が任期満了により退任した。「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」「発信英語ⅢＡ」
「発信英語ⅢＢ」「発信英語ⅣＡ」「発信英語ⅣＢ」の後任についてはｸﾛｯｶｰ ﾈｲｻﾝ ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ兼任講師が担当する。「実用英語（アカデミックライティング）」の後任につい
てはｶｰﾘｰ法流兼任講師が担当する。

・「動物関連キャリア概論」を担当していた平山紀夫兼任講師が任期満了となった。

・令和３年３月に一身上の都合により退職した栁井徳磨教授の担当科目である「野生動物学」「国際野生動物管理学」「エキゾチックアニマル学」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文
Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」については、後任として令和３年９月に就任（令和３年６月教員審査済）した奥田ゆう講師が担当する。奥田ゆう講師が「野生動物学」を担当するため、
奥田圭兼任講師は退任する。「動物感染症学」「国際展示動物疾病学」については、専任の准教授２名が令和４年６月ＡＣ教員審査を受審する。「国際獣医法医学」「国際生
物資源学」については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。「獣医病理学実習」については小菊洋行兼任講師が、「獣医微生物学実習」
「現代人の科学Ａ」については令和４年４月に就任した木村展之兼担教授が担当する。

・令和３年４月に死去した山田裕准教授の担当科目である「動物関連キャリア概論」「獣医臨床薬理学」「産業動物臨床実習」「総合獣医学演習Ⅰ」「総合参加型臨床実習」
「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」については、後任として令和４年４月に就任（令和３年９月教員審査済）した後藤聡准教授が担当する。また、「産業動物臨床
学」については、後任として令和３年度に担当していた久枝啓一兼担准教授から芝野健一教授が担当（令和３年12月教員審査済）する。

・「動物福祉論」を担当していた大和田一雄兼担教授が辞退。後任として令和４年４月に就任（令和３年度は兼任講師）した木村展之兼担教授が担当する。

・令和２年12月に一身上の都合により退職した五十嵐瞳助教の担当していた「生命科学実習」「獣医解剖学実習」「獣医組織学実習」の後任として令和３年９月に就任（令和
３年３月教員審査済）した嘉手刈将助教が担当する。また、「発生工学」の後任として令和４年４月に就任（令和３年９月教員審査済）した米加田徹准教授が担当する。

・「動物関連キャリア概論」「生命科学実習」「獣医組織学実習」「獣医病理解剖学実習」「獣医病理学実習」「総合参加型臨床実習」「ライフサイエンス特別実習」を担当
していた逸見千寿香講師が令和４年３月に一身上の都合により退職。後任として令和４年４月に就任（令和３年９月教員審査済）した中村進一講師が担当する。

・「生産農学概論」「産業動物臨床実習」「獣医臨床繁殖学実習」「総合参加型臨床実習」「産業動物疾病予防管理学」を担当していた永幡肇兼担教授が定年退職した。「生
産農学概論」「産業動物臨床実習」「獣医臨床繁殖学実習」の後任については、令和４年４月に就任した豊後貴嗣兼担教授が担当する。「総合参加型臨床実習」の後任につい
ては小菊洋行兼任講師が担当する。「産業動物疾病予防管理学」の後任については令和５年１月就任予定の増田恒幸准教授が兼任講師として担当する。

・「生命科学実習」「獣医生理学実習」「動物衛生学実習」「獣医臨床繁殖学実習」「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」「卒業論文Ⅲ」を担当していた中村翔講師が令和４年３月
に一身上の都合により退職。後任については今後採用する計画（ＡＣ教員審査受審予定）であるが、現在未定である。令和４年度の「動物衛生学実習」については、中村翔が
兼任講師として担当する。

・作道章一准教授、神田鉄平准教授が、それぞれ令和４年４月に准教授から教授に昇任（令和３年９月教員審査済）した。また、中嶋幸生講師、松田彬講師、前田憲孝講師
が、それぞれ令和４年４月に講師から准教授に昇任（令和２年９月教員審査済）した。

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」を担当している鳥生クリスティーン兼任講師が任期満了により退任した。後任についてはﾁｪﾙﾍﾞﾘｵｰﾈ ﾐ
ｹｰﾚ兼任講師が担当する。

・令和３年４月就任予定だった増田恒幸准教授の就任が令和５年１月に一身上の都合により延期となった。令和４年度については「動物衛生学」「動物衛生学実習」を兼任講
師として担当する。
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は削除せず、斜線を入れてください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

・「現代人の科学Ｂ」を担当している財部健一兼担教授が定年退職した。後任として仲章伸兼任講師が担当する。

・「現代人の科学Ｄ」を担当していた牧祥兼担准教授が辞退。後任として寺川翼兼任講師が担当する。

・教育効果を向上させるため、「スポーツとフィールド科学（エコツーリズムのための野外スポーツ）」の担当として松尾美香兼担准教授を追加する。

・「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」を担当しているｴﾙﾌﾞｴﾗ ｳﾞｫﾝ・ﾗﾙﾌ・ﾃﾞｨﾝ・ﾏﾙｹｽﾞ兼任講師が令和４年９月に任期満了により退任する。
「発信英語ⅠＡ」「発信英語ⅠＢ」について、令和４年度はｴﾙﾌﾞｴﾗ ｳﾞｫﾝ・ﾗﾙﾌ・ﾃﾞｨﾝ・ﾏﾙｹｽﾞ兼任講師が担当する。「発信英語ⅡＡ」「発信英語ⅡＢ」の後任についてはﾀﾞｯﾌｨｰ
ﾏｯｷﾞｰ ﾗﾙﾌ ｺﾞｰﾄﾞﾝ兼任講師が担当する。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
3

= 100 ％
3

［0］

3

［0］

3 3

3

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

(5) (34)

18 74

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

(3)

［2］ ［0］ ［4］ ［△6］ ［0］

31 15 11 18 75

［△6］ ［0］

31 15 11 18 75

(17) (10) (2)

20 10

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

29 15

歳 名 名

年齢構成

10

　（２）－③　年齢構成

7 24 75
31 15

［2］ ［0］ ［4］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 14 14

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
14

= ％
74

18.91

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
75
75

= 100 ％
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時期専任教員氏名

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 必修・選択・自由の別

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目職　位

Ｈ30.3　一身上の都合のため就任辞退（30）

必修 情報リテラシー ①

必修 獣医微生物学実習 ①

必修 獣医公衆衛生学総論 ①

必修 獣医公衆衛生学実習 ①

必修 食品衛生学実習 ①

必修 環境衛生学 ①

必修 動物衛生学実習 ①

必修 総合獣医学演習Ⅱ※

公共獣医事情報解析実習 ①

必修 卒業論文Ⅰ ①

①

選択 セキュリティー学 ①

選択 グローバル食品管理科学 ①

選択 国際生物資源学※ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ ①

2 教授 榑林 陽一 H30.1

必修 動物関連キャリア概論※ ①

１ 教授 菅又 昌実 H30.3

必修 動物関連キャリア概論※ ①

選択 人獣共通感染症学実習 ①

選択

Ｈ30.1　一身上の都合のため就任辞退（30）

必修 生物物理学 ①

選択 トランスレーショナル・リサーチ ①

選択 国際ライフサイエンス産業政策論 ①

選択 分子疫学※ ①

必修 卒業論文Ⅰ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ ①

Ｈ30.8　一身上の都合のため就任辞退（30）

必修 総合獣医学演習Ⅰ※ ①

選択 国際動物疾病学※ ①

選択 獣医臨床疫学演習※ ①

必修 獣医キャリアスキルアップ研修 ①

必修 卒業論文Ⅰ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ ①

選択 専門英語ⅡＡ ①

4 教授 前多 敬一郎 H30.2

必修 遺伝育種学※ ①

3 教授 門平 睦代 H30.8

必修 獣医疫学 ①

Ｈ30.2　死去のため(30）

必修 動物衛生学実習 ①

必修 獣医臨床繁殖学 ①

必修 獣医臨床繁殖学実習 ①

必修 総合獣医学演習Ⅰ※ ①

必修 卒業論文Ⅰ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ ①

Ｈ29.11　一身上の都合のため就任辞退（30）

必修 生命科学実習 ①

必修 獣医組織学実習 ①

必修 獣医病理解剖学実習 ①

必修 獣医病理学実習 ①

必修 総合参加型臨床実習 ①

選択 ライフサイエンス特別実習 ①

必修 卒業論文Ⅰ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ ①

選択 専門英語ⅠＢ ①

6 准教授 北村 真一 H30.3

必修 動物関連キャリア概論※ ①

①

5 准教授 片山 圭一 H29.11

必修 動物関連キャリア概論※ ①

Ｈ30.3　一身上の都合のため就任辞退（30）

必修 魚病学 ①

必修 魚病学実習 ①

必修 獣医公衆衛生学実習 ①

必修 動物衛生学実習 ①

選択 国際生物資源学※ ①

必修 卒業論文Ⅰ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ

Ｈ30.2　一身上の都合のため就任辞退（30）

選択 生物統計 ①

必修 獣医生理学実習 ①

必修 食品衛生学実習 ①

選択 ライフサイエンス特別実習 ①

選択 獣医臨床疫学演習※ ①

必修 卒業論文Ⅰ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ ①

選択 健康の科学 ②

選択 生涯スポーツ ②

7 准教授 我妻 玲 H30.2

必修 生命科学実習 ①
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 78

選択

必修

選択

自由自由 0

25 2

078 科目

選択

辞任等の理由

0

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

12

番　号

必修

科目

後任補充状況担当予定科目

自由自由

計 計計

科目

必修

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

23

0

0

0

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

101 2

人

➀

選択 水産増養殖学 ➀

選択

専任教員氏名 必修・選択・自由の別

科目

必修

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

卒業論文Ⅰ ➀

8 准教授 依田 成玄 H30.3

必修 獣医生理学実習 ①

①

選択 専門英語ⅡＢ ①

Ｈ30.3　一身上の都合のため就任辞退（30）

必修 獣医公衆衛生学実習 ①

必修 食品衛生学実習 ①

選択 分子細胞腫瘍学※ ①

選択 ライフサイエンス特別実習 ①

選択 分子疫学※ ①

必修 卒業論文Ⅰ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ

9 助教 森田 康広 H30.2

必修 小動物内科学実習 ①

Ｈ30.2　一身上の都合のため就任辞退（30）

必修 産業動物臨床実習 ①

必修 獣医臨床繁殖学実習 ①

必修 総合獣医学演習Ⅰ※ ①

必修 総合参加型臨床実習 ①

10 助教 佐野　芳 H30.6
必修 獣医公衆衛生学実習 ①

Ｈ30.6　一身上の都合のため就任辞退（元）
必修 動物衛生学実習 ①

11 教授 足立　吉數 H30.12

必修 食品衛生学実習 ①

H30.12　死去のため（元）

必修 動物衛生学 ①

必修 動物衛生学実習 ①

必修 卒業論文Ⅰ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ ①

R2.3　一身上の都合のため就任辞退（２）

必修 獣医画像診断学実習 ➀

必修 総合獣医学演習Ⅰ ➀

必修 獣医療面接実習 ➀

必修 総合参加型臨床実習 ➀

選択 総合臨床検査特別実習 ➀

選択 専門英語ⅠＢ ➀

12 助教 小林　正人 R2.3

必修 小動物内科学実習 ➀

国際展示動物疾病学※ ➀

103

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

1 教授 飯田　貴次 R3.3

必修 動物関連キャリア概論※ ➀

R3.3.31付け　一身上の都合のため辞任（３）

必修 魚病学実習

必修 卒業論文Ⅱ ➀

必修 卒業論文Ⅲ ➀

2 教授 柳井　德磨 R3.3

必修 獣医微生物学実習 ②

③

必修 卒業論文Ⅰ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ ①

選択

R3.3.31付け　一身上の都合のため辞任（３）

必修 獣医病理学実習 ②

必修 野生動物学 ①

必修 動物感染症学※ ③

選択 国際野生動物管理学 ①

選択 国際獣医法医学※ ③

選択 国際生物資源学※ ③

選択 エキゾチックアニマル学 ※ ①

選択 国際展示動物疾病学※

現代人の科学Ａ ②

R3.4.4付け　死去のため（３）

必修 獣医臨床薬理学※ ①

必修 産業動物臨床学 ①

必修 産業動物臨床実習 ①

必修 総合獣医学演習Ⅰ※ ①

必修 総合参加型臨床実習 ①

必修 卒業論文Ⅰ ①

必修 卒業論文Ⅱ ①

必修 卒業論文Ⅲ ①

3 准教授 山田　裕 R3.4

必修 動物関連キャリア概論※ ①
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

2

29 選択

必修

11

自由 0

計 150 科目 計 134 計

必修

5

　（３）－⑤　令和３年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

2 人

3

③の合計数（c）

計

3

= = 24 ％
18
75

選択

必修

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

自由

37

1 選択

27

0 自由 0

3

①の合計数（a）

自由

科目

113

10 科目

0 科目

47 科目 計

0

選択 35

8

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

18 人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

選択

必修

科目 選択

②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

8

選択 6 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

33 計

必修 2

計

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

105

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0自由

自由 0 科目 自由 0 自由

6 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 115 科目 必修

4 助教 五十嵐　瞳 R2.12

必修 生命科学実習 ①

R2.12.31付け　一身上の都合のため辞任（３）
必修 獣医解剖学実習 ①

必修 獣医組織学実習 ①

選択 発生工学※ ①

R4.3.31付け　一身上の都合のため辞任（３）

必修 生命科学実習 ➀

必修 獣医組織学実習 ➀

必修 獣医病理解剖学実習 ➀

必修 獣医病理学実習 ➀

必修 総合参加型臨床実習 ➀

選択 ライフサイエンス特別実習 ➀

6 講師 中村　翔 R4.3

必修 生命科学実習 ③

5 講師 逸見　千寿香 R4.3

必修 動物関連キャリア概論※ ➀

R4.3.31付け　一身上の都合のため辞任（３）

必修 獣医生理学実習 ③

必修 動物衛生学実習 ③

必修 獣医臨床繁殖学実習 ③

必修 卒業論文Ⅰ ③

必修 卒業論文Ⅱ ③

必修 卒業論文Ⅲ ③
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

　就任辞退、あるいは死去した教員の後任として十分な教育研究業績を有する後任の専任教員をＡＣ教員審査を経て採用している。
　後任の担当者には本学部の趣旨や教育課程の特色等に関するＦＤ、オムニバス科目や、共同で担当する科目、実習科目については、科目
責任者が当該科目の目標、到達度、評価の基準、各回の内容、留意点等のガイダンスを十分に行うことで、認可時の計画通りの授業を遂行
する方針である。
　また、学生には担当者の変更について学期始めのオリエンテーションや学生専用のインターネットによる情報窓口であるポータルサイト
で周知を図っている。

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

必修 0 科目 必修
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（平成29年）

履行中

【獣医学科】
　平成30年度、令和元年度
入学生の入学定員超過に今
後も適切に対処するため、
実習施設の確保に努めると
ともに、一班あたりの学生
数に留意し、対象動物数、
消耗品、機材の必要数、実
習に当たる人員の確保によ
り、設置認可時の計画に基
づき、学生の実習における
質的・量的充実を図る。
　また、2020年度入試は、
引き続き情報収集（他の競
合大学の状況等）、過去2ヵ
年の入試実績を踏まえ、歩
留まり予想を立て入試を実
施する。また、各入試区分
で確実に入学者を確保する
ため補欠合格制度を導入
し、定員超過の是正を行
う。（元）

【獣医学科】
　前年度の各入試区分での
歩留まりや他大学の状況を
参考に2019年度入試を実施
した。
年内の推薦系入試、一般入
試前期SA系の入試の手続き
状況がおもわしくないた
め、追加合格を行った。
追加合格者の歩留まりを最
大で0.5と予想し追加合格を
出したが、予想を大きく上
回る手続者があり、結果と
して入学定員超過（1.22
倍）となった。2020年度入
試においては、厳格な定員
管理を行う体制として、過
去2ヵ年の入試実績を踏まえ
るとともに、入試制度の変
更も検討した。具体的に
は、推薦入試Ａ方式を専願
制に変更、一般入試前期Ｓ
Ａ方式・ＳＡＢ方式、後期
試験において補欠合格制度
を導入するなどの見直しを
行った。
　また、学生の教育・研究
活動、特に実習における学
生の実技経験の質的・量的
充実の観点から支障をきた
さないよう、実習施設数、
実習を行う1班当たりの学生
数、機器や器具、試薬など
の消耗品や実習対象動物
数、教員配置の妥当性を検
討した。実習施設では2019
年度の入学生用に訪問実習
施設を7施設増やした。また
実習を行う班の数も増や
し、１班あたりの学生数が
認可時の水準と同等になる
ように実習の質的・量的充
実を図った。さらに実習に
伴う機器や器材・器具、試
薬などの消耗品や実習用動
物については、計画的に購
入し対応した。
　教員配置については、設
置時の計画より2学科で2名
多く専任教員を採用したこ
とで手厚く支援できる体制
となった。以上のとおり、
学生の教育・研究活動、実
習における学生の実技経験
の質的・量的観点から支障
をきたさないよう対応を
図った。(元）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

１．獣医学科では最も
大規模の入学定員とな
るため、学生の教育研
究活動に支障をきたさ
ないように、定員の厳
格な管理に努めるとと
もに、実習における学
生の実技経験の質的・
量的充実を図ること。
（獣医学科）

留意事項

【獣医学科】
　獣医学科は他の獣医系大
学の状況を参考に歩留まり
を予想し入学定員の適正化
に努めたが、辞退者数が想
定していた数を下回ったこ
とにより入学定員超過率が
1.05倍となっている。2019
年度入試においては、2018
年度入試実績を踏まえ1.00
倍となるよう定員超過の是
正に努める。
　獣医学科の入学定員140名
に対して147名の入学者を受
け入れたが、1年次から始ま
る「動物関連キャリア概
論」「生命科学実習」にお
いては、獣医保健看護学科
との合同実習であり、学部
入学定員200人に対し、入学
者は186人であった。これら
の実習は、設置計画通り3班
に分けて実施しており、学
生の実技経験の質的・量的
充実を図っている。(30)

履行中

【獣医学科】
　2019年度入試は、情報収
集に努め、競合関係にある
各大学の模試結果と志願者
数の相関関係、一般入試の
歩留まり率などを基により
定員超過の是正を行う。
　2年次以降の実習科目にお
いても、設置認可時の計画
を確実に履行するととも
に、学生の実習における質
的・量的充実を図る。
（30）

75



履行中

【獣医学科】
　2019～2020年度入試にお
いては、厳格な定員管理を
行う体制として、過去2ヵ年
の入試実績を踏まえるとと
もに、入試制度の変更も検
討した。具体的には、推薦
入試Ａ方式を専願制に変
更、一般入試前期ＳＡ方
式・ＳＡＢ方式、後期試験
において補欠合格制度を導
入するなどの見直しを行っ
た。
　また、昨年度同様、学生
の教育・研究活動、特に実
習における学生の実技経験
の質的・量的充実の観点か
ら支障をきたさないよう、
実習施設数、実習を行う1班
当たりの学生数、機器や器
具、試薬などの消耗品や実
習対象動物数、教員配置の
妥当性を検討し計画を進め
ていたところであるが、新
型コロナウイルス感染症の
影響により、４月から現在
に至るまでの授業及び実習
については原則として遠隔
授業（VODやｵﾝﾗｲﾝ講義形式
等）にて対応している。
　以上のとおり、学生の教
育・研究活動、実習におけ
る学生の実技経験の質的・
量的観点から支障をきたさ
ないよう対応を図った。実
習科目ごとの具体的な対応
状況は「実習科目の実施状
況及び今後の実施計画」の
とおりである。
(２）

【獣医学科】
　2021年度入試は、引き続
き情報収集（他の競合大学
の状況等）、過去の入試実
績、さらに2020年度入試か
ら導入した補欠合格制度を
継続して実施し、歩留まり
や入学手続き状況を見極め
ながら定員管理を厳格に行
う。
　2020年（令和２年）４月
以降新型コロナウイルス感
染症の影響により、春1学期
に実施予定であった科目
は、原則対面授業ではなく
遠隔授業（オンライン講義
形式）へ変更した。
　このうち見学実習や実技
を伴う実習科目等、遠隔授
業のみでは修得が不十分で
あると思われる科目に関し
ては、今後の新型コロナウ
イルス感染の状況を鑑みつ
つ、場合によっては土・
日・祝日や休暇期間等を利
用して実習等を実施するな
ど、科目ごとに適宜柔軟な
措置を講じるよう努めるこ
とで、学生の実技経験の質
的・量的な面での充当を図
る。(２）

　2021年度入試において
も、本学の過去の入試実績
や他大学の状況、手続き状
況や辞退状況等を見極めつ
つ、2020年度入試より導入
した補欠合格制度も引き続
き活用して入試を実施。
　2019年度、2020年度と前
年度の辞退実績を参考にし
すぎたため、結果として定
員超過となったことから、
2021年度入試では過去の辞
退者数も参考にしつつも、
実際の辞退者数に応じて補
欠合格を発表することによ
り、140名という適正な入学
者数を確保することができ
た。
　設置計画どおり、実習に
おける学生の実技経験の質
的・量的充実を図るため、
大動物実習用の動物繋養施
設を新築した。
　また、2018年度、2019年
度の実施状況を基本とし
て、学生の教育・研究活動
に支障をきたさないよう、
実習施設数、実習を行う1班
当たりの学生数、機器や器
具、試薬などの消耗品や実
習対象動物数、教員配置の
妥当性を検討し計画を進め
ていたが、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症の影響により、春①学期
の講義及び実習については
原則、全て遠隔授業（VODや
ｵﾝﾗｲﾝ講義形式等）とした。
春②学期については講義及
び実習ともに分散対面（一
部遠隔授業）とした。秋学
期については講義は分散対
面（一部遠隔）、実習は分
散対面としたが、2021年1
月、再び感染拡大のため実
習も一部遠隔とした。
　以上のとおり、新型ｺﾛﾅｳｲ
ﾙｽ感染症拡大の影響を大き
く受けた年度となった。
　実習科目ごとの具体的な
対応状況は【資料1「実習科
目の実施状況及び今後の実
施計画」】のとおりであ
る。
（３）

履行中

　2022年度入試において
も、引き続き情報収集に努
め、本学の過去の入試実績
を参考に歩留まりや入学手
続き状況を見極めるととも
に、補欠合格制度も活用
し、厳格な定員管理を行
う。
　今年度は、昨年度のｺﾛﾅ禍
における授業実施の経験を
活かして、遠隔授業につい
ては、VODやｵﾝﾗｲﾝ講義方式
の質の向上を図る。
　また、それらの教材を予
習、復習に活用し、分散対
面授業と連携してより教育
効果を上げるように努め
る。
　なお、今後の新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症の拡大状況を鑑みつ
つ、見学実習や実技を伴う
実習科目等、遠隔授業のみ
では修得が不十分であると
思われる科目に関しては、
休暇前に新たに設定した実
習予備日を活用して補習実
習等を実施するなど、科目
ごとに適宜柔軟な措置を講
じるよう努めることで、学
生の実技経験の質的・量的
な面での充当を図る。
（３）
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　2022年度入試において
は、前年度の各入試区分で
の歩留まりを参考にし、辞
退者数に応じて速やかに補
欠合格、追加合格を実施し
た。入学定員140名の設定の
ところ最終入学者数143名、
入学定員超過（1.02倍）と
なった。
　2020年度に引き続き、コ
ロナウイルス感染症拡大の
影響を受けた年度となっ
た。
　春1学期開始当初は分散対
面で実施する計画で進めて
いたが、コロナウイルス感
染症の影響で、5月の連休明
けからオンラインでの実習
に切り替えて実施した。コ
ロナウイルス感染症の影響
が落ち着いたころ、長期休
暇前の実習予備日等を利用
して、実習の一部を対面で
実施し、実技経験の質的・
量的充実を図った。春2学期
以降の実習は基本的に分散
対面で実施したが、2022年1
月より、再び感染拡大のた
め、オンラインでの実施に
切り替え、春1学期の実習と
同様、実技経験を重視する
実習については、授業日程
終了後の実習予備日を利用
して一部実習を対面にて実
施した。
　以上のとおり、コロナウ
イルス感染症の影響を受け
つつも、オンラインで出来
る部分と対面が必要な部分
を切り分けつつ、コロナ禍
での実習の効率的な実施を
模索した年度となった。
　実習科目ごとの具体的な
対応状況は【資料1「実習科
目の実施状況及び今後の実
施計画」】のとおりであ
る。
（４）

履行中

　今年度も入学手続状況を
注視ししながら補欠合格、
追加合格を実施し、定員充
足に努める。
　今年度はコロナウイルス
感染症の感染対策に注意し
ながら通常の対面授業を実
施、コロナ禍の状況によっ
てはVODやオンライン講義形
式で行う準備もしておく。
　授業は対面授業に戻る
が、今までVODやオンライン
講義形式で実施してきたノ
ウハウは授業の幅を広げ、
質の向上は確実に図られて
いる。
　なお、コロナ禍で実習等
の実施が困難な場合におい
ても、ハイブリッド授業の
実施や、見学実習や実技を
伴う実習科目等、遠隔授業
のみでは修得が不十分であ
ると思われる科目に関して
は、休暇前に設定した実習
予備日を活用して補習実習
等を実施するなど、科目ご
とに適宜柔軟な措置を講じ
るよう努めることで、学生
の実技経験の質的・量的な
面での充当を図る。
（４）

２．「総合参加型臨床
実習」については、外
来患畜数を確実に確保
するとともに、病院で
一度に実習する学生数
を分散するなど時間割
の組み方や１班当たり
の学生数の工夫などに
より、参加型としての
実習効果を高められる
ように努めること。
（獣医学科）

留意事項

【獣医学科】
　獣医学教育病院の開設届
を2018年4月に愛媛県に提出
し、受理された。これを受
けて、紹介患者を増やすこ
とを目的として、紹介元で
ある中四国の一次動物病院
とのネットワーク構築を進
めている。愛媛県を中心に
獣医師を対象とする教育病
院の説明・見学会を順次開
催しており、５月6日時点で
70名以上の獣医師の参加を
得ている。また、地域の獣
医療に関する研究会に教員
が積極的に参加して、地域
の獣医師の二次診療に対す
る理解を深める努力を重ね
ている。学外実習運営連絡
協議会を設置して、産業動
物臨床を充実させる目的
で、地域の農業共済組合等
と往診および患者受け入れ
のための協議を進めてい
る。
５年次に実施される「総合
参加型臨床実習」について
は、参加型としての実習効
果を高められるように、初
年次より実習担当者間で協
議を開始した。学外の参加
型臨床実習に関しては、学
外実習運営連絡協議会を組
織し、活動を始めている。
(30)

履行中

【獣医学科】
　次年度以降も継続して、
外来患畜数を確実に確保す
るとともに、「総合参加型
臨床実習」を開始する
2022(令和4)年度までに参加
型としての実習効果向上に
努める。（30）
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　平成30年度は、紹介によ
る外来患畜を確実に確保す
ることを目的として、中四
国の一次動物病院(愛媛県、
高知県、山口県、広島県)を
対象にした獣医学教育病院
の説明・見学会を開催した
(参加人数合計103名)。
また、獣医学教育病院の獣
医療に関する認知度を高め
るとともに、地域の一次動
物病院のスキルアップを目
的として、約2か月に1回(計
6回)の公開セミナーを開催
し、各回平均30名程度の参
加を得ている。これらの努
力の成果もあり、平成30年
度は、患頭数160 (延べ診療
頭数796頭)となった。
（元）

履行中

　「総合参加型臨床実習」
について、授業開始までに
実習の班数増とこれに伴う
教員のローテーションの見
直し、獣医学教育病院の外
来患畜の確実な確保や学外
実習施設を増やす等の対応
によって、参加型としての
実習効果が高められるよう
に努める。特に患畜の確保
については、小動物は現在
続けている説明・見学会と
公開セミナーを継続するこ
とに加え、さらに来院患者
数を増加させる対策とし
て、WetLabの構想、病院
ホームページの充実、
ニュースレターのダイレク
トメールでの配布を考えて
いる。また、産業動物にお
いては、愛媛県農業共済組
合と連携しながら、地域の
畜産牧場へ健康診断・繁殖
指導に入ることにより、学
外実習、総合参加型臨床実
習がやり易い環境を整え、
設置認可時の計画を確実に
履行する。（元）

　2019年度（令和元年度）
は、外来動物患畜を増加さ
せることを目的として、獣
医学教育病院の説明・見学
会（6回、60名）、出張説明
会（4回）、公開セミナー
(約2か月に1回計3回、中止2
回)および動物看護師セミ
ナー（1回、中止1回）を実
施した。（中止について
は、すべて新型コロナウイ
ルス拡大防止のため。）近
隣の獣医師会や農業共済組
合を訪問して、病院の説明
をするとともに、中四国地
区の学術学会（獣医師会四
国地区学術学会や東広島獣
医師会学術学会等）に積極
的に参加して、獣医学教育
病院の広報活動を進めた。
病院ホームページの随時更
新も継続している。これら
の努力の成果もあり、令和
元年度は、愛媛県のみなら
ず、高知県、香川県、広島
県等からの動物患者が来院
するようになり、患者頭数
は、昨年度の160頭 (延べ
796頭)から、今年度は238頭
（延べ1875頭）に増加し
た。産業動物に関しては、
近隣農家における繁殖検診
を開始した。
（２）

履行中

　2020年度（令和２年度）
以降も継続して、獣医学教
育病院の外来患畜数を増加
させるとともに、「総合参
加型臨床実習」を開始する
2022年度（令和４年度）ま
でに、実習助手の雇用とト
レーニング、実習内容の再
検討と整備を進め、参加型
としての実習効果の向上を
目指す。実習先の確保とさ
らなる動物患者増加を目指
して、愛媛県獣医師会をは
じめ、地域の獣医師会との
連携協定締結を進める。
　産業動物に関しては、実
習先の確保のために、愛媛
県に加えて中四国地域の農
業共済組合との連携協定の
締結を検討している。愛媛
県農業共済組合とは、嘱託
獣医師契約を結ぶことに
よって産業動物の往診先を
確保するとともに、近隣の
畜産農家と教育実習農場と
しての契約や、学内動物飼
育施設の整備を検討してい
る。（２）
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　2020年度(令和2年度）は
新型コロナウイルス感染症
流行のため、病院見学会、
出張説明会、公開セミナー
等は実施できなかった。学
術学会については唯一開催
された東広島獣医師会学術
学会に参加して、獣医学教
育病院の広報活動を進め
た。病院ホームページの随
時更新も継続している。愛
媛県獣医師会と連携協定を
締結し、さらに中四国地域
の獣医師会との協定締結を
交渉している。また、地域
の開業獣医師との連携動物
病院協定の締結を準備して
いる。その結果、令和２年
度は、愛媛県のみならず、
高知県、香川県、広島県等
からの動物患者の来院が増
加し、患者頭数は、昨年度
の283頭 (延べ1875頭)か
ら、今年度は399頭（延べ
3477頭）に増加した。産業
動物に関しては、愛媛県農
業共済組合と連携協定を締
結し、これに基づいて嘱託
獣医師契約を結んだ。近隣
の畜産農家と教育実習農場
契約を締結し、繁殖検診と
診療を開始した。2020年度
検診診療実績は牛、ヤギ、
馬について483頭（延べ1458
頭）であった。さらに、動
物繋養施設を新たに建設
し、より多くの実習牛の繋
留が可能になった。助手3名
を雇用して実習のためのト
レーニングを開始してい
る。獣医学教育病院におけ
る学生の集中を避けるべ
く、臨床ローテーションの
再検討を開始した。（３）

履行中

　2021年度（令和3年度）も
継続して、獣医学教育病院
の外来患畜数を増加させる
とともに、「総合参加型臨
床実習」を開始する2022年
度（令和４年度）までに、
実習助手のトレーニングを
進め、さらに実習内容の再
検討と整備、臨床ローテー
ションの再検討によって、
学生の分散と実習効果の向
上を目指す。
　愛媛獣医師会にひき続い
て香川県および高知県をは
じめ地域の獣医師会との連
携協定、および地域動物病
院との連携病院協定締結を
進め、さらに可能であれば
セミナー等を開催して、紹
介患者の増加に務める。
　産業動物に関しては、実
習先の確保のために、愛媛
県に加えて中四国地域の農
業共済組合との連携協定の
締結を検討している。近隣
の畜産農家と教育実習農場
契約を進めて、検診・診療
頭数を増やすことを目指
す。（３）
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　2021年度(令和3年度）も
新型コロナウイルス感染症
流行のため、病院見学会、
出張説明会等は実施できな
かったが、公開セミナーに
ついては2022年1月に高知市
で高知県獣医師会との連携
セミナーを開催し、さらに
愛媛県獣医師会とオンライ
ンセミナーを連携開催し
た。学術学会については、
９月の獣医学術四国地区学
会（オンライン参加）と３
月開催の東広島獣医師会学
術学会に参加して発表し、
獣医学教育病院の広報活動
を進めた。Veterinary
Medical Teaching Hospital
（VMTH）ニュースレターを
３回発行し、四国地域の動
物病院に配布して情報発信
に努めている。病院ホーム
ページの随時更新も継続し
ている。愛媛県獣医師会に
続いて2021年度は香川、徳
島、高知の各県獣医師会と
の連携協定を締結した。ま
た、地域の開業獣医師との
連携動物病院協定を47病院
と締結した。その結果、令
和３年度も、四国各県や広
島県等からの動物患者の来
院が増加し、患者頭数は
2020年度の399頭 (延べ3477
頭)から、2021年度は636頭
（延べ4645頭）に増加し
た。産業動物に関しては、
愛媛県農業共済組合に続い
て、香川県、徳島県、高知
県の農業共済組合と新たに
連携協定を締結した。教育
実習農場契約を締結した近
隣の畜産農家を４戸に増や
し、繁殖検診と診療を継続
している。2021年度の産業
動物の検診診療実績は、
2020年度の483頭（延べ1458
頭）から実頭数は464頭で
あったが延べ頭数は1507頭
に増加した。2020年度に完
成した動物繋養施設を活用
し、より多くの牛を実習に
供用している。
また、臨床実習担当の助手3
名に加えて特坦助教3名の雇
用を計画している。総合参
加型臨床実習については、
臨床ローテーションを再検
討し、獣医学教育病院にお
いて学生が集中を避けて実
習できることを確認した。
総合参加型臨床実習の実施
については、臨床患者の確
保と飼主への周知、病性鑑
定実習用の検体確保、具体
的な実習実施要領の策定、
教員の配置等、準備をほぼ
完了している。（４）

履行中

　2022年（令和4年）4月か
ら「総合参加型臨床実習」
が実施される。これまでに
実習に必要な患者等を確保
し、教員の配置や学生の実
習ローテーション作成など
の準備は整っている。
2022年度も臨床実習の内容
の充実を期して、継続して
地域の協力を得る努力を
し、伴侶動物・産業動物と
も獣医学教育病院の外来患
畜数増加を図る。四国地区
に続いて中国地区の広島県
や岡山県の獣医師会との連
携協定締結を目指し、地域
の動物病院との連携病院協
定の締結を進める。広報活
動については、ニュースレ
ターを継続して発行するこ
と、病院ホームページをで
きるだけ更新すること、可
能であればセミナー等を開
催すること、さらに地域の
学会等に参加すること等に
よって、獣医学教育病院か
ら情報を積極的に発信し、
紹介患者の増加に向けて努
力する。さらに、動物看護
師等の診療スタッフの増員
に努め、人工心肺などの高
度医療機器を導入して、獣
医学教育病院における動物
診療のさらなる高度化を目
指す。
　産業動物に関しては、四
国地区の農業共済組合との
連携協定締結は終了した。
2022年度も近隣の畜産農家
と教育実習農場契約を進め
て、検診・診療頭数を増や
すことを目指す。教員の往
診または四国地区の農業共
済組合に学生を委託して実
施する総合参加型臨床実習
の内容を検証し、改善に努
める。（４）
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 「岡山理科大学獣医学部病
原体等安全管理細則」を制
定した。同細則において、
一般的な病原体（特定病原
体や家畜伝染病病原体を除
く）の受け入れ、分与、輸
送、管理等病原体を扱う上
で必要な申請様式集を整備
し、学部内での運営に関わ
る細則を制定した。
　上記細則に則り、病原体
を扱う基礎実習（微生物学
実習等）で利用するBSL2病
原体、または研究で使用す
るBSL2病原体（特定病原
体、家畜伝染病病原体に該
当しないもの）の分与を受
けて、BSL2施設の稼働を開
始した。（元）

履行中

　獣医学部における病原体
を用いた教育・研究等の進
捗状況、および安全で適切
な病原体取扱い施設の管
理・運用の活動報告を今治
市および地域に行い、地域
の理解を深める。
　SFTSV（三種病原体）を所
持する病原体とし、中国四
国厚生局への三種病原体所
持に関わる届出申請の準備
を進める（ただし人獣共通
感染症実習は、実際にBSL３
病原体をBSL3施設内で扱う
実習ではない）。
　人獣共通感染症実習で実
施する、BSL3施設を扱う技
術習得を目的としたモデル
実習（シミュレーション
等）の準備を始める。
（元）

３．「人獣共通感染症
学実習」等の病原体を
取り扱う実習について
は、実習内容に見合っ
たバイオセーフティー
レベルの実験室を使用
するため、法令やガイ
ドラインに基づき、学
内規程等を整備し、安
全に配慮した適切な運
用に努めること。（獣
医学科）

留意事項

【獣医学科】
 「岡山理科大学病原体等安
全管理規程」を制定した。
同規程において病原体安全
管理委員会の設置を明示
し、病原体の取扱いに関す
る責任・管理体制を明確化
した。(30)

履行中

【獣医学科】
　①病原体の受け入れ、分
与、輸送、管理等病原体を
扱う上で必要な申請様式集
や学内細則の作成を進め
る。
　②SFTSV（三種病原体）お
よび低病原性鳥インフルエ
ンザウイルス（届出伝染病
等病原体）を所持する病原
体とし、中国四国厚生局へ
の三種病原体所持に関わる
届出申請、ならびに農林水
産省への家畜伝染病の届出
申請を行う方針を決定す
る。
　③病原体を扱う基礎実習
（微生物学実習等）で利用
するBSL２の病原体、または
研究で使用するBSL２の病原
体（特定病原体、家畜伝染
病病原体に該当しないも
の）の分与を受けて、実際
にBSL２施設を稼働させる。
　④人獣共通感染症実習
（アドバンスト科目）は、
人獣共通感染症を扱うため
に必要なバイオセーフティ
技術を学ぶ実習であり、実
際にBSL３病原体をBSL３施
設内で扱う実習ではない。
技術習得のためのモデル実
習としてシミュレーション
等の準備を始める。(30)

　2019年度（令和元年度）
にバイオセーフティーレベ
ルの実験室等を使用するた
め、法令やガイドラインに
基づき学内規程等を整備
し、BSL2施設を用いて、
BSL2,BSL1で扱われる病原体
（ウイルス及び細菌）を用
いた獣医微生物学実習を２
年生を対象に2019年度に実
際に実施した。
　2020年度（令和２年度）
においても新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、
４月から現在に至るまでの
本実習については、原則と
して遠隔授業（VODやオンラ
イン講義形式等）にて対応
している。
　認可時と異なった実習の
実施形態を取ることによっ
て、認可時の水準及び他年
度との学修効果に違いが生
じる可能性について十分に
留意しつつ、認可時計画と
比べて質的・量的な観点で
の支障が生じないよう履行
中である。
　獣医学部における病原体
を用いた教育・研究等の進
捗状況、および安全で適切
な病原体取扱い施設の管
理・運用の活動報告を今治
市および地域に行うため、
「岡山理科大学獣医学部研
究施設連絡協議会」を開催
し、安全に配慮した適切な
運用を開始した。（２）

履行中

　2020年（令和2年）も引き
続き「岡山理科大学獣医学
部研究施設連絡協議会」等
を活用して病原体を用いた
教育・研究等の進捗状況、
および安全で適切な病原体
取扱い施設の管理・運用の
活動報告を地域に行い、地
域の理解を深める。
　SFTSV（三種病原体）を所
持する病原体とし、中国四
国厚生局への三種病原体所
持に関わる届出申請の準備
を進める（ただし人獣共通
感染症実習は、実際にBSL３
病原体をBSL3施設内で扱う
実習ではない）。コロナウ
イルスの流行により申請準
備が遅れているが、流行お
よび社会の情勢を見なが
ら、準備を進める。
　人獣共通感染症実習で実
施する、BSL3施設を扱う技
術習得を目的としたモデル
実習（シミュレーション
等）の準備を継続して進め
る。（２）
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　2020年度（令和２年度）
においては新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19)の流
行により、４月から６月ま
での本実習（教師によるデ
モを録画してVODを作成）や
獣医微生物学講義について
は、原則として遠隔授業
（VODやオンライン講義形式
等）にて対応した。
　認可時と異なったVODによ
る実習の実施形態を取るこ
とによって、認可時の水準
及び他年度との学修効果に
違いが生じる可能性につい
て十分に留意しつつ、認可
時計画と比べて質的・量的
な観点での支障が生じない
よう履行中である。
　2021年度（令和３年度）
においては、COVID-19の感
染防御に留意しながら、密
を避けるためBSL1やBSL2病
原体を用いる獣医微生物学
実習はVODや遠隔とBSL2実習
室での病原体を用いる実習
を半々で実施しているとこ
ろである。
　獣医学部における病原体
を用いた教育・研究等の進
捗状況、および安全で適切
な病原体取扱い施設の管
理・運用の活動報告を今治
市および地域に行うため、
「岡山理科大学獣医学部研
究施設連絡協議会」を開催
する予定であるが、COVID-
19の流行のため開催時期を
調整中である。（３）

履行中

　2021年（令和3年）も引き
続き「岡山理科大学獣医学
部研究施設連絡協議会」等
を活用して病原体を用いた
教育・研究等の進捗状況、
および安全で適切な病原体
取扱い施設の管理・運用の
活動報告を地域に行い、地
域の理解を深める。新型コ
ロナウイルス感染症
（COVID-19)のパンデミック
が発生したため、SFTSV（三
種病原体）を所持する病原
体とし、中国四国厚生局へ
の三種病原体所持に関わる
届出申請の事前打ち合わせ
を厚生労働省結核感染症課
と行うことが困難になった
ため、SFTSVの所持に至って
いない（ただし人獣共通感
染症実習は、実際にBSL３病
原体をBSL3施設内で扱う実
習ではない）。COVID-19の
流行により申請準備が遅れ
ているが、流行および社会
の情勢を見ながら、準備を
進める。開業獣医師からの
依頼でSFTS発症疑い猫や犬
の実験室診断を行ってい
る。また、県内のシカ、イ
ノシシ，野生馬のSFTS抗体
保有状況を調査している。
　一方、COVID-19の原因ウ
イルスであるSARS-CoV-2を
国立感染症研究所から2月に
分与され、連絡協議会など
を通じて愛媛県及び今治市
に報告した。当初は感染症
法の特定病原体ではなかっ
たが、四種病原体に指定さ
れたことから、本学の病原
体等安全管理規程に基づき
学長に所持を届け出た。企
業との共同研究、受託研
究、厚生労働科研費などで
SARS-CoV-2の不活化方法を
研究している。また、他大
学との共同研究でSARS-CoV-
2のネコへの感染状況を調査
した。（３）
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 「獣医画像診断学実習」の
対象動物を生体（撮像用）
と画像に分け、イヌ、ネ
コ、ウシ、ブタを基本と
し、それらの入手と維持管
理の方策を検討したうえで
シラバスに反映させる予定
に変更はない。さらに、現
在、獣医学教育病院を活用
し、イヌ、ネコの症例の各
種診断画像(X線、超音波、
CT、MRI)を集積しており、
2019年4月の段階で160症例
を集めている。これらの症
例の画像は、病院内の画像
データベースとして保存さ
れており、いつでも実習に
使用できる状態が構築され
ている。（元）

履行中

　獣医学教育病院を活用し
たイヌ、ネコの症例の各種
診断画像(X線、超音波、
CT,MRI)の集積に関しては、
前年度から引き続き行うこ
とに加えて、本年度から
は、産業動物部門も本格稼
働する予定となっており、
ウシ、ブタの診断画像(X
線、超音波、CT、MRI)に関
しても画像データベースの
構築をしていく予定であ
る。（元）

　2021年度（令和３年度）
においては、獣医微生物学
講義については、当初は対
面での講義を行ったが、
COVID-19の流行により途中
から原則として遠隔授業
（VODやオンライン講義形式
等）にて対応した。獣医微
生物学実習は、COVID-19の
感染防御に留意しながら、
密を避けるためBSL1やBSL2
病原体を用いる実習は、VOD
や遠隔とBSL2実習室での病
原体を用いる実習を半々で
実施した。具体的には、ウ
イルス学実習は対面および
VODで実施し、細菌学実習は
VODで行った。
　獣医学部における病原体
を用いた教育・研究等の進
捗状況、および安全で適切
な病原体取扱い施設の管
理・運用の活動報告を今治
市および地域に行うため、
「岡山理科大学獣医学部研
究施設連絡協議会」を開催
した。
　今治市でSFTSを発症した
ネコ血清からSFTSVを分離し
たため、感染症法に基づき
中国四国厚生局への三種病
原体所持に関わる届出申請
を行った。
　2022年度（令和４年度）
においては新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19)の流
行が落ち着いてきたことと
ワクチン接種によりリスク
が低下したことから、４月
から６月までの獣医微生物
学実習や獣医微生物学講義
については、対面での実習
及び講義が行われている。
また、発熱やワクチンの副
反応等により実習、および
講義に対面で参加すること
が適わない学生について
は、VOD教材により遠隔で実
習、講義に参加できるよう
配慮している。
　また、病原体等の曝露時
の対応措置と事故防止のた
め、「病原体等曝露時対応
マニュアル」を作成し、
2021年度（令和３年度）よ
り教員・学生に配付し、周
知および危機管理を徹底し
ている。（４）

履行中

４．「獣医画像診断学
実習」については、対
象動物をどのように実
習で活用するかをシラ
バスに反映すること。
（獣医学科）

留意事項

【獣医学科】
　2020（令和2)年度(3年次
開講）に開始する「獣医画
像診断学実習」のシラバス
の改善について、担当教員
による協議を開始した。
(30)

履行中

【獣医学科】
 「獣医画像診断学実習」の
対象動物を生体（撮像用）
と画像に分け、イヌ、ネ
コ、ウシ、ブタを基本と
し、それらの入手と維持管
理の方策を検討したうえで
シラバスに反映させる予定
である。さらに、獣医学教
育病院を活用し、患者画像
を集積し、実習に使用する
画像を充実させる予定であ
る。

　2022年（令和４年）も引
き続き、開業獣医師からの
依頼でSFTS発症疑い猫や犬
の実験室診断を行ってい
る。また、県内のシカ、イ
ノシシ，野生馬のSFTS抗体
保有状況を調査している。
さらに、COVID-19の適切な
不活化条件の検討や、猫や
犬の血清疫学調査を行い愛
玩動物へのCOVID-19感染状
況を調査している。 （４）
　人獣共通感染症学実習
（獣医アドバンスト科目）
を獣医学科5年生を対象とし
て実施する（初年度の実
習）。病原体取り扱いに必
要な安全キャビネットや個
人防護具について、米国CDC
が提供するVRでのバイオ
セーフティプログラムを実
施する。デング熱やSFTSを
媒介する疾病媒介節足動物
（蚊・マダニ）、ハンタウ
イルス等の保菌者となる野
鼠の調査方法や観察、同定
法を習得する。また、これ
らのBSL3病原体を取り扱う
BSL3施設での技術習得を目
的とするモデル実習を行
う。細菌・ウイルスの分子
同定法について、さらに専
門的な知識と技術を身に着
ける。狂犬病の診断や検査
に必要な技術の習得を行
う。これらの実習を通じ
て、細菌・ウイルスの分子
同定法について、専門的な
知識と技術を身に着けるこ
とを目指す。（４）
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　2020年度（令和２年度）
より、「獣医画像診断学実
習」が実施されるのに合わ
せて、実習で使用される対
象動物をイヌ、ネコ、ウ
シ、ブタを基本とし、それ
らの入手と維持管理を臨床
系実習関係者とともに確立
した。そのため、シラバス
に反映させる予定に変更は
ない。さらに、本年度も獣
医学教育病院におけるイ
ヌ、ネコの症例の各種診断
画像(X線、超音波、CT、
MRI)を集積しており、2020
年（令和２年）４月の段階
で約300症例を超えるように
なった。これらの症例の画
像は、病院内の画像データ
ベースとして保存されてお
り、いつでも実習に使用で
きる状態が構築されてい
る。（２）

履行中

　2018年度（平成30年度）
および2019年度（令和元年
度）から引き続き、獣医学
教育病院を活用したイヌ、
ネコ、ウシ、ブタの症例の
各種診断画像(X線、超音
波、CT、MRI)の集積を前年
度より増やし、画像データ
ベースの構築を充実してい
く予定である。また、2019
年度（令和元年度）より診
療が多いヤギなどの小型反
芻獣も「獣医画像診断学実
習」の画像データベースと
して追加する予定である。
　2020年度（令和２年度）
より、「獣医画像診断学実
習」が実施されるため、実
際の動物を使用して、学生
に動物の保定や撮影法、読
影を実習する予定である。
（２）

５．実験動物の管理に
ついて、換気や区画の
用意など安全性の確保
は図られているが、管
理方法の説明と図面と
の関係で整合を図り、
正確な内容を示すこ
と。（獣医学科）

留意事項

【獣医学科】
　本学部実験動物センター
のマウス、ラットの飼育エ
リアにおいては、設置認可
申請書に記載の通り、アニ
マルスイート方式（独立し
た空調ゾーンの下に数室の
飼育室と1～2室の実験室が
配置されている方式）を採
用し、研究者はそれぞれの
ゾーンにおいて、飼育並び
に実験処置等を完結する
（獣医学教育モデル・コ
ア・カリキュラム準拠『実
験動物学』P106-107で紹介
されている）。具体的に
は、クリーンエリア（コン
ベンショナルエリア）にお
いては、実験室1において実
験処置並びに実験観察等の
処置を行い、各動物の飼育
はマウス飼育室１～４及び
ラット飼育室１～３にて行
う。SPFエリアにおいては、
実験室２において実験処置
並びに実験観察等の処置を
行い、各動物の飼育はSPFマ
ウス１及びSPFラット１～２
にて行う。これらのゾーン
はそれぞれ独立した空調系
統より制御されており、飼
育設備も1ケージごとに独立
していることから、それぞ
れのゾーンの中で実験室と
飼育室の安全な往来を可能
にしている。なお、実験動
物の管理に関しては、責任
と体制、手続き等を明確化
するため、「岡山理科大学
獣医学部実験動物センター
規程」、「岡山理科大学獣
医学部実験動物センター運
営委員会規程」を制定し
た。(30)

履行済

　2020年度（令和２年度）
では、実習で使用される対
象動物（イヌ、ネコ、ウ
シ、ブタ）の入手と維持管
理を確立した。また、搬入
の様子、鎮静のための保定
法、鎮静麻酔法、各種撮影
法での保定方法が判りやす
い動画を作成し学生に提示
し、ブタの各種診断画像は
画像データベースに登録を
行い実習に利用した。
　2018年度（平成30年度）
から集積している獣医学教
育病院を活用したイヌ、ネ
コ、ウシ、ヤギの症例は500
症例を超え、「獣医画像診
断学実習」の画像データ
ベースとした。そのため、
シラバスに反映させる予定
に変更はない。2020年度
（令和２年度）より開始さ
れた「獣医画像診断学実
習」では、これまで集積し
た画像データベースを下に
学生に実習を行った。実際
に動物を用いて画像機器を
使用する際には少人数とな
るように班分けを行い、器
材を充実させて実習を行っ
た。（３）

履行済
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【獣医学科】
　専任教員の補充を行った
結果、令和元年5月1日現在
における完成年度の年齢構
成は70代10名、60代13名、
50代13名、40代26名､30代12
名となり、完成年度前に定
年規程に定める退職年齢を
超える専任教員は74名中15
名(20％)である。　(元）

履行中

【獣医学科】
　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事は完成年度
の前年度からの手続き開始
を目指す。また、退職者の
教育研究分野の継続性を重
視し、教員採用計画に基づ
き、公募を原則とした公平
性、透明性を担保した手続
きを行う。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(元）

６．完成年度前に、定
年規程に定める退職年
齢を超える専任教員数
の割合が比較的高いこ
とから、定年規程の趣
旨を踏まえた適切な運
用に努めるとともに、
教員組織編制の将来構
想について着実に実施
すること。

留意事項

【獣医学科】
　設置認可時において、獣
医学科が完成年度を迎える
令和5(2023）年度には、70
代12名、60代13名、50代10
名、40代26名、30代14名の
年齢構成となる。完成年度
前に定年規程に定める退職
年齢を超える専任教員は75
名中19名(25％）である。平
成30年4月の開設時におい
て、教授3名、准教授4名、
助教1名が就任辞退、教授1
名が死去したことにより、
完成年度の年齢構成は70代
10名、60代11名、50代8名、
40代24名､30代13名となり、
完成年度前に定年規程に定
める退職年齢を超える専任
教員は66名中13名(19％)で
ある。辞退者の後任候補者
については、年齢構成も考
慮した上で確保する方針で
ある。(30)
【獣医保健看護学科】
　設置認可時において、獣
医保健看護学科が完成年度
を迎える令和3(2021）年度
には、70代3名、60代1名、
50代3名、40代5名の年齢構
成となる。完成年度前に定
年規程に定める退職年齢を
超える専任教員は12名中3名
(25％）である。平成30年4
月の開設時において、教授
１名、准教授１名、助教１
名が就任辞退しており、完
成年度の年齢構成は70代3
名、60代1名、50代2名、40
代3名となり、完成年度前に
定年規程に定める退職年齢
を超える専任教員は9名中3
名(33％)である。辞退者の
後任候補者については、年
齢構成も考慮した上で早急
に確保する方針である。
(30)

履行中

【獣医学科・獣医保健看護
学科】
　就任辞退者の確保と並行
して、完成年度前に定年を
迎える教員の後任人事は、
教育研究の質保証を原則と
し、完成年度の前年度から
採用手続きを開始する。
退職者の教育研究分野の継
続性を重視し、教員採用計
画に基づき、公募を原則と
した公平性、透明性を担保
した手続きを行う。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(30)
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【獣医学科】
　2020年（令和2年）4月1日
の採用を予定した教員1名か
ら本年3月になって辞退の申
し出があったため、6月締切
のAC教員審査に30代の教員
で受審準備を進めている。
完成年度（2023年度（令和5
年度））の年齢構成は70代
10名、60代13名、50代14
名、40代27名、30代12名と
なり、完成年度前に定年規
程に定める退職年齢を超え
る専任教員は76名中17名
（22％）である。（２）

【獣医保健看護学科】
　2020年（令和2年）5月1日
現在における獣医保健看護
学科完成年度（2021年度
（令和3年度））の年齢構成
は、70代1名、60代4名、50
代2名、40代3名、30代3名で
あり、完成年度前に定年規
程に定める退職年齢を超え
る専任教員は13名中3名
（23％）である。（２）

履行中

【獣医学科】
　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事は完成年度
（2023年度（令和5年度））
の前年度からの手続き開始
を目指す。また、退職者の
教育研究分野の継続性を重
視し、教員採用計画に基づ
き、公募を原則とした公平
性、透明性を担保した手続
きを行う。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(２）

【獣医保健看護学科】
　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事は、2020年
（令和2年）12月（完成年度
の前年度）より公募を予定
している。また、退職者の
教育研究分野の継続性を重
視し、教員採用計画に基づ
き、公募を原則とした公平
性、透明性を担保した手続
きを行う。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(２）

【獣医保健看護学科】
　認可後、平成30年度まで
に6名の専任教員の就任辞退
があった。いずれも認可後
に発生したやむを得ない事
由によるもので、親の介護
を含む家庭の問題が2名、健
康上の身体的問題による者
１名、所属していた組織の
職務上の問題が１名、予期
せぬ事情・環境変化による
者が２名となっている。
　辞退した教員も含め、就
任承諾に関わる手続きは適
正に行った。具体的には、
教員候補者の依頼時には本
学科の特色、人材養成の理
念、教育研究上の目的及び
３つの方針と担当授業科目
との関連性について説明し
た上で就任承諾書をとっ
た。認可後には獣医学部就
任予定教員を集めた説明会
を２回実施し、学校法人加
計学園の歴史、建学の理念
や使命、設置する大学の特
色の説明の他、獣医学部設
置の趣旨、特色、教育内容
やキャンパス施設の概要の
説明を行い、終了後には意
見交換会（顔合わせ）を行
うことで、協力して学部を
運営、発展させていく意識
を高めた。採用に関わる学
内手続きは、認可後、設置
準備委員会（教授会相
当）、大学協議会の審議を
経て学長より理事長に上申
する手続きを適正に行っ
た。
　就任辞退者の補充は速や
かに行った。現在、教授１
名の追加を令和元年度第３
回ＡＣ教員審査受審中であ
り、職位適格となれば補充
は全て完了することとな
る。
　令和元年５月現在におけ
る獣医保健看護学科完成年
度の年齢構成は70代1名、60
代3名、50代3名、40代3名、
30代１名であり、完成年度
前に定年規程に定める退職
年齢を超える専任教員は11
名中2名(18％)である。辞退
者の後任候補者について
は、年齢構成も考慮した上
で早急に確保する方針であ
る。(元)

【獣医保健看護学科】
　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事は完成年度
の前年度からの手続き開始
を目指す。獣医保健看護学
科は、現在ＡＣ教員審査中
の候補者含め13名中3名が完
成年度までに定年を迎える
こととなる。このため、３
名の後任の採用手続きにつ
いては、教員数及び教員配
置の維持と教育・研究の質
保証を原則とし、「学校法
人加計学園大学教育職員の
採用に関する規程」、「岡
山理科大学教員採用昇任人
事に関するガイドライ
ン」、「岡山理科大学獣医
学部専任教員採用昇任に関
する申し合わせ」に沿っ
て、適正に行う。また通常
の「既存学科の専門教育教
員の採用に関する手続き」
において、５月中旬より公
募を開始するが、適任者選
考のための十分な時間を確
保するため、令和２年12月
（完成年度の前年度）より
公募を開始する等の対策を
検討している。また、退職
者の教育研究分野の継続性
を重視し、教員採用計画に
基づき、公募を原則とした
公平性、透明性を担保した
手続きを行う。
年齢構成比を考慮し、30代
から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(元）

履行中
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成29年）

改善意見 履行済

【獣医学科】
　2020年度（令和2年度）に
退職した専任教員4名の後任
者についてAC教員審査を受
審し、順次補充を行った。
また、2021年度（令和3年
度）末に2名の退職者が出た
が、1名はAC教員審査を受審
し、2022年（令和4年）4月
に採用、残り1名について
は、2022年（令和4年）6月
のAC教員審査受審に向け準
備を進めている。
　完成年度（2023年度（令
和5年度））の年齢構成は70
代7名、60代12名、50代12
名、40代29名、30代15名と
なり、完成年度前に定年規
程に定める退職年齢を超え
る専任教員は75名中15名
（20％）である。（４）

【獣医保健看護学科】
　　2022年（令和4年）3月
に専任教員2名が退職したた
め、後任者を採用した。
　2022年（令和4年）5月1日
現在における獣医保健看護
学科の年齢構成は、70代1
名、60代3名、50代2名、40
代4名、30代3名であり、定
年規程に定める退職年齢を
超える専任教員は13名中2名
（15％）である。（４）

履行中

【獣医学科】
　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事は完成年度
（2023年度（令和5年度））
の前年度からの手続き開始
を目指す。また、退職者の
教育研究分野の継続性を重
視し、公募を原則とした公
平性、透明性を担保した手
続きを行うために、将来計
画委員会を立ち上げてい
る。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(４）

【獣医保健看護学科】
　教育研究の質保証を原則
として、後任人事を行って
行く。
　今後も年齢構成比を考慮
し、30代から50代の教員確
保に努め、着実に履行す
る。(４）

・教育学部初等教育学
科において、定年規程
に定める退職年齢を超
える専任教員数の割合
が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に
努めるとともに、教員
組織編成の将来構想に
ついて検討すること。

平成28年度に設置した教育
学部将来構想委員会におい
て採用人事と昇任人事に関
する検討を行い、設置計画
を着実に実行するための後
任を確保するため、学長会
議において後任募集開始時
期を早めることを決定し
た。これにより平成３１年
４月に公募を開始した。
（元）

【獣医学科】
　2020年（令和2年）4月1日
の採用を予定した教員1名が
辞退したため、AC教員審査
を受審し、後任者を採用し
た。しかし、専任教員が
2020年（令和2年）12月に1
名、2021年（令和3年）3月
に2名の辞任の申し出があっ
たことと2021年（令和3年)4
月に専任教員1名が死去した
ため、後任者のAC教員審査
受審及び受審準備を進めて
いる。
　完成年度（2023年度（令
和5年度））の年齢構成は70
代7名、60代12名、50代13
名、40代25名、30代15名と
なり、完成年度前に定年規
程に定める退職年齢を超え
る専任教員は71名中14名
（19％）である。（３）

【獣医保健看護学科】
　2021年（令和3年）5月1日
現在における獣医保健看護
学科完成年度（2021年度
（令和3年度））の年齢構成
は、70代1名、60代4名、50
代2名、40代3名、30代3名で
あり、完成年度前に定年規
程に定める退職年齢を超え
る専任教員は13名中3名
（23％）である。（３）

履行中

【獣医学科】
　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事は完成年度
（2023年度（令和5年度））
の前年度からの手続き開始
を目指す。また、退職者の
教育研究分野の継続性を重
視し、公募を原則とした公
平性、透明性を担保した手
続きを行うために、将来計
画委員会を立ち上げた。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(３）

【獣医保健看護学科】
　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事を予定して
いる。また、退職者の教育
研究分野の継続性を重視
し、公募を原則とした公平
性、透明性を担保した手続
きを行うために、将来計画
委員会を立ち上げた。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(３）
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成30年）

　2018年（平成30年）５月
１日現在の完成年度（令和
３年度）における教授数を
満たしていなかったため、
2019年（令和元年）10月に
ＡＣ教員審査を受審し、教
授１名を補充した。（２）

履行済

・入学定員未充足の改
善に努めること。（獣
医学部獣医保健看護学
科）

　2019年度入試に向けて本
学の獣医保健看護学科の特
色を周知した結果、2019年
度の入学定員充足率は0.71
倍（2018年度0.68倍）であ
り、微増した。依然として
既存の動物看護系の学科と
の差別化を図ることが課題
である。（元）

履行中

　入学定員充足に向けて、
獣医保健看護学科の養成す
る人材像、特色ある教育課
程を十分周知する。獣医学
科の第２希望が多いことを
鑑み、獣医学科と連携した
教育課程の特色をアピール
するとともに、入試制度の
改革により学生確保に努め
る。（元）

　獣医保健看護学科の入学
定員未充足の改善に努め、
2020年度においては、当該
学科の積極的な広報戦略、
また、留学生に対しても広
く当該学科の教育・研究内
容の周知を行ったことによ
り、入学定員を確保するこ
とができた。しかしなが
ら、想定よりも歩留まりが
良く、入学定員を上回る入
学者数となった。（２）

履行中

　安定的に入学者を確保す
るため、昨年度同様に、早
期から積極的な広報を実施
し、当該学科の魅力をより
広く周知することに努める
とともに、合格者の入学手
続き状況等を見極めながら
定員管理を行う。（２）

　安定的な入学者確保を目
指し、2021年度入試におい
ても早期からの積極的な広
報に努めた。また、2020年
度は入学定員を大きく上回
る入学者数となったため、
合格者の入学手続き状況や
過去の辞退状況等を見極め
ながら選抜を行った結果、
ほぼ適正な水準で入学定員
を確保することができた。
（３）

履行済

　2020年（令和2年）4月1日
の採用を予定した教員1名か
ら本年3月になって辞退の申
し出があったため、6月締切
のAC教員審査に30代の教員
の受審準備を進めている。
完成年度（2023年度（令和5
年度））の年齢構成は70代
10名、60代13名、50代14
名、40代27名、30代12名と
なり、完成年度前に定年規
程に定める退職年齢を超え
る専任教員は76名中17名
（22％）である。（２）

履行中

　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事は完成年度
（2023年度（令和5年度））
の前年度からの手続き開始
を目指す。また、退職者の
教育研究分野の継続性を重
視し、教員採用計画に基づ
き、公募を原則とした公平
性、透明性を担保した手続
きを行う。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(２）

指摘事項
（改善）

指摘事項
（改善）

・定年規程に定める退
職年齢を超える専任教
員数の割合が高いこと
から，定年規程の趣旨
を踏まえつつ適切な教
員組織の編制に努める
こと。（獣医学部獣医
学科）

　専任教員の補充を行った
結果、令和元年5月1日現在
における完成年度の年齢構
成は70代10名、60代13名、
50代13名、40代26名､30代12
名となり、完成年度前に定
年規程に定める退職年齢を
超える専任教員は74名中15
名(20％)である。　(元）

履行中

　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事は完成年度
の前年度からの手続き開始
を目指す。また、退職者の
教育研究分野の継続性を重
視し、教員採用計画に基づ
き、公募を原則とした公平
性、透明性を担保した手続
きを行う。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(元）

・ 認可された設置計
画から教授数に不足が
生じ，大学設置基準が
定める完成年度におけ
る教授数を確保できて
いないため，提示され
た教員の採用計画を確
実に履行
すること。（獣医保健
看護学科）

指摘事項
（改善）

　認可後に就任予定の教授
が一身上の都合により辞退
したため、平成30年５月１
日現在の完成年度における
教授数を満たしていなかっ
た。早急に教授候補者の選
考手続きを行い、令和元年5
月1日現在、候補者が決定し
ている。(元）

履行中

　大学設置基準が定める完
成年度における教授数を確
保するため、教授候補者に
ついて令和元年度第3回AC教
員審査を受審する。（元）
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【獣医学科】
　2020年（令和2年）4月1日
の採用を予定した教員1名が
辞退したため、AC教員審査
を受審し、後任者を採用し
た。しかし、専任教員が
2020年（令和2年）12月に1
名、2021年（令和3年）3月
に2名の辞任の申し出があっ
たことと2021年（令和3年)4
月に専任教員1名が死去した
ため、後任者のAC教員審査
の受審準備を進めている。
　完成年度（2023年度（令
和5年度））の年齢構成は70
代7名、60代12名、50代13
名、40代25名、30代15名と
なり、完成年度前に定年規
程に定める退職年齢を超え
る専任教員は72名中14名
（19％）である。（３）

履行中

【獣医学科】
　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事は完成年度
（2023年度（令和5年度））
の前年度からの手続き開始
を目指す。また、退職者の
教育研究分野の継続性を重
視し、教員採用計画に基づ
き、公募を原則とした公平
性、透明性を担保した手続
きを行うために、ワーキン
ググループを立ち上げた。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(３）

【獣医学科】
　【獣医学科】
　2020年度（令和2年度）に
退職した専任教員4名の後任
者についてAC教員審査を受
審し、順次補充を行った。
また、2021年度（令和3年
度）末に2名の退職者が出た
が、1名はAC教員審査を受審
し、2022年（令和4年）4月
に採用、残り1名について
は、2022年（令和4年）6月
のAC教員審査受審に向け準
備を進めている。
　完成年度（2023年度（令
和5年度））の年齢構成は70
代7名、60代12名、50代12
名、40代29名、30代15名と
なり、完成年度前に定年規
程に定める退職年齢を超え
る専任教員は75名中15名
（20％）である。（４）

履行中

【獣医学科】
　今後は教育研究の質保証
を原則として、定年退職予
定者の後任人事は完成年度
（2023年度（令和5年度））
の前年度からの手続き開始
を目指す。また、退職者の
教育研究分野の継続性を重
視し、公募を原則とした公
平性、透明性を担保した手
続きを行うために、将来計
画委員会を立ち上げてい
る。
　年齢構成比を考慮し、30
代から50代の教員確保に努
め、着実に履行する。(４）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和元年）

・入学定員を超える学
生を受け入れているこ
とから，認可時に付さ
れた留意事項の趣旨に
鑑み，要因分析を行っ
た上で，一層厳格に定
員を管理すること。ま
た，教育等に支障のな
いよう,特に実習にお
ける学生の実技経験の
質的・量的充実を図る
こと。（獣医学部獣医
学科）

指摘事項
（改善）

　2020年度入試においても
過去の各入試区分での歩留
まりや他大学の状況を参考
に入試を実施。
また、2020年度より年明け
の一般入試で補欠合格制度
を導入し、入学手続き状況
を見ながら補欠合格を発表
し、欠員を補充することで
定員の確保に努めた。
過去の入学辞退者数を参考
に辞退者を想定し各入試で
合格および補欠合格を発表
したが、他大学の状況を読
み切れなかったこともあ
り、想定よりも辞退者が少
なく、結果として入学定員
を上回る入学者となった。
また、教育等に支障のない
よう、特に学生の実習につ
いては、班の人数を当初の
計画どおりに編成し、質
的・量的充実の観点から支
障をきたさないように実施
した。（２）

履行中

　2021年度入試は、引き続
き情報収集（他の競合大学
の状況等）、過去の入試実
績、さらに2020年度入試か
ら導入した補欠合格制度を
継続して実施し、歩留まり
や入学手続き状況を見極め
ながら定員管理を厳格に行
う。
　2020年（令和２年）４月
以降新型コロナウイルス感
染症の影響により、原則対
面授業ではなく遠隔授業
（オンライン講義形式）へ
変更した。
　このうち見学実習や実技
を伴う実習科目等、遠隔授
業のみでは修得が不十分で
あると思われる科目に関し
ては、今後の新型コロナウ
イルス感染の状況を鑑みつ
つ、場合によっては土・
日・祝日や休暇期間等を利
用して実習等を実施するな
ど、科目ごとに適宜柔軟な
措置を講じるよう努めるこ
とで、学生の実技経験の質
的・量的な面での充実を図
る。（２）
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　2021年度入試において
も、本学の過去の入試実績
や他大学の状況、手続き状
況や辞退状況等を見極めつ
つ、2020年度入試より導入
した補欠合格制度も生き続
き活用して入試を実施。
　2019年度、2020年度と前
年度の辞退実績を参考にし
すぎたため、結果として定
員超過となったことから、
2021年度入試では過去の辞
退者数も参考にしつつも、
実際の辞退者数に応じて補
欠合格を発表することによ
り、140名という適正な入学
者数を確保することができ
た。
　設置計画どおり、実習に
おける学生の実技経験の質
的・量的充実を図るため、
大動物実習用の動物繋養施
設を新築した。
　また、2018年度、2019年
度の実施状況を基本とし
て、学生の教育・研究活動
に支障をきたさないよう、
実習施設数、実習を行う1班
当たりの学生数、機器や器
具、試薬などの消耗品や実
習対象動物数、教員配置の
妥当性を検討し計画を進め
ていたが、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症の影響により、春①学期
の講義及び実習については
原則、全て遠隔授業（VODや
ｵﾝﾗｲﾝ講義形式等）とした。
春②学期については講義及
び実習ともに分散対面（一
部遠隔授業）とした。秋学
期については講義は分散対
面（一部遠隔）、実習は分
散対面としたが、2021年1
月、再び感染拡大のため実
習も一部遠隔とした。
　以上のとおり、新型ｺﾛﾅｳｲ
ﾙｽ感染症拡大の影響を大き
く受けた年度となった。
　実習科目ごとの具体的な
対応状況は【資料1「実習科
目の実施状況及び今後の実
施計画」】のとおりであ
る。（３）

履行中

　2022年度入試において
も、引き続き情報収集に努
め、本学の過去の入試実績
を参考に歩留まりや入学手
続き状況を見極めるととも
に、補欠合格制度も活用
し、厳格な定員管理を行
う。
　今年度は、昨年度のｺﾛﾅ禍
における授業実施の経験を
活かして、遠隔授業につい
ては、VODやｵﾝﾗｲﾝ講義方式
の質の向上を図る。
　また、それらの教材を予
習、復習に活用し、分散対
面授業と連携してより教育
効果を上げるように努め
る。
　なお、今後の新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症の拡大状況を鑑みつ
つ、見学実習や実技を伴う
実習科目等、遠隔授業のみ
では修得が不十分であると
思われる科目に関しては、
休暇前に新たに設定した実
習予備日を活用して補習実
習等を実施するなど、科目
ごとに適宜柔軟な措置を講
じるよう努めることで、学
生の実技経験の質的・量的
な面での充当を図る。
（３）
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　2022年度入試において
は、前年度の各入試区分で
の歩留まりを参考にし、辞
退者数に応じて速やかに補
欠合格、追加合格を実施し
た。入学定員140名の設定の
ところ最終入学者数143名、
入学定員超過（1.02倍）と
なった。
　2020年度に引き続き、コ
ロナウイルス感染症拡大の
影響を受けた年度となっ
た。
　春1学期開始当初は分散対
面で実施する計画で進めて
いたが、コロナウイルス感
染症の影響で、5月の連休明
けからオンラインでの実習
に切り替えて実施した。コ
ロナウイルス感染症の影響
が落ち着いたころ、長期休
暇前の実習予備日等を利用
して、実習の一部を対面で
実施し、実技経験の質的・
量的充実を図った。春2学期
以降の実習は基本的に分散
対面で実施したが、2022年1
月より、再び感染拡大のた
め、オンラインでの実施に
切り替え、春1学期の実習と
同様、実技経験を重視する
実習については、授業日程
終了後の実習予備日を利用
して一部実習を対面にて実
施した。
　以上のとおり、コロナウ
イルス感染症の影響を受け
つつも、オンラインで出来
る部分と対面が必要な部分
を切り分けつつ、コロナ禍
での実習の効率的な実施を
模索した年度となった。
　実習科目ごとの具体的な
対応状況は【資料1「実習科
目の実施状況及び今後の実
施計画」】のとおりであ
る。
（４）

履行中

　今年度も入学手続状況を
注視ししながら補欠合格、
追加合格を実施し、定員充
足に努める。
　今年度はコロナウイルス
感染症の感染対策に注意し
ながら通常の対面授業を実
施、コロナ禍の状況によっ
てはVODやオンライン講義形
式で行う準備もしておく。
　授業は対面授業に戻る
が、今までVODやオンライン
講義形式で実施してきたノ
ウハウは授業の幅を広げ、
質の向上は確実に図られて
いる。
　なお、コロナ禍で実習等
の実施が困難な場合におい
ても、ハイブリッド授業の
実施や、見学実習や実技を
伴う実習科目等、遠隔授業
のみでは修得が不十分であ
ると思われる科目に関して
は、休暇前に設定した実習
予備日を活用して補習実習
等を実施するなど、科目ご
とに適宜柔軟な措置を講じ
るよう努めることで、学生
の実技経験の質的・量的な
面での充当を図る。
（４）

・入学定員未充足の改
善に努めること。（獣
医学部獣医保健看護学
科）

指摘事項
（改善）

　獣医保健看護学科の入学
定員未充足の改善に努め、
2020年度においては、当該
学科の積極的な広報戦略、
また、留学生に対しても広
く当該学科の教育・研究内
容の周知を行ったことによ
り、入学定員を確保するこ
とができた。しかしなが
ら、想定よりも歩留まりが
良く、入学定員を上回る入
学者数となった。（２）

履行中

　安定的に入学者を確保す
るため、昨年度同様に、早
期から積極的な広報を実施
し、当該学科の魅力をより
広く周知することに努める
とともに、合格者の入学手
続き状況等を見極めながら
定員管理を行う。（２）

　安定的な入学者確保を目
指し、2021年度入試におい
ても早期からの積極的な広
報に努めた。また、2020年
度は入学定員を大きく上回
る入学者数となったため、
合格者の入学手続き状況や
過去の辞退状況等を見極め
ながら選抜を行った結果、
ほぼ適正な水準で入学定員
を確保することができた。
次年度以降も適正な入学定
員管理を行っていく。
（３）

履行済
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年）

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

・教育内容の充実等を
通じ、入学定員未充足
の改善に努めること。
（理学部応用物理学
科）

指摘事項
（改善）

　理学部応用物理学科は、
入学定員45名の物理科学専
攻と入学定員30名の臨床工
学専攻で構成している。専
攻ごとの令和２年度の入学
定員超過率は、物理科学専
攻1.00倍、床工学専攻0.16
倍であり、臨床工学専攻の
入学定員超過率の低迷が原
因で応用物理学科全体の入
学定員超過率が0.66倍とい
う結果となった。この状況
を改善するために、臨床工
学専攻の定員未充足の要因
を分析した結果、当専攻の
専門分野が近隣の大学と競
合しており、さらに本学工
学部の学科とも競合してい
ることにあるとの結論に
至った。そこで、令和元年
度から令和２年度にかけて
全学的に検討した令和４年
度に向けた学部・学科の改
組計画の一つとして、令和
４年度より、応用物理学科
の臨床工学専攻は募集停止
するとともに専攻制を廃止
し、物理科学専攻の教育研
究内容を明確に示した「物
理学科」へ名称変更するこ
ととなった（令和３年４月
名称変更届出済）。以上の
対応により、入学定員未充
足の改善を図る。（３）

履行済

・認可時に付された附
帯事項において定員の
厳格な管理に努めるよ
う求めていたが，前年
度よりも改善されてい
るものの令和２年度も
引き続き入学定員を超
える受入れが続いてい
ることから，提示され
た入学者選抜方式の見
直しを着実に実施する
等，定員の厳格な管理
に努めること。（獣医
学部獣医学科）

指摘事項
（改善）

　2021年度入試において
も、本学の過去の入試実績
や他大学の状況、手続き状
況や辞退状況等を見極めつ
つ、2020年度入試より導入
した補欠合格制度も引き続
き活用して入試を実施。
　2019年度、2020年度と前
年度の辞退実績を参考にし
すぎたため、結果として定
員超過となったことから、
2021年度入試では過去の辞
退者数も参考にしつつも、
実際の辞退者数に応じて補
欠合格を発表することによ
り、140名という適正な入学
者数を確保することができ
た。次年度以降も適正な入
学定員管理を行っていく。
（３）

履行済
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

①入学者選抜の方法 ①入学者選抜の方法

　選抜方法は、AO入試、推薦入試、一般入試、センター試
験利用入試等を設ける。（略）
　なお、2018年度入試ではセンター試験利用入試を実施し
ない。これに伴い、センター試験利用入試の募集人員は、
一般入試（SA，SAB，SB，B1（獣医学科を除く）、後期の各
方式）に募集人員を振り替える。

　設置時の計画においては、2018年度入試においてセン
ター試験利用入試を実施しないとしていたが、センター試
験利用手続きが完了し、実施することとしたため、下記の
とおり、各入試方式の募集人員を変更した。(30)

※2：2018年度については、センター試験を利用しないた
め、センター試験利用入試の募集人員は、以下のとおり、
一般入試（ＳＡ、ＳＡＢ、ＳＢ、後期）に振り替える。
・センター試験利用入試ＣⅠ　8名　→　一般入試前期ＳＡ
方式　4名、一般入試前期ＳＡＢ方式　4名
・センター試験利用入試ＣⅠ【四国枠】4名　→　一般入試
前期ＳＡ方式　4名
・センター試験利用入試ＣⅡ　4名　→　一般入試前期ＳＢ
方式　4名
・センター試験利用入試ＣⅢ　2名　→　一般入試後期　2
名
これらセンター試験利用入試の募集人員振替により、一般
入試の募集人員は以下のとおりとなる。
・一般入試前期ＳＡ方式　34名
・一般入試前期ＳＡＢ方式　16名
・一般入試前期ＳＢ方式　12名
・一般入試後期　6名

また、一般入試後期は学力検査（2科目）＋センター利用
（1科目）から、学力検査（3科目）へ変更して実施する。
なお、ＣⅠに設けていた【四国枠】は一般入試ＳＡ方式で
実施する。

※2：センター試験を利用することに伴い、以下のとおり、
一般入試（ＳＡ、ＳＡＢ、ＳＢ、後期）に振り替えていた
募集人員をセンター利用入試に振り替える。

・一般入試前期ＳＡ方式　4名、一般入試前期ＳＡＢ方式
4名　→　センター試験利用入試ＣⅠ　8名
・一般入試前期ＳＡ方式　4名　→　センター試験利用入試
ＣⅠ【四国枠】　4名
・　一般入試前期ＳＢ方式　4名　→　センター試験利用入
試ＣⅡ　4名
・　一般入試後期　2名　→　センター試験利用入試ＣⅢ
2名
これらセンター試験利用入試への募集人員振替により、一
般入試・センター試験利用入試の募集人員は以下のとおり
となる。
・一般入試前期ＳＡ方式　26名
・一般入試前期ＳＡＢ方式　12名
・一般入試前期ＳＢ方式　8名
・一般入試後期　4名
・センター試験利用入試ＣⅠ　8名
・センター試験利用入試ＣⅠ【四国枠】　4名
・センター試験利用入試ＣⅡ　4名
・センター試験利用入試ＣⅢ　2名

2020年度入試変更点
・ＡＯ入試の開始
・推薦入試Ａ方式を併願制から専願制に変更とともに面接
  を導入し、２日程で実施していた入試を１日程のみとす
  る。（２）

2021年度入試変更点
◎入学者選抜、制度の変更
≪名称変更≫
・ＡＯ入試　　　　　　　　⇒　総合型選抜
・推薦入試Ａ方式　　　　　⇒　推薦入試Ａ日程
・推薦入試Ｋ方式　　　　　⇒　推薦入試Ｂ日程
・一般入試前期ＳＡ方式　　⇒　一般入試前期Ａ日程
・一般入試前期ＳＡＢ方式　⇒　一般入試前期Ｂ日程
・一般入試前期ＳＢ方式　　⇒　一般入試前期Ｃ日程
・センター試験利用入試Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
　　　　　　　　　　⇒　共通テスト利用入試Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
・一般入試後期　　　　　　⇒　一般入試後期日程

・四国枠入試特待生制度　　⇒　四国獣医師養成奨学制度

≪制度変更≫
◎推薦入試Ｂ日程を専願制に変更、一般入試前期Ｂ日程
　の募集停止に伴い、募集人員を以下の通り振り分ける
　・推薦入試　　　　　　：21名　⇒　40名
　・一般入試前期Ａ日程　：26名　⇒　50名
　・一般入試前期Ｂ日程　：12名　⇒　 0名
　・一般入試前期Ｃ日程　： 8名　⇒　12名
　・共通テスト利用入試Ⅰ：12名　⇒　 5名
　・共通テスト利用入試Ⅱ： 4名　⇒　 3名

７　その他全般的事項

＜獣医学部　獣医学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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◎特別推薦入試とセンター試験利用入試ＣⅠの２方式で
　募集していた四国獣医師養成奨学制度（旧四国入試
　特待生制度）を推薦入試Ａ日程・Ｂ日程、一般入試
　前期Ａ・Ｃ日程でも募集することとし、募集人員を
　以下の通り振り分けることとする。
　【変更前】
　・特別推薦入試　　　　：16名以内
　・センター試験利用入試： 4名以内

　【変更後】
　・特別推薦入試　　　　： 4名以内
　・推薦入試Ａ日程　　　： 3名以内
　・推薦入試Ｂ日程　　　： 3名以内
　・一般入試前期Ａ日程　： 5名以内
　・共通テスト利用入試Ⅰ： 2名以内
　・一般入試前期Ｃ日程　： 2名以内
　・一般入試後期日程　　： 1名以内　（３）

2022年度入試変更点
◎入学者選抜、制度の変更
獣医学科に新たに一般入試前期B日程を設定
　スタンダード３科目型（各科目１００点の３科目、
　合計３００満点

指定科目重視３科目型（指定科目１科目２００点と出題
科目２科目各１００点の合計４００点満点）

特別推薦入試（専門学科・総合学科選抜）の出願資格に
おいて、調査書の全体の学習成績の状況を4.3→4.5に変更

一般入試前期Ｃ日程→前期Ｂ日程とし、試験日と制度を以
下に変更
　・２月中旬→２月上旬に変更
　・「スタンダード３科目型」に加え「指定科目重視
　　３科目型」を追加

共通テストⅡ・Ⅲ
必須３科目→４科目に変更

帰国生徒入試、社会人入試、国際バカロレア入試において
面接のみ→２科目+面接に変更

留学生入試
出願資格をEJUの日本語（読解、聴解及び聴読解の合計）
380点→350点に変更

◎募集人員の変更
・一般入試前期Ａ日程　：50名　⇒　45名
・一般入試前期Ｂ日程　： 0名　⇒　15名
・一般入試前期Ｃ日程　：10名

◎四国獣医師養成奨学制度の募集人員の変更
・一般入試前期Ｃ日程　2名以内
　⇒　一般入試前期Ｂ日程　2名以内　（４）
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② 施設・設備
１）平成３０年度建設予定の大動物実習施設
a　手術室（40.91㎡）
b　臨床講義室（101.02㎡）
c　麻酔室（20.76㎡）
d　滅菌室（5.65㎡）
e　薬品庫（4.35㎡）
f　大動物臨床実習室（変更なし）

上記の施設を使用する実習は、主として『産業動物臨床実
習』と『獣医繁殖学実習』である。学生の割り振りについ
ては下記の通りである。

1.『産業動物臨床実習』
140人を2グループに分け、さらにそのグループを３班（23
～24人）に分けて、『臨床講義室』並びに『大動物臨床実
習室』で『手術室』の様子を主としてモニター視で学修さ
せる。

2.『獣医繁殖学実習』
140人を2グループに分け、さらにそのグループを２班（35
人）に分ける。臨床獣医学実習では、１グループは『大動
物臨床実習室』で実習を行い、他のグループは『臨床講義
室』においてモニター視で学修させる。途中で両グループ
は入れ替える。

２）平成３０年度増築予定の放射線治療室
a 前室（14.81㎡）

②施設・設備
１）平成３０年度建設予定の大動物実習施設
a　手術室（73.78㎡）
b　臨床講義室（65.29㎡）【定員40人】
c　麻酔室（20.06㎡）
d　滅菌室（6.99㎡）
e　薬品庫（6.59㎡）
f　大動物臨床実習室（変更なし）

手術に携わる教員以外にも学生たちが『手術室』に入って
体験することで教育効果がよりあがるため『手術室』の面
積を広くする。
それに伴い、『臨床講義室』の面積が多少狭くなるが、
65.29㎡【定員40人】の面積であれば、当初計画の実習体制
には影響がない。
これらの間取りの変更に伴い、平面図を変更した。(30)

２）平成３０年度増築予定の放射線治療室
a 前室（18.78㎡）

リニアックによる治療については臨床分野の学生に、ライ
フライン接続等前準備を学習させる必要があるため前室を
変更した。(30)

建物の建築（動物繋養施設）
　今治キャンパスにおいて、学生が実習時に使用する動物
繋養施設を新たに建築したため、校舎面積を変更した。

　動物繋養施設（477.87㎡）２階建て（３）
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③進級要件
　獣医学科の進級要件は次のとおりである。４年次から５
年次に進級するとき、専門教育科目の「総合獣医学演習I」
を含む必修科目100単位以上を修得していること。また、外
国語教育科目より必修科目６単位、選択必修科目を２単位
以上修得していること。

③進級要件
　獣医学科の進級要件について、獣医学科では、５年次に
おいて「総合参加型臨床実習」を受講できるよう、専門教
育科目の「総合獣医学演習Ⅰ」を含む100単位を修得してい
ることを４年次から５年次に進級する際の進級要件に設定
していた。しかし、５，６年次のアドバンスト科目を円滑
に履修できることも重要であり、そのためには専門教育科
目における１年次から４年次までの全ての必修の実習科目
を修得しておくことが望ましい。そこで、４年次から５年
次に進級する際の要件の見直しを行い、「講義」「演習」
科目を８３単位以上、「実習」科目を２６単位以上修得し
ていることと変更した。また、2年次以降に開講する獣医学
教育モデル・コア・カリキュラムに基づく必修の専門教育
科目を円滑に履修させるためには、1年次より計画的な履修
を促す必要がある。そこで、１年次から２年次おいては３
０単位以上修得することを、２年次から３年次において
は、「講義」「演習」科目を３０単位以上、実習科目を１
２単位以上、外国語教育科目を４単位以上含み、合計で６
０単位以上修得することを進級要件として新たに設定し
た。これらの変更を岡山理科大学獣医学部履修規程第９条
第２項に規定し平成３０年４月１日より施行した。なお、
学生には履修規程に基づき入学後のオリエンテーションに
おいて周知済みである。(30)

　獣医学科では、6年間で修得する182単位のうち、専門教
育科目の単位数が、必修科目132単位、選択必修科目13単
位、合計145単位と大変多く、不認定科目が数単位であって
も、時間割の都合上、次学年での再履修が極めて困難であ
り、それぞれの専門教育科目がカリキュラムツリーのとお
り密接にかかわっているため、未修得科目が多い状態では
次学年以降の科目の理解が追い付かず、結果、さらに不認
定科目を増やす事例が増えている。また、現在の進級判定
基準では3年次から4年次への進級基準が無い事、4年次から
5年次への進級においては、「総合獣医学演習Ⅰ」を修得し
ておかなければいけない事、加えて獣医学共用試験
（vetCBT、vetOSCE）に合格していないと、5年次春①に予
定している「総合参加型臨床実習」を履修する事ができな
い事などから、現状のままでは、多数の学生が4年次にとど
まってしまう事が予想される。そうなると、学内・学外実
習において設備面等からも効果的な実習の実施が困難とな
る可能性がある。このような状況を考慮して進級要件を次
のように新たに設定した。
　1年次から2年次においては、専門教育科目の講義・演習
科目について、10単位以上、専門教育科目の実習科目につ
いて、4単位以上を含み、合計で30単位以上修得すること。
　2年次から3年次においては、専門教育科目の講義・演習
科目について、33単位以上、専門教育科目の実習科目につ
いて、14単位以上を含み、合計で60単位以上修得するこ
と。
　3年次から4年次においては、専門教育科目の講義・演習
科目について、63単位以上、専門教育科目の実習科目につ
いて、22単位以上、外国語教育科目を4単位以上を含み、合
計で98単位以上修得すること。
　4年次から5年次においては、専門教育科目の講義・演習
科目について、87単位以上、専門教育科目の実習科目につ
いて、26単位以上、外国語教育科目は必修科目4単位、選択
必修科目2単位を含む6単位以上を含み、合計で136単位以上
修得すること。
　5年次から6年次においては、専門教育科目の講義・演習
科目について、89単位以上、専門教育科目の実習科目につ
いて、34単位以上、外国語教育科目は8単位以上を含み、合
計で150単位以上修得すること。
　また、原級留置を重ねる学生については、最終的に卒業
できない可能性が高く、各学年での在学年数についても2年
に制限することとした。
　これらの変更を岡山理科大学学則第４条および、岡山理
科大学獣医学部履修規程第９条第２項に規定し令和２年４
月１日より施行した。なお、学生には履修規程に基づき入
学後のオリエンテーションにおいて周知済みである。
（２）【資料4　岡山理科大学獣医学部履修規程】

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。
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（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　本学では教員の教育能力を高める組織的・実践的取り組みとして平成12年度にＦＤ委員会を設け、授業の改善を目的
に教育システムの点検、授業内容（範囲及び水準）・方法の妥当性の検証等に全学的に取り組んできた。平成22年度に
は教育開発支援機構（平成28年度より教育支援機構、平成30年度より教育推進機構）を設置して、ＦＤ推進室を中心に
従来の取り組みの拡充を図り、学生による授業評価アンケート、教員間の授業参観、これらの有効性・妥当性の検証と
啓発・周知を図るための講演会等の研修、各種報告書の作成と公開を行ってきた。
　平成28年度に全学的な教育研究組織の改編に伴い、ＦＤ推進室は教育支援機構（平成30年度より教育推進機構）教育
開発センターとして発展的に改組した。さらに、平成30年度より各学科・センターの教育内容、教育方法の改善に係る
企画立案及び成果検証において中核的な役割を果たす教員を教育ディベロッパーとして任命する制度を設けた。また、
令和2年度より教育課題の重要事項を審議する場として、学部代表を含む教育推進機構会議を設け、全学とセンターの教
育改革が有効に機能する体制を整えた。
　現在の委員会の設置状況は、教育推進機構教育開発センターが企画を立案したＦＤの実施計画等は教育推進機構会議
での検討を経て教学委員会を通じて学部（研究科）教員に情報提供を行っている。重要事項については教育推進機構会
議において審議を行っている。学部単位においても教授会の前後に懇話会を設けＦＤ活動等に取り組んでいる。
　また、教育研究活動の適切かつ効果的な運営を図るため、教職員を対象として必要は知識や技能を修得させ、能力及
び資質を向上させるための研修としてＳＤを計画的に行っている。ＳＤについてはＳＤ推進委員会を設け、ＳＤの実施
方針、実施計画等を審議している。
　今治キャンパスでは教職員の能力開発のため、獣医学部教育能力開発センターの設置並びに四国地区大学教職員能力
開発ネットワーク(SPOD)に新規加盟した。獣医学部教育能力開発センター運営委員会において教職員の資質の維持向上
の研修等の企画を立案し、獣医学部独自のFD・SD研修会を行っている。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

  教育推進機構会議は、毎月１回開催し、構成員は(1)教育推進機構長、(2)教育推進機構副機構長　(3)学部代表（兼
研究科代表）各１名、(4)教育開発センター長、(5)基盤教育センター長、(6)教職支援センター長、(7)学芸員教育セン
ター長、(8)ＩＲセンター長、(9)教学支援部長、(10)教育企画部長、(11)教学・学生支援部長（今治キャンパス）(12)
その他教育推進機構長が必要と認めた者　を委員として毎月１回開催する。
　教学委員会は毎月1回開催し、(1)副学長、(2)学部長、(3)学科長・コース長、(4)副機構長、(5)教育開発センター
長、(6)ＩＲセンター長等が参加している。
　ＳＤ推進委員会は、(1)学長、(2)副学長、(3)事務局長、(4)事務局次長、(5)庶務部長、(6)研修室長(法人本部)を委
員として、ＳＤを計画的、組織的に実施し、点検・評価するため年に数回開催する。
　獣医学部教育能力開発センター運営委員会は、(1)教育能力開発センター長、(2)教育能力開発センター員、(3)教学・
学生支援部長（今治キャンパス）(4)その他教育能力開発センター長が必要と認めた者を委員として年に数回開催する。

　ｃ　委員会の審議事項等

　教育推進機構会議では、全学の教育及び基盤教育の企画・実施に関する重要事項について審議することを目的として
いる。教学委員会は、意思決定された学務等に関する次の事項について共有することを目的としている。

獣医学部教育能力開発センター運営委員会では、次に掲げるセンター業務について審議する。
(1)獣医学部の教育課題に係る調査、研究等に関すること
(2)教育の質保証のための教職員の能力開発に関すること
(3)授業評価に関すること
(4)学生の学修支援に関すること
(5)その他教育開発に係る調査、研究等に関すること

SD推進委員会は次の事項について審議する。
(1) SDの実施方針ならびに実施計画の作成に関すること
(2) SDの実施に関すること
(3) SDにおける点検・評価に関すること
(4) その他必要事項
 
　ＦＤ活動については、教育推進機構内の教育開発センターが研修会の企画等を行い、重要事項は教育推進機構の審議
を経て業務を行っている。学部、学科等との情報共有は、教学委員会を通じてＦＤに関する情報を周知している。
　ＳＤ活動については、ＳＤ推進委員会を設け実施計画の作成を行い、事務職員の部課長会議等でＳＤの実施計画や結
果等の情報を周知している。
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(1) カリキュラムアセスメント（自学科の評価に対する他学科評価によるカリキュラム改善）
(2) 卒業生・修了生アンケート、卒業生・修了生インタビュー
(3) 全学ＦＤ講演会、教育ディベロッパー研修会、フォローアップFD及び学部懇話会並びに職員研修（ＳＤ）の実施。
(4) 学生による授業アンケート
(5) 今治キャンパスにおいては、四国において活発に活動が行われている四国地区大学教職員能力開発ネットワーク
　　(Shikoku Professional and Organizational Development Network in Higher Education以下「SPOD」という)
　　の FD・SD 活動に教職員を派遣するとともに、SPODからも講師を派遣してもらい、研修に役立てている。

　ｂ　実施方法

(1) 大学・大学院毎にアセスメントポリシーを設けている。カリキュラムアセスメントは、学部・学科・専攻の卒業・
　　修了生がDPを修得したか、カリキュラム改善を目的として、自己（自学科・専攻）評価、他者（他学科・専攻）
　　評価を行う。
(2) 卒業生・修了生アンケートは教育改善や学生支援の充実を目的として全学の卒業生・修了生対象に実施する。
　　卒業生・修了生インタビューは直接、学生にインタビューを行い、教育改善にいかす。
(3) ＦＤ講演会、ＳＤ講演会は講師による講演と質疑応答を行い各自が授業改善・業務改善の取り組みに生かす。
　　講演会にはワークショップをセットにする場合もある。全学の他に学部・機構単位で懇話会にFD的な内容を設ける
　　場合もある。SD活動にはＬＭＳの利用を推進するオンデマンド方式の研修も行っている。
(4) 授業改善のための学生アンケートに関しては③に後述する。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　獣医学部においてFDに向けた支援を行う教育能力開発センターに対する理解を深めることを目的に、獣医学部教育能
力開発センター主催のFD研修会(FD・SD合同研修会も含む)などを実施している。今年度は新型コロナウイルスの影響か
ら、遠隔配信に切り替え、獣医学部月例FD・SD研修会を毎週１回実施した。令和３年度は以下の研修会等を開催した。

括弧内は参加率(％)
2021/4/14　獣医学部定例FD・SD研修会(37.4)
2021/4/21　獣医学部定例FD・SD研修会(54.9)
2021/4/28　獣医学部定例FD・SD研修会(41.8)
2021/5/12　獣医学部定例FD・SD研修会(44.0)
2021/5/19　獣医学部定例FD・SD研修会(57.1)
2021/5/26　獣医学部定例FD・SD研修会(39.6)
2021/6/2　獣医学部定例FD・SD研修会(46.2)
2021/6/9　獣医学部定例FD・SD研修会(45.1)
2021/6/11　獣医学部FD・SD研修会「効果的なeラーニングの活用方法」（SPOD内講師派遣プログラム）(34.1)
2021/6/16　獣医学部定例FD・SD研修会(50.5)
2021/6/23　獣医学部定例FD・SD研修会(39.6)
2021/6/30　獣医学部定例FD・SD研修会(44.0)
2021/7/7　獣医学部定例FD・SD研修会(45.1)
2021/7/14　獣医学部定例FD・SD研修会(38.5)
2021/7/21　獣医学部定例FD・SD研修会(51.6)
2021/7/28　獣医学部定例FD・SD研修会(49.5)
2021/9/16　獣医学部FD・SD研修会「現代学生の理解と関わり方」(62.6)
2021/9/29　獣医学部定例FD・SD研修会(38.5)
2021/10/6　獣医学部定例FD・SD研修会(31.9)
2021/10/13　獣医学部定例FD・SD研修会(42.9)
2021/10/20　獣医学部定例FD・SD研修会(47.3)
2021/10/27　獣医学部定例FD・SD研修会(39.6)
2021/11/3　獣医学部定例FD・SD研修会(27.5)
2021/11/10　獣医学部定例FD・SD研修会(38.5)
2021/11/24　獣医学部定例FD・SD研修会(39.6)
2021/12/1　獣医学部定例FD・SD研修会(40.7)
2021/12/8　獣医学部定例FD・SD研修会(35.2)
2021/12/10　獣医学部FD・SD研修会「事例から考えるハラスメント」(98.9)
2021/12/15　獣医学部定例FD・SD研修会(49.5)
2022/1/12　獣医学部定例FD・SD研修会(41.8)
2022/1/19　獣医学部定例FD・SD研修会(56.0)
2022/1/26　獣医学部定例FD・SD研修会(53.8)
2022/2/2　獣医学部定例FD・SD研修会(45.1)

　また、平成30年度より獣医学部が四国地区大学教職員能力開発ネットワーク(SPOD)に新規に加盟し、SPODで開催され
ている各種プログラムやフォーラム、総会等にも教職員が毎年、参加し、受講していたが、新型コロナウイルスの影響
で中止や遠隔配信に変更となった。
　さらにTV会議システムなどを利用して、岡山キャンパスで開催している全学のFD、SD講演会にも参加して、全学で一
体となる取り組みが可能となっている。令和３年度の開催状況は下記のとおりである。令和４年度もＦＤ・ＳＤ講演会
を実施する計画である。

　ａ　実施内容

②　実施状況
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FD関係
　　No.　　　実施日　　　　　　　　研修名 　　　　　　　　　　　　専任教員参加人数
    1 2021/5/27 (木) 　　2021年度入試総括　　　　　　                    151
　　2 2021/6/2  (水) 　　第1回教育ディベロッパー研修会　　　　　　　　　　37
　　3 2021/6/23（水）　　フォローアップＦＤ研修会　　　　　　　　　　　 　77
　　4 2021/6/30（水）　　第1回全学ＦＤ研修会 　                           67
　　5 2021/6/30（水）　　授業目的公衆送信補償金制度ＦＤ研修会            193
　　6 2021/7/7 （水）　　第2回教育ディベロッパー研修会                    84
　　7 2021/7/8  (木)　　２０２１年度入試総括と２０２２年度入試動向        98
　　8 2021/7/28（水）　 第2回全学ＦＤ研修会                               99
　　9 2021/9/29（水）   「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」に関する講演会 32
　 10 2021/9/17 (金)    非常勤講師との情報提供・意見交換会                10
　 11 2021/9/29（水）   第3回教育ディベロッパー研修会                     36
　 12 2021/11/24(水)    第4回教育ディベロッパー研修会                     40
　 13 2021/12/8（水）   第3回全学ＦＤ研修会                              154
　 14 2022/3/11 (金)    ＦＤ報告会                                       155
   15 2022/3/1 1(金)    教育改革推進事業報告会ポスター発表会              24
   16 2022/3/11 (金)    第4回全学ＦＤ研修会（カリキュラムアセスメント）   33
   17 2022/2/25 (金)　　数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」に関する講演会20
   18 2022/2/25 (金)　　ハラスメント防止研修　　　　　　　　　　　　　 　194
   19 2022/2/28 (月)　　ハラスメント防止研修　　　　　　　　　　　　　　　81
　 20 2022/3/24 (木)　　第5回全学ＦＤ研修会　　　　　　　　　　　　　　　226
   21 2022/3/25 (金)　　専門英語ＦＤ会　　　　　　　　　　　　　　　　　　31

　授業評価アンケートの集計結果は、担当教員はWeb上で確認することができ、学生による自由記述欄へのコメントに対
する所見をWebシラバス上に登録する。所見は全ての学生・院生・教員が閲覧できるようにWebシラバス上に公開してい
る。学生の意見に教員が応えることによって継続的な授業改善が行われるようにしている。
なお、個別の授業科目に基づく、全学の授業評価結果（授業アンケート経年比較）は「授業アンケート調査結果報告」
としてホームページ（情報公開）に掲載している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

SD関係
  No. 実施日　　　　　   　　　 研修名 　　　　　　　　　　　　　　　　専任事務職員人数
　　1 2021/5/27　(木)　2021年度入試総括と2022年度入試動向（１）    　　　　81
　　2 2021/6/19　(土)　事業計画・中期計画について　　　　　　　　　　　　　15
　　3 2021/7/8　 (木)  2021年度入試総括と2022年度入試動向（２）  　　　　  33
　　4 2021/12/4 （土） 補助金制度について     　　　　　　　　　　     　　55
　　5 2021/12/18（土） 理大を知る（１）　　　　　　　                  　 114
　　6 2021/12/25（土） 理大を知る（１）　　　　　　　                  　　33
    7 2022/2/15 （火） データ分析について　 　　　　 　　　　　　　　　　　18
　　8 2022/2/17 （木） データ分析について　　　　　　　　　 　　　　 　　　18
　　9 2022/2/25  (金)　ハラスメント防止研修（１）　　　　　　　　　　　　　76
　 10 2022/2/28  (月)　ハラスメント防止研修（２）　　　　　　　　　　　    19

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　本学はアセスメントポリシーを定め、授業レベルでは卒業予定者へのアンケート、卒業・修了予定者にカリキュラム
コンサルティング（学生インタビュー）等の結果を通じて、学科がカリキュラムの自己評価を行い、それに対する他学
科による他者評価を受ける。教育開発センターがカリキュラム・アセスメントの結果を学科・専攻へフィードバック
し、授業改善等への取組を進めている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　すべての授業科目に対してWeb(ポートフォリオ)によるアンケート調査を実施している。質問項目は、学生自身の学習
の取り組み、授業内容の水準、方法、形態、施設・設備などに加え、自由記述欄も設けている。
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　　　（委員に変更がある場合は、その内容と各区分を踏まえた委員構成であることを説明してください。

　　　　併せて、別途委員名簿を変更内容が分かるよう加筆の上、提出してください。）

　　該当なし

　　該当なし

　ｄ　その他

　　該当なし

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　　該当なし

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　　該当なし

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

　ｃ　委員会の審議事項等

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

①　体制

　ａ　委員会の設置状況

　　該当なし

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　　該当なし
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≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

○　設置計画履行状況報告書（令和４年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　趣意書に示したように「動物とヒトの健康を科学する」を学部の理念とし、One World, One Health, One Medicineを
基盤として教育研究を推進している。獣医学科では、自然科学的視点に立つ獣医学(自然獣医科学：natural veterinary
science)を基盤とし、多様な動物種にみられる複雑な生命現象を統合的に把握する力を身につけ、生命科学研究に従事
する研究者の養成、家畜越境感染症や人獣共通感染症など国際的に拡大するリスクに対応できる公衆衛生獣医師の養
成、伴侶動物を用いたヒトの新しい予防医療や医療機器開発等の分野におけるイノベーション創出に対応できる臨床獣
医師を養成することを目標としている。
　獣医学科、獣医保健看護学科ともに定員数を満たす学生を獲得できるようになってきている。広い視野を持ち、向学
心の強い、社会貢献できる人材に育つ学生を獲得する工夫を展開する必要がある。2024年には、教授・准教授20名近く
が退官する。スムーズにバトンタッチし、本学部のミッションとゴールが持続可能となるように体制を作っていく必要
がある。そのため教育・研究と運営を含めた将来計画委員会を設置し、準備に着手した。また、これから始まるアドバ
ンスト教育という獣医学教育では初めての試みを成功させる必要もある。新規に始まる科目の欠点を修正し、改善・充
実した獣医学教育で、国際対応のできる獣医師、獣医関連専門家を育てるための戦略を、これまでの3年間の現実を踏ま
えて、今一度検討していく。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和４年７月１日　公表

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和４年７月１日を予定）

③　認証評価を受ける計画

　令和２年度に評価機関（大学基準協会）の認証評価を受け、大学基準に適合していると認定されている。

　【認定期間：2021（令和３）年４月１日から2028（令和10）年３月31日】

（４） 自己点検・評価等に関する事項
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